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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第１章　牡羊座アリエス～ファーストコンタクト～







　人は、みずからを生み出したものについて考えずにはいられない。

　かつて、人は神によって作り出されたと考えられていた。

　が、近代の科学はそれを否定した。人は、複数の有機化合物の織りなす、生物機械に過ぎない、と科学者たちは声こわ高だかに唱えた。

　そうして、星の海の果てから訪おとずれた異星人たちとの戦いの果てに、人類は、みずからがプロトカルチャーと呼ばれる先史宇宙人が、遺伝子操作によって生み出した種族である、と知った。

　人は、みずからの親というものを考えずにはいられない。

　神、物理法則、プロトカルチャー。

　それをどう呼んでも、それは確かにそこにある。

　そうして、人類がみずからを作られた種族と知りながら、己おのれのエゴ、戦いへの欲よく望ぼうを捨てられぬサタン・ドールであるという業ごうを背負いながらも、宇宙の大航海時代に乗り出してから、五十年に近い時が流れた。

　この物語は、そのようにして、己の中にある血との対面をする、少年と少女の物語である。
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　ここに、ひとりの少年がいる。

　ひどく美しい、少年がいる。

　黒い髪かみを後ろ頭で束ねて、その束ねた赤い紐ひもが一歩ごとになまめかしく揺ゆれて、すれ違ちがう女たちからは憧どう憬けいを、男たちからは羨せん望ぼうを投げられる、そのような少年である。

　そうして、自分が美しいことに対して、称しよう賛さんされることが、自分の男としてのアイデンティティを傷つけるのではないか、と恐おそれる、繊せん細さいな少年である。

　少年の名を、早さ乙女おとめアルトと言った。

　アルトの歩いて行く狭せまい通路は、マクロス・フロンティア船団で最大のイベントホール〝星せい道どう館かん〟の楽屋である。

　地球人類と巨きよ人じん族を収容できる巨大なホールであっても、楽屋というのはその分のしわよせを受けていて、狭いものだ。

　学生服姿のアルトは、慣れた様子で、人々の間をすっ、すっ、と抜ぬけていく。

　彼は芸人の家に生まれた子であり、楽屋での身のこなしというものに慣れていた。風が木々の間を吹ふき抜けていくように、なめらかに、そしてあでやかに滑すべり込んでいくことができた。

　それは少年の涼すずやかな目が、人々の動きをきちんと見て予測しているからであり、少年の耳と足が、人々の生み出す雑多な音を聞き分けて、それぞれの意図を読み取っているからである。

　だから、

「ちょっと！　なんであたしの楽屋に、アマチュアを入れているの！」

　と、楽屋から現われた金きん髪ぱつの少女が叫さけんだのには、不ふ愉ゆ快かいになった。

「……アマチュア、だと？」

「そうよ！　サイン目当てで潜もぐり込んだんでしょうけど、そういうの、困るのよ！　出て行ってちょうだい！」

　少女は、傲ごう然ぜんと胸を張った。

　金色の滝たきを思わせる豪ごう奢しやな髪と、豊満な乳ち房ぶさと、それを支える鍛きたえられた剣けんのようなボディラインを持つ、そしてなにより女王の風格を持つ、美しい少女だった。

「アマチュアと言ったのか、オレを!?」

　少年の端たん正せいな顔が、怒いかりと屈くつ辱じよくで歪ゆがんだ。

「バックステージ・パスなら持ってる！　あんたのステージで、フライトをやるスタッフだ！」

「スタッフ、スタッフですって!?」

　パスを突つきつけたアルトの顔に、少女は指を突きつけた。

「あたしはシェリル・ノームなのよ！　あたしのステージに、学生のアルバイトを入れたっていうの!?」

「貴様────！」

　少女、シェリル・ノームと名乗った歌手が銀河系で一番稼かせいで、銀河系で一番ホットな歌手であることは、浮うき世よ離ばなれしたこの少年でも知っていることだった。

　そして、その立ち姿、そのまなざしには、確かにそれを裏付けるものがあった。世の中には二種類のスターがいる。広告戦略によって作り出された偶像アイドル、と、本物のカリスマ、本当の力を持った歌姫スターが。

　だが、少年にも、男の意地の卵のようなものはあったから、それで譲ゆずってやるようなことはできなかった。

「舞ぶ台たいを見もしないで、見くびるようなことを言ってくれるな！　言われなくても、引き立て役はちゃんとやってやる！」

「見るまでもないわ。アマチュアは、アマチュアよ。引き立てる、なんて考えなくていいの。あたしのステージはいつでも真しん剣けん勝負。どれだけあんたが全開で飛んだって、アマチュアの芸に注目が集まったりはしないわ」

　シェリル・ノームはふん、とその意地を笑い飛ばした。

　が、それ以上の口論にならなかったのは、気配もなく現われたスーツ姿の女が、シェリルの肩かたをぽん、と叩たたいたからだ。

「シェリル、そこまでになさい」

「グレイス……？」

「美み星ほし学園のパイロットコース、そのアクロバット・チームの腕うではたいしたものよ。あなたのステージを支えるには、ベストな現地スタッフだわ」

　にっこり、とマネージャーであろうその女は笑ったが、アルトにはむしろ、大人の女の持つねっとりとした色いろ香かが、誘さそい込まれてはならない毒薔ば薇らのように感じられた。

「──わかったわ。本番であたしの足を引っ張らないでちょうだい！」

　身を翻ひるがえして、シェリルは楽屋へと消えた。

　その後ろに、グレイスと呼ばれた女と、ボディガードらしい男が続く。

　アルトは、シェリルの生気ある輝かがやきと引き比べて、残るふたりに奇き妙みようなまでに生気がないことが気にかかったが、怒りが先に立って、すぐに忘れた。
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「えええええっ、本当にシェリルのチケット取れたの!?」

　不愉快なことがあっても、世の中はもちろん、そればかりということはない。

　仲のよい女友達であるランカ・リーが、携けい帯たいの向こうではしゃぐ声を聞けば、アルバイトで得られるものが、生活費だけではないことはわかる。

「ああ。すまなかったな。チケットの手配、ギリギリになっちゃって」

「ううん！　アルトくんたちがライブで飛ぶって聞いて、コンサートチケット頼たのんだの、私だもん！　待つくらい、なんでもないよ！」

「お前とももう、結構なつきあいだからな。それくらいの骨は折るさ」

「ありがとう！　今日の出前、いっぱいサービスするね！」

　電話の向こうで、ランカ・リー、翠みどりの髪かみをした子犬のような少女が、いつものようにデカルチャーデカルチャーと大喜びしているかと思うと、アルトの口元はすこし、ほころぶ。

　が、その様子を、悪友のミシェル・ブランがニヤついた顔で見ているのにはイラだったから、すぐにまた謹きん厳げんな顔に戻もどって、フライトプランの検討を始めることにした。

　そういうところがお子様なのだ、と陰かげ日向ひなたなくミシェルにからかわれてはいても、そのことを認められないのもまた、少年の少年たる所以ゆえんであった。




　　　　＊




　マクロス・フロンティアはいわゆる環境アーコロ宇宙ジー・船シツプである。

　内部に循じゆん環かんする自然環境を持つこの船は、いわば直径15キロメートルの楕円形をした巨きよ大だいなピッツァである。そのピッツァの具のように、海や、山や、そして町並みが広がっている。空は超ちよう強化ガラスと、デブリや有害宇宙線を跳はね返すリパルシブ・フィールドで覆おおわれていても、そこには雲が浮うかび、風が吹ふき、青空があった。

　その後方には、全長８キロメートル、直径３キロメートルのガラスの円えん筒とうである環かん境きよう艦かん、と呼ばれる小型艦が続き、それらの複雑なリンクは、小さな惑わく星せいともいうべき命のいとなみを有している。

　その風が伝えてくる、動物の息づかいや、花開く薔薇の匂においや、焦こげすぎたホットドッグの香かおりが入り交じった、生命の息い吹ぶきとも言うべきものを、シェリルはあてがわれた控ひかえ室のバルコニーで満まん喫きつしていた。

「悪くない、うん、悪くないわよグレイス」

「気に入ったならよかったわ。こんなにクラシックな街だなんて思わなかったけど」

「五十年前の戦争があるまでは、人間って、地球の表面でこんな暮らしをしていたんでしょう？　ちょっと、不思議よね」

　この時代、地球人類は銀河系の三分の一にも広がって、それぞれの惑星や宇宙船で独自の文化をはぐくみつつあった。テクノロジーのエッジぎりぎりに立って、コンピュータ・ネットワークの海に頭まで浸つかった生活をしている彼女たちの船団、マクロス・ギャラクシーでは何もかもが考えられない景色だった。

「わかっていて？　シェリル。この船でもターゲットを見つけられなかったら、あなたは……」

　少し、耳元に唇くちびるを寄せるようにして、マネージャーは場ば違ちがいなことを言った。シェリルは気にすることもない。当然だ。ここには誰だれもいない。忠実なボディガードのブレラ・スターンが遮しや音おんフィールドを張って、光学探査にだってジャミングをかけている。どんなパパラッチだって、近寄れはしない。

　シェリル・ノームが来艦するのは、小しよう惑わく星せい国家の大使がやってくるのとは、わけが違ちがうのだ。表向きの意味でも、そうでない意味でも。

「グレイス。あたしが誰か忘れたの？」

　耳にかかった、紫むらさきとも青ともつかぬ不思議な色のイヤリングを揺ゆらして、シェリルは不敵に微笑ほほえんだ。

「あたしはシェリル──シェリル・ノームよ。シェリル・ノームはいつでもどんな時でも、全力で歌うだけ」

「そう。それならいいの。あなた、さっきの可愛かわいい男の子を相手に、ちょっと浮うわついてたように見えたから」

「べつに。あんな子供、どうだっていいの。ただ」

「ただ？」

「昔、会った人に少し似ていたから。ちょっとイライラしたの」

「その人はアマチュア？」

「まさか。あたしが覚えている人間は、一流のプロフェッショナルだけよ。ファンは大事だけど、だからこそひとりひとりを個体認にん識しきして、特別扱あつかいするようなことはないわ」

「ならいいの。ごめんなさいね、あなたがインプラントなら、深層記き憶おくをスキャンして、思い出させてあげるのだけれど」

「そんなの必要ないわ。あたしが思い出さないことは、あたしの血肉になっているのだから、それでいいのよ」

　この時代、人は脳のう髄ずいにコンピュータを〝インプラント〟して、意メンタル識・ボデイを電脳システムと接ワイ合ヤードすることさえ可能としていた。

　そのテクノロジーを生み出したのが、マクロス・ギャラクシー船団であり、そのムーブメントを受け入れないフロンティアのような船団は、かつてインターネットを冷れい笑しようした人々のようなアナクロニズムである、と考えられるようになりつつあった。
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　煉れん瓦がで舗ほ装そうされた急な坂道を登っていくと、真っ青な空をバックにして、長大な二本のカタパルトを伸のばす美星学園の校舎が見える。

　ランカ・リーはこの景色が好きだった。

　この街で生まれ育って、たくさん綺き麗れいなものを見て育ってきた。それは、彼女の兄が、そのようにしつけてくれたからだ。美しいものを美しいと感じる心は大事なのだ、と。

　ふわ、と翠みどりの髪かみが風にながれる。

　地球人ならざるその髪の色は、彼女が巨きよ人じん族ゼントラーディのクォーターである、その証あかしだ。新緑のようなその色の髪が、ランカはことのほかお気に入りだった。

　そうして、その中でも、この坂道を登っていく景色は格別だった。

　街のあちこちには、シェリル・ノーム来艦を告げるホログラムの広告が浮うかんで、どこのスピーカーからもシェリルの歌が聞こえてくる。

「本当に会えるんだ……シェリル！」

　そう考えるだけで、ランカの小さな胸はドキドキとして、興奮が止まらなかった。

　いつもの出前配達のスクーターが、可バ変ル戦キ闘リ機ーになって、はるかな空まで飛んでいってしまうのではないか、と思えた。

　街を埋うめ尽つくすシェリルの歌にあわせて、ランカも同じナンバーを歌う。それを、奇き異いに思う人はいない。

　シェリル・ノームはただの歌手ではない。事件なのだ。その時代が終わった後に、人々がその象しよう徴ちようとして思い出す、嵐あらしのような存在なのだ。だから、ランカの喉のどが、ランカのおなかが、歌声を奏かなでてしまうのは至し極ごく当然のことなのだ。

　路面電車と競走をしながら、サンフランシスコ・エリアと名付けられた、旧世紀のアメリカ西海岸を再現した町並みを、ランカは出前のおかもちと、歌声とともに走っていく。

　海から流れてくるのは、気持ちのよい初夏の風。

　世界は輝かがやいて、すべてを祝福しているかのように思えた。




　　　　＊




　丘おかの上にそびえる私立美星学園は学術・芸術・スポーツ、あらゆる分野におけるスペシャリストを育成するフロンティア船団の名物校だ。創立からの短い歴史の中で、多数の芸能人やスタープレイヤー、そして奇き人じん変人を輩はい出しゆつしてきたリベラルな校風で知られている。

　その屋上は、個人用航空パワード・スーツ〝ＥＸエクスギア〟のカタパルトが設置されて、さながら小型の空母甲かん板ぱんのようになっていた。

「スプリットＳからトリプルループにつないで、すぐさま急反転上じよう昇しよう。これなら、いけるんじゃないですか」

　アクロバット・チームの最年少で、コングロマリットの御おん曹ぞう司しの技術者肌はだ、ルカ・アンジェローニは天使のような笑え顔がおで、てきぱきと本番のアクロバット・メニューを算出した。

「くだらねえ」

「おや、どうしたんだ、アルト？」

　不満そうな顔をしているのは、屋上のへりに腰こし掛かけたアルトひとりだった。その顔を、チームリーダーである金きん髪ぱつの少年、ミシェル・ブランがのぞき込む。

「オレなら、五回は回れるな。ヌルすぎるぜ、そのプログラム」

「たかがライブの余興だぜ。リスク高すぎだって」

　悪友は肩かたをすくめて、その言葉を否定してみせたが、アルトは聞く耳を持たなかった。その手は、シェリルのポスターで紙飛行機を折っている。自分の考えに没ぼつ頭とうする時にする、少年のクセだった。

「なんだ、リハーサルの帰りに〝銀河の妖よう精せい〟にアマチュア扱いされたのがそんなに不服か？」

「オレはいつでも全開で飛びたいだけだ」

　あんな金髪の女の、安い挑ちよう発はつは関係のないことだ、という言葉は、飲み込んだ。

「それで事故って、観客にケガでもさせたら誰だれが責任取るのかな？」

「フン、オレはそんなヘマはしない」

「ふーん」

　つい、とミシェルのＥＸギアの冷たい指が、アルトのうなじを撫なでた。

「なんだかんだいって、まだ舞ぶ台たいに未練があるんじゃないのか？　天才女形おやまのアルト姫ひめ」

「今、何て言った！」

　少年の白い頰ほおに、怒いかりの紅が差した。

　ふりほどいたその腕うでを、ミシェルは優ゆう雅がに、ＥＸギアの靴くつ底ぞこにつけられたローラー・ダッシュのスラロームで回かい避ひしてみせる。

「ヒューヒュー！　怒おこった顔がまたステキだぜ、姫！」

「ミシェル！　貴様ァ！」

　そのいつもの口論、あるいはじゃれ合いのようなケンカは、今日は殴なぐり合いになることはなかった。

「お待たせしました！　娘にやん々にやんの出前、お届けですっ！」

　ランカ・リーの笑顔には、場の雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばし、矛ほこを収めさせる力があった。

　そういう少女であった。
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　早乙女有人アルトが、歌か舞ぶ伎きの家を出たのは、一年ほど前のことだ。

　何がきっかけだったのかは、よく覚えていない。

　母が死んだことだったか、頰を撫でた時の髭ひげの感かん触しよくが気に障さわったのか、美星学園で飛んだＥＸギアの空を感じたことだったのか。

（あそこは、宇宙のような場所だった。光り輝いて、何もかもがあった。けれど、触ふれることのできない偽いつわりばかりがあった。落ちることのない、浮ういている世界。それでも、オレは、飛びたいと思ったんだ）

　その意志を告げた時、アルトは父、嵐らん蔵ぞうと殴り合いになるだろう、と予想していた。

　だが、父は反論をしなかった。

　ただ、「ならば屋や敷しきを出ろ」と告げただけだった。

　母の残した口座が封ふう鎖さされるようなこともなかったし、美星の転科届けも、通った。

　正直なところ、どう反応して良いのかわからなかった。

　怒ってくれれば、もっと別の未来があったのかもしれない。

　だがそんなことはなかった。ただ、壊こわれたおもちゃでも捨てるかのように、アルトは勘かん当どうをされて、今こうしてここにいる。

（そんなことは、もう関係ないはずだ）

　紙飛行機を天に投げ上げて、気流をはかる。

「北北西の風、秒速４メートル」

　ランチャーカタパルトのグリップをつかみ、つきあいの良いランカが発進ＯＫを告げるスティックを振ふるのを確かく認にんする。

「テイク・オフ！」

　リニアモーターの加速が、翼つばさのついた甲かつ冑ちゆうにみえるＥＸギア姿のアルトを、フロンティアの空へと射出する。

　ランドセル程度のサイズしかないジェットの推力で人間が飛ひ翔しようできるのは、そのエンジンがフォールドコール、あるいはフォールドカーボンと呼ばれる、超ちよう次元物質によって強化されたものであるからだ。

　風に乗る。

　何度となく、何度となく飛んだ、彼にとっては故郷のような空だ。

　どこにどのような風が吹くか、どこにどんな景色があるか、アルトはすべて知っている。

（だから────）

　アルトは、自分の飛翔をさまたげる、ドームの天てん蓋がいと、その近きん隣りんに浮かんでいるシェリルの広こう告こく塔とうとを、いまいましそうに見上げて、別の気流を捕つかまえて旋せん回かいに入った。

　眼前には、先に投げ上げた紙飛行機。それを追うように、少年は飛翔する。




　　　　＊




「なるほど……シェリルってのは、たいした歌手なんだな」

　あらゆるものが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった漆しつ黒こくのダークマター丼どんぶりに突つっ込んだハシを止めて、ミシェルは、まぶしげに上空のアルトを見上げた。

「え？　どういうことですか、ミシェル先せん輩ぱい？」

「アルトだよ。さっき、ランカちゃんが勧すすめたまぐろ饅まん、食べなかったろ？」

「う、うん」

「あいつ、本気のフライトの時は物を食べないんだ。少しでも体を軽くする、って言ってさ」

　ミシェルは遠視矯きよう正せい用の眼鏡を外して、もう光の点にしか見えない少年を見つめた。

「まったく……カブキあがりのくせに、あいつには風が見えてるんだな……」

　その側そばで、ランカもまた、まぶしそうに息をはずませて、アルトの軌き跡せきを瞳ひとみで追っていた。




　　　　＊




　丘おかの上にそびえ立つ〝星道館〟は人、人、人、であった。

　地球人類だけではない。かつての第一次星間大戦を戦い、今は地球人サイズに縮小されている巨きよ人じん族ゼントラーディや、有袋人類であるゾラ星人、それ以外にも、ランカの知らないいくつかの知的種族が、シェリルを一目見ようとごった返している。

　なんどとなくランカは出店に迷い込みそうになったり、別の行列に紛まぎれ込んだり、チケットを売ってくれるよう懇こん願がんする熱心なファンにつきまとわれることになった。

　それでも、それをつらいことだ、とは思わなかった。

　むしろ、体のすべてが、芯しんの奥から熱かった。

　魂たましいのみんなが、シェリルの歌を、本物の歌を求めていた。

　血の中に潜ひそんでいる何かが騒さわぎ出す。

　ランカの中で、確かに、潜んでいた情熱がベクトルを与あたえられようとしていた。

　祝祭が、はじまる。




　　　　＊




　同刻。

　船団に先行する、一機の可変ＲＶＦ偵察機-１７１があった。

　人類社会（ここでいう人類とは、知的種族のことで、地球人類のことではない）は現在、新統合政府と呼ばれる、各星系・船団国家の連合政府に属している。旧世紀のＥＵのような存在であると考えれば、理解しやすいだろう。

　その機体には、新統合軍のマークがあって、軍用であることをあらわしていた。

　ひとつの政体に統合されたはずの人類が、軍隊を捨てられないのは、何万年も前に組み込まれたプログラムのまま戦いを続ける巨人族の存在もあったが、何より、人類が内戦や宇宙海かい賊ぞく、暴動というリスクを捨てられないことにあった。銀河の端はしと端でシェリルの歌を共有できるほどになっても、人は、己おのれの業ごうから自由ではない。

　その、旧世紀の戦せん闘とう機きに大型のセンサーユニットをとりつけたような異形の姿。高品質ステルス塗と料りようの、赤しやく銅どう色のキャノピーに覆おおわれたコクピットで、退たい屈くつな哨しよう戒かい任務に飽あきたパイロットがふと、視線をあげた。

（ン……星が流れた、か？）

　が、最さい新しん鋭えいのレーダーにもセンサーにも、反応はない。

　見み間ま違ちがいか、と考えたパイロットの意識が次に感じたのは、

（熱いな）

　というもので、それもすぐに、虚こ空くうに散じた。

　飛来した光条に貫つらぬかれた可変偵察機が、中央から砕くだけて、散っていく花のように、燃えた。
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　それは、現出した夢だった。

　あるいは絶対的に存在する虚きよ構こう、現実をも凌りよう駕がする夢想であった。

　巨きよ大だいな歯車が、ステージを埋うめ尽つくす。

　七色のライトが、虹にじになって世界を照らす。

　大だい歓かん声せいが、地鳴りになって星道館を揺ゆらし、ペンライトのきらめきが、銀河になって、輝かがやく。

　その中央にいるのは、たったひとりの少女！

　シェリル・ノームの圧あつ倒とう的な、美！

　あるときはホログラフで巨大化し、またあるときはＣＧの海を泳ぎ、ときにはその数さえも増やして、歌い続けるシェリル・ノーム、銀河の妖よう精せいの圧倒的なその力、カリスマ！

「すごい……これが、シェリル、これがシェリルなんだ！」

　ランカは思わず、その感動を口にした。

　それほどの力があった。

　それほどの歌があった。

　巨大な時計を模したステージの中、歯車の女王のように歌うシェリルは、幻げん影えいでありながら幻影ではなかった。完全に完結した、それは虚構だった。そして、その虚像を圧して響ひびき渡わたる、シェリルの絶大な歌唱力が、歌が、声が、喉のどがあった。

　そう、歌だ！

　すべてがコンピュータとハイテクとＯオーバー・Ｔテクノロジー・Ｍマクロスによってもたらされた、巨大な幻げん想そうのステージの上で、ただそこに、シェリルの歌だけが存在している、その奇き跡せき！

　それは、そこに存在する観客のひとりひとりの生命のうねりと共鳴して、巨大な歌になる。

　歌声はそこにある。

　そこにある歌声のために、幻影のステージが存在する。

　そこにある、そこにあるのだ！

　聞け！

　銀河よ、この歌を聴きけ！
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　シェリルの歌声に、そのステージの圧倒的な威い力りよくに感かん嘆たんしていたのは、ランカや観客たちだけではない。

　出番を袖そでで待機するミシェルやルカも、その迫はく力りよくに、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを揺さぶるサウンドの圧力に、揺れる観客席のボリュームに、眼前に広がるスペクタクルに、そのすべてに魂を奪うばわれていた。

　が、その喧けん騒そうと興奮にひとり、背を向ける男がいた。

　早乙女アルト。

　その、ＥＸギアのバックパックを調整する背中さえ、絵になる少年であった。

「見ないんですか、アルト先せん輩ぱい？」

　ルカの言葉にも、アルトは振ふり向こうとしない。

「見てるさ。たいした芸だ」

　その掲かかげた手に、女物の小さな手鏡があった。古風な、ニッポンの伝統工芸で作られたシックなそれは、アルトの白く細い指とひどくマッチしていた。

「時計をモティーフにしながら、文字盤ばんを映し出さないのは、〝時間〟ではなく流れ続ける〝時〟を印象づけるためだ。巨大な歯車の中にシェリル・ノームを投とう影えいするのは、世界という完全な機械が彼女自身であること、それがどのような影えい響きようを受けているように見えても、最終的には完かん璧ぺきなものとして昇しよう華かされることを表わしている」

　その類推には、よどみがなかった。もし彼が錬れん金きん術じゆつ師しであったならば、さらにあしらわれた薔ば薇らと、白と黒の衣装とが、秘ひ儀ぎ的な婚こん姻いんと内面的昇華、完全なものの中から生まれ出る新しい世界の象しよう徴ちようであることをも指し摘てきしただろう。

「白と黒のウサギは陰陽であり、男女。そして、トリックスターの暗喩。その動線は、縦の線、上下の動きを基き軸じくにして、波のように、螺旋のように動く。完璧な虚構の、高次への昇華、か。なら、オレは奥行きと横でやらせてもらうさ」

　誰だれに語りかけるでもなくアルトはそう言うと、また、バックパックの調整に戻もどった。
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　アップワード・エアブルーム、上方開花といわれるマニューバは、五機のＥＸギアが花弁の茎くきのように近接して、一気に花開くものだ。

　これを、ＥＸギアの小さな翼つばさとパーソナルジェットの組み合わせで、しかも狭せまい星道館の天てん井じよう付近でやってのける美星学園の技量は、成人年ねん齢れいである十七歳に達したばかりとは思えぬ見事なものだった。

　ミシェルの翼と近接するギリギリで、アルトのＥＸギアが舞まい上がる。が、それはアルトにとって、慣れ親しんだリハーサルの繰くり返しであって、何か新しいものではない。いつもの繰り返し、成功したもののトレースでしかない。

（!?）

　その眼前で、星がはじけた。

「シェリル！」

　そう、シェリル・ノーム。大だい喝かつ采さいの中心にいる、旧世紀のカウガールを模したコスチュームの少女。

　その手にしたホログラフ弾だんを打ち出す銃じゆう口こうが、たしかにアルトを捉とらえていた。

　ウィンク。

　ハート型のホログラフ弾が、アルトのすぐ側そばで次々と着弾する。

　その意味は、すぐにわかった。

（本気を見せてみなさいよ、あんたの。あたしは足りない、全然足りない）

　舞ぶ台たいに立ったものだけがわかる、それはサイン。

　バカバカしい、とは思わなかった。

　たとえ舞台を去った身であっても、挑いどまれた挑ちよう戦せん、それも若く美しい少女からの挑戦に背中を向けるようなことはできなかった。

　いや、挑戦はとうに始まっていた。

　ただ、どちらが先に仕し掛かけるか、それだけのことでしかなかった。

　この場の主導権はシェリルにある。それはそうだから、それを屈くつ辱じよくとは感じない。

　屈辱があるとすれば、そこにはない。

「おいっ、アルト！　貴様！」

　ミシェルの制止も聞かばこそ、編隊を離はなれたアルトが、スモークの青い炎ほのおを噴ふきながら、コースを離れた。

（見せてやるよ、銀河の妖よう精せい。オレの芸を、オレの飛び方を！）

　シェリルの頭上スレスレを、ＥＸギアがかすめた。

　言葉にすれば簡単だが、入り組んだ構造物のあるステージの上空は、飛行コースとして想定されていない。一歩間ま違ちがえばシェリル自身をも危険にさらす、想定外の極きよく致ちだった。

　だが、少女は頭上をジェットの炎がかすめても、歌い続けて、それどころか、笑っていた。

（間違いない）

　仕掛けてきている。

　芸を。

　もっと芸の高みを。

　一いち期ご一いち会えの、最高のステージを。

　忘れていたはずの、魂たましいがうずく。

　存在しないものと、見ないふりをしてきた情熱に炎がともる。

　それも違ちがう。

　挑戦がそこにあったように、情熱も、炎もそこにあった。ずっと燃えていた。ただアルトがそれを忘れたつもりでいただけだ。

　その想おもいを振ふり払はらおうとしたアルトの眼前で、シェリルはステージから、奈な落らくに向かって身を躍おどらせた。

「!!」

　落ちて、助かる高さではない。

　なのに少女は、まるでコンビニにでも出かけるような気軽さで、暗くら闇やみにダイブをしたのだ。

　照明すら追いつかない。まったくのハプニング。

　シェリルの目線は、アルトに注がれている。

（縦の動きで来ると思っていたが────これほどやるのか、シェリル・ノームは！）

「うおおおおっっ！」

　反転。

　ＥＸギアの翼基部に仕込まれた超ちよう小こ型がたのジェットを巧たくみに操あやつって、鋭えい角かく的な機動を取ったアルトが、シェリルの金色の髪かみを追って加速する。

　それは横よこ軸じくと奥行きとを巧みに加えた、彼以外誰だれにもできないであろう、見事な飛ひ翔しようだった。

　ステージを直視しなかったのは、ステージのイメージを脳内に焼き付け、イメージの中でのフライトを繰り返すためだ。舞台に臨むものの、それは心得だった。

　目をつぶっていても、今のアルトにはステージが見える。それは、真っ暗な自室でも、電灯のスイッチを探せるのと同じことだ。

（引き起こせるか──、いや、やってみせる！）

　観客席、頭上ギリギリを擦さつ過かする。

　ヒートアップした観客のペンライトが、星のように躍った。

「アルトくん！」

　ランカが、その姿に気がついて驚きよう愕がくの叫さけびをあげる。

　一いち陣じんの流星のように、アルトはシェリルの真下に滑すべり込んだ。

　注意深く、プロテクター部ではなく、ショック吸収に優すぐれたインナースーツで、シェリルの背中と腰こしとを抱だくようにして、衝しよう撃げきを殺すようにすくい上げる。

[image: ]

　少女の肢し体たいは羽根のように軽かったが、それでもＥＸギアは大きく下に揺ゆれた。

　が、それをアルトは神かみ業わざめいた体重移動で切り返す。

　言葉をしゃべる前からたたき込まれた、歌か舞ぶ伎きの芸、歌舞伎の型だ。それが、彼の動きの優ゆう雅がさの源泉であり、優雅であることはすなわち、動きにムダがない、ということだった。

　急きゆう上じよう昇しよう！

　一気に、シェリルのやわらかさを感じながら、舞まい上がる。

　その髪から、未体験の香かおりがして、アルトは少し、赤面した。
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「ちょっと！　あんなの予定にないですよ、ミス・グレイス！」

「いいのよ」

　コントロールルームで、グレイス・オコナーは少年と少女が、翼つばさに乗って舞い上がるのをうっとりと見つめた。

　彼女は、少女が本当は何者か知っている。少女が知らないことまで、知っている。

　彼女は、少年が本当は何者か知っている。少女が忘れていることまで、覚えている。

　その事実を、あめ玉のように脳内で転がして、観客の陶とう酔すいを味わっていたグレイスは、秘ひ匿とく回線に通信が入ったことに気がついて、すぐに趣しゆ味みの世界から目覚めた。

　大人の仕事は、これからだ。




　　　　＊




「なんてことをするんだ！」

　口をついたのは、常識的なことだった。

　が、シェリルはまるで動じもせずに、アルトの首に妖よう艶えんに手をからめて、もう片方の指先で、その唇くちびるを押さえて、ウィンクをした。

　魔ま法ほうのように、シェリルの手の中にマイクが現われ、予定通りのように、ふたたび歌が始まる。

（こいつ……落下のタイミングから拾われるまでの間を、間奏の間に入れ込んでいた……！）

　そう感心するアルトに、シェリルは目で、

「合わせなさいよ」

　と言った。

　無論、そうするしかなかった。再び、スモークを焚たいて、シェリルの伸のびやかな歌声とともに、観客席の上を二度、三度と旋せん回かいする。

　ミシェルたちも、その動きによく合わせてくれた。

　拍はく手しゆ、歓かん声せい！

　星道館の巨きよ大だいなドームが、地じ響ひびきのように揺れる。

　照明とスモークとペンライトの輝かがやきは、まるで凝ぎよう縮しゆくされた銀河のようだ。

（そうだ、妖よう精せいだ）

　シェリル・ノーム。

　自分の腕うでの中で、素す晴ばらしく輝いているこの歌声は、妖精のものなのだ、と。

　早乙女アルトは実感せざるを得なかった。
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　民間軍事プロバイダー、Ｓ．Ｍ．Ｓのパイロット、ヘンリー・ギリアムが最さい新しん鋭えいの可変戦闘機、ＶＦ-25Ｆで戦場に到とう達たつしたときには、もう第三次のピケットラインがアンノウンによって突とつ破ぱされた時だった。

「いいか、敵は新統合軍の防空ラインを突破してこちらに向かっている。強きよう烈れつな電磁バーストとハッキングで、無人ゴー戦闘機ストを沈ちん黙もくさせているそうだ。ミサイルを当てにするな。近接戦闘で仕留めろ」

　いつも沈ちん着ちやく冷静な編隊長、オズマ・リーの声にも、緊きん張ちようの微び粒りゆう子しがあった。当然だ。新統合軍のタマゴ野や郎ろうどもはいざ知らず、Ｓ．Ｍ．Ｓはこの時に備え続けていたのだ。

「了りよう解かいです。こちら、生まれながらの戦闘機乗りですからね。最後にアテになるのは実じつ弾だんとレーザーですよ」

「ミシェルとルカは、１２６番のラインから、星道館を通して出させる。お前は、奴やつらと合流して、アイランドワンに侵しん入にゆうした敵を叩たたけ」

「了解！」

　そう語っている間にも、ギリアムの機体の側そばを、奔ほん流りゆうのように小型のアンノウンが放つビーム機き銃じゆうの弾だん幕まくが抜ぬけていった。

　蟲むしのようにも、エビやカブトガニのようにも見えるアンノウン──Ｓ．Ｍ．Ｓはバジュラと呼こ称しようしている──は、生物である。が、電気ウナギが体内で電流を生み出すように、バジュラたちは体内で可変戦闘機のそれにも匹ひつ敵てきするプラズマ・ビームや生体ミサイルを生み出すことができた。

「ふざけやがって！」

　機体をキリモミさせながら、加速。いわゆるバレルロールの体勢に入って、機体の下面に懸けん架かされた58ミリガトリングガンポッドを斉せい射しや。正面から仕し掛かけてきたバジュラの一いつ匹ぴきを撃げき破はする。

　バジュラの光点のいくつかは、明白にアイランドワンを目指していた。間ま違ちがいない。ただの凶きよう暴ぼうな宇宙スペース怪獣・ベムのたぐいではない。

「オレは、アポロ、エンゼルの連中と、この空域を死守する！　追いつくまで持たせろよ！」

　眼前で、オズマのひときわ大おお柄がらなＶＦ-25が、増加装そう甲こうをまとったまま人型、身長十数メートルの巨きよ人じん、バトロイドに変形をして、装甲ハッチに内蔵されたミサイルを斉射した。巡じゆん洋よう艦かんに迫せまっていたバジュラが三匹びきほどまとめて、灰になる。

　変形。

　そう、変形だ。可バ変ル戦キ闘リ機ーはただの宇宙ラン戦闘機サーとは違ちがう。必要に応じて、人型と航空機形態を行き来することで、より高いポテンシャルを獲かく得とくした新世代の宇宙兵器なのだ。

「へへ、誰だれに言ってるんですか！　ここは、オレたちの街なんですからね！」

　白銀のＶＦ-25Ｆが増速する。

　まるで地表を打ついかずちのように、運命さだめの矢のように。
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　が、そんな事情は、星道館の屋上近くの周しゆう縁えんデッキにいる早乙女アルトとシェリル・ノームにはいまだ、計り知れぬことであった。

「ったく、何のつもりだ！」

　アルトは怒おこっていた。

　何に、どうして、というのは、彼自身にはわからない。

　突つき動かされるような、怒いかりがあった。

　もしかしたらそれは怒りではなくてもっと別の情熱の発はつ露ろであったのかもしれないが、彼自身としては、さしあたりそれを怒りとしか表現できなかった。

「決まってるじゃない。演出よ、演出」

「ふざけるな！　もしオレがあと一歩遅おそかったら、お前だけじゃなく、ご見物だって──！」

「予測可能な人生なんて何が面おも白しろいの？」

　シェリルは悠ゆう然ぜんと肩かたをすくめた。乳ち房ぶさが軽かろやかに揺ゆれて、少年の視線を一いつ瞬しゆん、奪うばう。

「あたしはもっと、スリリングに歌いたいだけよ」

「何だと！」

　一歩をさらに詰つめ寄ったアルトの眼前に、歌うた姫ひめの白魚のような指が突きつけられる。

「あなた、オレを見くびるな、ってそう言ってたじゃない。あたしはあなたがどれだけ飛べるか、見み極きわめたつもりよ」

「な────」

　アルトが口ごもったのは、その発言の正当性を認めたからでもあったが、それ以上に、シェリルがスカートを大だい胆たんにまくりあげたからだった。日本男児としては考えられぬことであり、乙女おとめとして育てられたかつての女おんな形がたとしてはありえぬ動きであった。

　が、そこにあったのはもちろん下着などではなく、アンダースカートと、そこに取り付けられたロケット花火のような装置であった。

「緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ガスジェットクラスター!?」

「アハハハ！　バカね、あんたなんかに命を預けるわけないじゃない」

　からかわれたのだ、と気づいて、少年の顔が屈くつ辱じよくの紅に染まった。

「くっ……」

　そうして、そうすることの正しさがわかるから、反はん駁ばくもならなかった。自分たちの命だけならともかく、観客を巻き込むことはできない。

　シェリルはそれを理解したのか、もう一度クスリと笑うと、

「さっ、さっさと次行くわよ」

　と言って、身をひるがえした。

　アルトが次もシェリルと何かをする、というのが当然のように語られるその言葉には、不思議に不快感はなかった。

　もう少し時間があったのなら、少年は自分が少なくとも、もうアマチュアと思われていないのだ、と気がついただろう。

　だが、そんな時間はなかった。

　緊急警報のサイレンが鳴り響ひびき、照明が非常のそれに切り替かわったからだ。
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　パニックは階下の観客たちも、待機所で控ひかえていたミシェルやルカたちも、同じだった。

　いや、同じではない。彼らにはもうひとつの顔、アルトにも語っていない顔がある。

「ミシェル先せん輩ぱい！」

　端たん末まつを叩たたいていたルカが、はじかれるように立ち上がった。

「コード・ビクター！　例のやつです！　クォーターから、１２６番のリニアシャフトで僕たちのＶＦ-25を転送したと言ってきました！　11番のゲートから、乗り移れます！」

「クラン・クランのピクシー小隊は!?」

「上がってます！　カナリアさんのケーニッヒと、アイランドワンにとりつく敵大型を掃そう討とう中！」

「援えん護ごは期待できないってことか」

　ミシェルは手早く、他ほかのメンバーに撤てつ退たいの指示を出すと、ＥＸギアのエネルギーパックを取り替えた。

「アルト先輩はどうしますか？　あの人は事情を知りませんから、どこまで話していいものか……」

「あいつなら上手くやるさ。行くぞ！」

（シェリルの側にいるなら、そのほうが安全なはずだ。あいつに、いちいち面倒はかけさせるものかよ）

　彼らのもうひとつの顔、学生でありながら民間軍事プロバイダー、Ｓ．Ｍ．Ｓである、という顔が、動きだそうとしていた。
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「避ひ難なん命令……って……」

　ライブの狂きよう熱ねつから、まったく別の恐きよう怖ふにたたき込まれたランカは、人の波の中で戸と惑まどいながらも、流されることしかできなかった。

　記き憶おくの中で、何かがどろり、とうごめく。

　あの時も。

　避難命令のサイレン。

　燃え上がる街並み。

　誰だれかが遠くで叫さけんで、何かが炎ほのおに包まれて。

　そして。

　そして？

　だが、そんな記憶のヴェールを解きほぐす余よ裕ゆうは、ランカには与あたえられなかった。

　将しよう棋ぎ倒だおしになって倒たおれてしまえば、死ぬのだ、という恐怖があって、とにかく非常口へ殺さつ到とうする人の波の中で、もがくだけなのだ。
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「避難ですって!?　ふざけんじゃないわよ、あたしのライブはまだ、始まったばかりよ！」

　突とつ然ぜんの避難命令にシェリル・ノームは憤ふん慨がいしていた。

　激げき怒どしていた、と言ってもよい。

　その黄金のたてがみは、獅し子しのごとくに広がって、彼女の気高さを汚けがしたものたちに応報を与えるべきだと吼ほえていた。

　が、彼女と、そのおとものようにしてついてきたアルトが、緊きん急きゆう避ひ難なん用のハッチから出た屋上から見た景色は、戦争だった。

「これは……」

　天てん蓋がいを覆おおうリパルシブ・フィールドのオーロラが、弾だん着ちやくにきらめいている。艦かん砲ぽうの直ちよく撃げきや流星を受けても砕くだけないはずのフィールドがゆらめいているのは、壮そう絶ぜつなエネルギーが送り込まれているからだ。

　それだけではない。いつもなら、アイランドの天蓋には近寄らないはずの巡じゆん洋よう艦かんが、手を伸のばせば届きそうなほどの近きん傍ぼうで、対空砲とビームとを打ち上げている。

　流星のように見えるのは、すべてがミサイルだ。直撃すれば、ビルひとつ吹ふき飛ばしてしまうほどのミサイルが、百とか二百とか、そういう単位で飛び交かっている。

「！……何なの、これ……！」

「バカ！　ここは危険だ、早く避難しろ！」

　アルトは横目で、観客が避難を始めているのを確かく認にんし、ランカが無事であってくれ、と祈いのった。

　幸いにも、宇宙船に住む人々は、避ひ難なん訓くん練れんを日常のものとし、外の世界が真空の地じ獄ごくであることを知っていたから、すんでのころで狂乱には至っていなかった。

「いやよ……あたしの大切なライブを踏ふみにじった奴やつらから、コソコソ逃にげ出すなんて！」

　その心情は理解できたし、同じ立場ならそう思っただろうが、今のアルトにはそれに同意することはできなかった。

　やむを得ない、と判断し、シェリルの腕うでをつかもうと、一歩を踏み出す。

　その判断が、ふたりの命を救った。

　リパルシブ・フィールドを貫かん通つうした、バジュラの光弾が、アルトの背中のすぐ側そば、星道館の壁へき面めんを吹き飛ばしたからだ。

　あと一歩後ろにいたら、アルトの首は破は片へんに吹き飛ばされていたろうし、アルトがＥＸギアの背中の装そう甲こうでかばうかたちにならなければ、シェリルだって、どうなっていたかわからない。

　が、ふたりの若い体は、爆ばく風ふうに煽あおられて、宙を舞まっていた。
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　体勢を立て直せたのは、アルトが飛行機乗りだったからだ。

　空中に投げ出されて一番に怖こわいのは、パニックだ。

　人は、地に足がついていないと、不安になる生命体だ。宇宙船にすら上下を設定し、ブリッジを設けるのは、そうしなければ三次元という空間を認識できないからだ。

　だから、アルトは自分の現在位置を把は握あくすることから始めた。それが、飛行機乗りの教えられる、最初のことだ。

　その結果、自分たちが爆風に流されて、頭からビル街へ突つっ込んでいるのだ、ということがわかったから、アルトはＥＸギアの滑かつ空くう翼よくを起動して、風に乗り、少なくとも、状じよう況きようを把握することはできた。

「────シェリル！」

　シェリル・ノームの細い肢し体たいは、吹き飛ばされたコンクリの嵐あらしの中でも、目立った外傷はないように見えた。

「きゃああああっっっっ！」

　が、彼女はパニックに陥おちいっていて、それどころではない。

　当然だ。

（接近できるか──!?）

　だが、乱流に巻き込まれて失速ストールしたＥＸギアを、カタパルトによる補助もなしに、自由飛行に持ち込むには、あまりにも時間が足りなかった。

　推進器をふかし、軌き道どうを修正し、必死に手を伸ばす。

　だが、そのたびごとに、飛び散った破片が割り込んで、その手を阻はばむ。

（落ち着け、落ち着け、落ち着け────！）

　アルトは丹たん田でんに気を巡めぐらせ、必死に自分に何ができるかを考えた。

（この街の風は知り尽つくしてる。オレにはＥＸギアだってある────！　何か、何か──！）

　だが、その焦あせりを嘲ちよう笑しようするかのように、ＥＸギアの翼つばさに破片があたって、さらに軌道がブレた。

　シェリルの前には、ビル街がある。もう、一刻の猶ゆう予よたりともない。

（違ちがう！）

　そんなことじゃない、そんなことではないのだ。

　それはただ、アマチュア、と笑われた少年の、ちっぽけなアイデンティティに過ぎない。

『我を捨てろ、有人。己おのれを捨てろ、積み上げてきたものを捨てろ、私を捨てろ。つまるところは、我を捨てろ。すべてを捨てたその先にこそ、泥でい中ちゆうに咲さく蓮はすがある』

（なんでこんなときに、親おや父じの言葉が……！）

　だがとにかく、彼がＥＸギアでさっそうとシェリルをすくい上げることができないことは事実だった。

　できないのだから、それはあきらめるしかない。

　そう考えると、腹も据すわって、少し冷静になれた。

「シェリル！」

「え……!?」

「飛べ！」

「飛ぶ……って……！」

「腰こしの！　ガスジェットクラスターだ！」

　一見、ただのアドバイスである。

　だが、爆ばく炎えんと轟ごう音おんの中で、それを告げられたのは、早乙女アルトがプロの飛行士である以前に、プロの役者であったからだ。

　腹の力、腹から絞しぼり出す力、正しい意味で無我夢中になって、目の前の少女を助けたい、とそう願った力によるものだ。

　だから、捨てたはずの過去の力を使うことも、自分の力を信じずに彼女がかけた保険に頼たよることも、いとわなかった。

　そしてそのタイミングは、彼が飛行機乗りとしての訓練で積み上げた経験と知識による、確かなものだ。決して、思いつきのたぐいではない。できる、そう確信していた。

　シェリルが、腰のガスジェットのスイッチを入れた。

　ぶわ、とスカートのジェットから高圧の低温ガスが噴ふん出しゆつし、シェリルの体が、妖よう精せいのように空に舞まい上がる。

「よし！」

　だが、シェリルの卓たく越えつした運動能力でも、残念ながら華か麗れいに着地、とはいかなかった。風に煽あおられ、ジェットに飛ばされ、何度かバウンドして、派手に転がる。

　幸い、すぐ側そばにあった建物に背中からぶつかって止まる形になった。頭をぶつけた様子もない。

「ありがとう、助かったわ」

　着陸したアルトに、シェリルは痛みをこらえて、まずは礼を言った。育ちのよい子なのだ、とアルトは思う。

「まだ、ちょっと早いかもしれないぜ」

「え？」

　アルトはシェリルを抱だき上げた。

　見たこともない、緑色の蟲むしの怪かい物ぶつたちが、こちらに迫せまってきていた。

　それは少年たちが知らない、死の影かげだった。
















第２章　牡牛座タウラス～シティファイト～







　光こう弾だんが、アルトとシェリルの髪かみを吹ふき飛ばした。

　クレープの屋台が粉みじんになって飛び、その破は片へんが嵐あらしのようにふたりの体を打ち付ける。

「きゃああああっっっっ！」

「喋しやべるな！　舌をかむぞ！」

　シェリルの体を横よこ抱だきにしても疾走できるのは、ＥＸエクスギアがアルトの筋肉を強化してくれるからであり、脚部のダッシュローラーにそれだけの出力があるからであり、そして船団の重力が地球よりもいささか弱いからである。

　が、だからといって、早乙女アルトはパワード・スーツを着たコミックや映画のスーパーヒーローのように、迫せまり来る蟲たちから少女を守って獅し子し奮ふん迅じんの大だい活かつ躍やく、とはいかなかった。

　できることは、彼らを追って、殺すつもりになっているとわかる緑色の蟲たちから逃にげて、地表ギリギリを走るだけのことだ。

（高度を取るか……!?　いや、あいつらは天てん蓋がいの外から入ってきたように思える。と、すれば、低空でなく、高空も飛べるはずだ。だとすると、遮しや蔽へいのない空のほうが危険になる。市街地なら、まだ遮蔽が……）

　そう、遮蔽が必要なのだ。

　何しろ、蟲どもはその体のどこかから、プラズマ光弾を機き関かん銃じゆうのように射出して、アルトとシェリルを殺すつもりでいるのだ。とにかく建物でも家でも自動車でも盾たてにして、自分と、腕うでの中にいる少女を救わねばならなかった。

　少女を放ほうり出して身軽になる、などという考えは寸すん毫ごう微み塵じんもない。

　その美び醜しゆう老若にかかわらず、女性は命をはぐくみ育ててくれる存在なのだから、それを命を賭として守るのが日本男児だ、と早乙女アルトは信じていたし、それが彼を産み落としてこの世を去った、あの美しい母に捧ささげる生き様であろう、と思ってもいる。

　それを思春期の気負いと、マザー・コンプレックスの生み出した子供じみた信念である、という人もいようが、その想おもいが彼をして、疾走させているのは間ま違ちがいのないことだった。

「────!!　目を閉じろ、シェリル！」

「え!?」

「いいから！」

　横抱きにした左手の手のひらで、アルトはシェリルの瞳ひとみを覆おおった。

　駆かけ抜ぬけていく自動車の側そばで、人が、死んでいた。

　映画やアニメのように、人は綺き麗れいな姿をとどめたままで、死んでいたりはしない。

　プラズマに焼かれた肉は異い臭しゆうを放ち、その骨格はあらぬ方向に曲がり、苦く悶もんの表情を浮うかべたまま、体の一部を失って死んでいた。

　そのひとつが、まだ子供とも言えるシルエットであることに気がつき、次いで、その遺体がシルエット、という程度にしか判別できないことにも気がついて、アルトは、涙なみだを必死にこらえた。

　その隣となりには、瓦が礫れきに押しつぶされた、女性の服と血だまりだけがあって、手だけが綺麗に残っているのが、無む惨ざん、と見えた。

「なんなんだ────一体、何が起きているんだよ！　これは！」

　アルトの声に、嗚お咽えつの成分が混じった。

　それを、シェリルはただ、震ふるえながら聞いている。

　天の高みから見下ろせば、バジュラと呼ばれた重機き甲こう生命体の一群が、アイランドワンの天蓋をやぶって侵しん入にゆうした、その結果である、と簡潔に述べてしまうことはできる。

　だが、コンサートの会場から突とつ然ぜん戦争の中に投げ込まれた少年と少女の目に映るのは、刻々と破は壊かいされていく街並みと、自分たちを殺すために迫り来る蟲むしのあぎとと、転がる死体と、そういうもの、そういうことごとでしかない。

　そして、生きるために走るしかない。それ以外の、何かができたりは、しない。

　ただ、忘れないでいようと思った。

　何が起きているのか、知りたいと思った。

（ここから、生きて帰れたら────）

　有史以来、あらゆる戦場で死にゆく人が繰くり返した独白を、アルトもまた、する。

　だが、そう願うものだけが生せい還かんすることもまた、歴史の教えるところだ。

　だから、アルトは必死に、腕の中の少女のぬくもりを守って、走る。

（ランカ──ミシェル、ルカ────どうか、無事で！）
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　そのランカ・リーもまた、逃げ惑まどう人々に巻き込まれて、街路の片かた隅すみで恐きよう怖ふに震えていた。

　燃え上がる街の臭においが、彼女の中にある何か、記き憶おくの奥にある何かを呼び起こそうとする。

　──ひどく狭せまい宇宙船の脱だつ出しゆつカプセル。

　──眼前で破壊される脱出艇てい。

　──見知らぬ少年と交かわした約束。

　──果てしない草原に響ひびく、歌。

　だが、その記憶の正体を確かめるより先に、ランカもまた、生きることを念じなければならなかった。

「助けて……アルトくん……！」

　そう祈いのるランカの眼前で、ひときわ大きな赤いバジュラの放った火線が、必死の抵てい抗こうを続ける装輪装甲車の小隊を焼やき払はらって、高価な瓦礫に変えた。
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「ハァ……ハァ……ハァ……」

　アルトは荒あらい息をついた。

　一生分の集中力を使い果たしたような気がした。

　折れそうになる膝ひざを叱しつ咤たし、失われそうになる意識を引き戻もどす。

　シェリルのコンサートからもう一ヶ月も経たったのではないか、というほどに思えた。

　それほどに、人の死の中を疾走する経験は、過か酷こくだった。

　だが、生きている！

　そう、とにかく路地に逃にげ込むことに成功したアルトとシェリルは、追つい跡せきする蟲たちを撒まいて、荒い息をつくことを許されていた。路地は行き止まりではあったが、とにかく息はつけた。

　彼らを追っていた蟲たちは、脱だつ兎とのごとく細い建物の隙すき間まに滑すべり込んだふたりを見失って、別の目標を追って去った。他ほかの誰だれかに不幸を押しつけただけである、と後にアルト自身は悔くやむことになったが、少なくとも彼は最善を尽つくした、といえるだろう。後こう悔かいできるのも、生きていればこそなのだから。

　が、その時である。

　アルトの耳、役者として鍛きたえられたその耳に、かぼそい声がした。

（ランカ──!?）

　確かにそれは、救いを求めるランカの声だった。

　思わず、体が流れて、半身、身を乗り出す。

　確かに、たった１ブロック先、瓦礫の山の中で腰こしを抜ぬかしているランカの姿が見える。

「ランカ！」

　叫さけんだ。そして、それがよくなかった。

　すぐ側そばのビルの上をフライパスして、対空砲ほうを備えた人型デスト戦車ロイドを撃げき破はしていた蟲の一いつ匹ぴきが、角度を変えて、アルトに迫せまる。いや、そして何よりも、シェリルに迫った。

「南な無む三さん！」

　アルトは鎧よろい武者のように、バジュラとシェリルの間に、割って入った。

　もちろん、民間用ＥＸギアの装甲などは、せいぜい飛行中の飛来物を防ぼう御ぎよする程度のものでしかない。人型戦車の装甲を貫かん徹てつできるプラズマ・パルス・ビームの前に立ちはだかるのは、障子紙で消防車の放水を止めようとするようなものだった。

　せめて迫り来る死を見届けよう、という決意をした少年の瞳ひとみに映ったのは、だが、予想もしない影かげだった。

（────なんだ!?　男、か!?）

　そう、それはロングコートを翼つばさのように広げ、ビルの上から蟲むしの背中へと飛翔する、ひとりの男だった。その右手には、全長２メートルはあろうかという対デストロイド・ライフルが握にぎられている。本来なら兵士がふたりでチームを組んで扱あつかう、総重量三十キログラムを超こえるその巨きよ大だいなライフルを抱かかえたまま、男は跳ちよう躍やくしていた。

　男はひどく美しく、そして無表情な視線で、蟲の背中に着地をした。

　その銃じゆう口こう、いや砲ほう口こうと呼ぶべき巨大さを持つ銃の先せん端たんを、飛翔する蟲の背に押しつける。驚きよう愕がくすべきバランス感覚だった。

　巨砲が火を噴ふいた。

　口径30ミリの超ちよう硬こう芯しん炸さく裂れつ徹てつ甲こう弾だん、電磁加速と液体炸さく薬やくによって秒速３キロメートルを超える初速で射出される超硬質タングステンの弾丸が、蟲の装甲を貫かん通つうし、体内で爆ばく発はつする。

　男の体が、躍おどった。巨砲を投げ捨て、宙に舞まう。卓たく越えつした体操選手でもありえぬほどの、その機械のような動き！

　左手から取り出したのは、ナイフ状の装そう甲こう貫かん徹てつ型グレネード。先の零ゼロ距きよ離り射しや撃げきで開いた穴に、立て続けに三本を投げ込む。可バ変ル戦キ闘リ機ーの腕をも吹ふき飛ばす特とく殊しゆ炸薬が、傷口を大きく広げる。

　男の右手が、大きく動いた。

　その手に何かが握られている、とアルトが気がついたのは、彼が役者として養った、卓越した観察力の結果に他ならない。

　単分子ワイヤー。

　たったひとつの分子からなる、ほとんど目には見えないほど細く強きよう靭じんなワイヤーが、苦く悶もんする蟲の首に絡からみついた。

　男がアルトの眼前に着地し、ワイヤーに力を込める。一いつ瞬しゆん、男の肩かたから、確かにアルトは超伝でん導どうモーターの駆く動どう音を聞いた。

（こいつ──サイボーグか！）

　フロンティアはいわゆる身体オーギユ強化メンテー技術シヨンや電脳インプ技術ラントは違い法ほうだが、そうでない船団も多い。そうした船団に歌か舞ぶ伎きの公演で訪おとずれたこともあるから、アルトはそれに覚えがあった。

　蟲の首が、どう、と落ち、内部で二度、三度とグレネードの爆発を浴びた胴どう体たいもまた、動きを止めた。

「シェリル様、お迎むかえにあがりました」

　男はその戦せん闘とう行こう為いがまるで、コートの埃ほこりを払はらうほどの価値もないかのように無感動に、アルトに目もくれず、一礼をした。

「グレイス女史がお待ちです。お急ぎを」

（そうか──あの時のボディガードか！）

　先端科学船団、とまであだ名されるギャラクシーならばそういうこともあろう、とアルトは得心をした。なにしろ、シェリル・ノームは銀河規模のスター、その扱いは国こく賓ひん級なのだ。戦闘サイボーグが護衛についていても、おかしくはない。

「待って、ブレラ！　あたしだけ逃にげるわけにはいかないわ！」

　シェリルがそう言ってくれたのは嬉うれしくもあったし、意外でもあった。少なくともアルトは初対面の時に、エゴイスティックな女、と思ったのを恥はじた。

　が、目の前の男、ブレラと呼ばれたサイボーグがそれに同意するようには見えなかったし、アルトにもそのつもりはなかった。

「いや、いい。シェリルのこと、頼たのむぞ」

「言われるまでもない」

　ブレラは無造作に、しかしシェリルを痛めることのないひどく効率的な動きで、シェリルを抱だき上げた。アルトはその、一いつ切さいのクセのない動きが美しいことを認めたが、よくできたＣＧのような作り物めいた違い和わ感かんに、不満を持った。

　が、それは今問われるべきことではない。

「待って！　あなた、名前は!?」

「アルトだ！　早乙女アルト！　無事でいろよ、シェリル・ノーム！」

　シェリルの声が、遠ざかっていく。

　それを背中で聞きながら、アルトはＥＸギアにふたたび点火し、駆かけだした。今はとにかく、ランカを救わねばならなかった。
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「くっ……！　こいつら、速い！」

　天てん蓋がいの上層で、これ以上のバジュラたちの侵しん入にゆうを食い止めようと、Ｓ．Ｍ．Ｓピクシー小隊の隊長、クラン・クランは必死になっていた。

　美女である。それも掛かけ値なしのグラマラスな美女である。ダイナマイトといってもよい。

　その身長は10メートル近く、豊満な乳ち房ぶさはゆうに胸囲５メートルはあろうかという掛け値なしの美女であった。

　もちろん冗じよう談だん事ではない。

　彼女は巨きよ人じん族ゼントラーディ、その婦人メルト士官ランデイと呼ばれる、戦闘のために生み出された巨人の末まつ裔えいである。かつての戦争で地球の文化に共鳴し、それとともに生きることを選んだ巨人たちは、地球人類のかけがえのないパートナーとなっていた。

　クラン・クラン、この海の色と同じ髪かみ色をした美女のその身を覆おおうのは、深しん紅くのパワード・スーツ〝クァドラン・レア〟である。太古の宇宙戦争の時代、あるエースパイロットが操あやつっていた機体を譲ゆずり受けたこの強化装そう甲こう服は、巨人の力を増ぞう幅ふくし、絶大な火力と機動性を与あたえる。

　いや────

　彼女たちメルトランディは、クァドランを操るための生体部品であり、彼女がクァドランに奉ほう仕ししている────そういうこともできる。

　そして、クラン・クランはそのことを恥じたことはない。つらいと思ったこともない。

　自分は闘たたかうために生まれてきた。美しいものを、人々の文化を守るために生まれてきた。大切な人を守るために。

「ちいっ！」

　神経接続された機体を通して、左腕に激しい痛みが走った。小型のバジュラが放った生体ミサイルの爆ばく発はつが、装甲をはじき飛ばしたのだ。痛みよりもむしろ、上じよう腕わん部に埋うめ込まれたレーザー・パルスガンが使い物にならなくなったことに、クランは憤ふん慨がいした。

　小型がさらに三匹びき、大型の開けた穴からアイランド内部に迫せまる。

（なんだ────？　あいつらの好きなエサでも、アイランドの中にあるというのか!?）

　たかが蟲むし、という侮あなどりは、クランにはない。バジュラの危険性はオズマ・リーからさんざん説明を受けていたし、何より戦せん闘とう種族であるゼントラーディは、十万年以上銀河のあらゆるところで戦い続け、敵を外見で侮る愚ぐを知っていた。

　クァドランの背部、こぶのように突つき出たミサイル・ポッドが、超ちよう高機動マイクロミサイルの雨をはき出す。だが、そのことごとくがバジュラのジャミングによってそらされていく。いや、そう見えた。

　不意に、目標を見失っていたはずのミサイルが立て直し、最さい後こう尾びの一匹を火球に変える。もう二匹はミサイル群をギリギリで回かい避ひした。が、

「もらったっ！」

　クランの右腕に仕込まれたレーザー・パルスガンの斉せい射しやが、回避コースに乗ったもう一匹を仕留める。

　最後の一匹が、反転して逆ぎやく撃げきにかかる。弾だん幕まく。回避機動。クァドランとすれ違ちがう、グリーンとシルバーに塗ぬり分けられた無人戦闘機！

「ルカか！」

「遅おくれてすみません、クラン大たい尉い！　ルカ・アンジェローニ、到とう着ちやくいたしました！　これより、現空域の前線航宙統制を、オズマ・リー少しよう佐さより引き継つぎます！」

　そう、それはルカ・アンジェローニの声だった。アルトが聞けば驚きよう愕がくを禁じ得ないだろう。だが、それは確かに幼く天使のような、ルカの声だった。そして彼が乗っているのは、エメラルドグリーンの、天使エンジのエルハ光背イロウにも似たロート・ドームを背負った可バ変ル戦キ闘リ機ーであったのだ。ただの可変戦闘機ではない。正しくは、可変早期警戒ＡＷＡ管制機ＣＳとでも呼ばれるべきであろう同機は、最新型のフォールド通信ユニットによって、あらゆる電波障害下においても、味方機の指揮・誘導を可能にする。クランの周囲を守っている無人戦闘機〝ゴースト〟も、ルカの忠実な僕しもべに他ならない。

「〝シモン〟〝ヨハネ〟〝ペテロ〟、行って！」

〝ゴースト〟が敵戦列に穴をあける。

　ＲＶＦ-25の誇ほこる最さい新しん鋭えい対電子ＥＣ妨害ＣＭが、バジュラの妨害を書き換かえていく。ミサイルの誘ゆう導どうが可能になれば、火力優ゆう越えつは防衛側にあった。クラン率いるクァドラン隊が、Ｓ．Ｍ．Ｓのバルキリー戦隊が、そしてようやくながらに統制を取り戻もどした新統合軍の反はん撃げきが始まる。

　潮の流れは、人類側に傾かたむきつつあった。
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　だが、そのことは、アイランドワンの片かた隅すみで死の恐きよう怖ふに震ふるえる少年少女たちには関かかわりのないことだ。たとえ戦争そのものに勝利したとしても、敗兵によって殺されてしまえば同じことなのだし、それに、彼らに戦場全体のことなどは見えはしない。

　見えているのは、目の前の瓦が礫れきの山の中で、友人の少女が血と泥どろにまみれて死の恐怖に震えている、という事実であり、その目の前に迫り来る深紅のバジュラのもたらす破は壊かいであり、それに対して自分などは不平不満を言うだけの子供であって、それに対して何かできたりはしないのだ、という、無む味み乾かん燥そうでしかも混こん濁だくした事実だけのことである。

　それが早乙女アルトの現実で、それ以上でもそれ以下でもない。

　いっそブレラと名乗るあのサイボーグの手助けを受けられたら違ったのかもしれないが、彼にそのような意図がないことは明白だったし、ランカとシェリルの窮きゆう地ちを前にして押し問答をするのが愚ぐ行こうだったことも間ま違ちがいなかった。

　人は、目の前に起きた出来事が最善である、と信じて、闘うことしかできない。その手筋が妥だ当とうであったかどうか、後世の人間が議論できるのは、闘った人間の血潮で踏ふみ固められた路面があるおかげなのだ。

「ランカ！」

　とにかく、声を出した。

　安心させてやりたかった。

　距きよ離りはまだあるが、それだけでもやっておきたい、と思った。

「アルトくん！」

　ランカの顔が、一いつ瞬しゆん、喜色を帯びる。

　が、その声を聞いたのか、人型デスト戦車ロイドを灰に変えたバジュラが、ふたりのほうを向いた。

（!!）

　爆ばく音おん！

　が、それはバジュラによるものではない。ミサイルと機き銃じゆう、つまり人類のそれだ。

　超ちよう低空をフライパスしていく、白銀のバルキリー。黒と赤のストライプで塗り分けられた、ひどく美しい、刃やいばのような機体。

（ＶＦ-25メサイア！　あんな最さい新しん鋭えい機き、いつの間に実戦配備をされていたんだ!?）

　風圧と轟ごう音おんに脚あしを止められながらも、アルトは味方が来たことに安あん堵どをした。世界中の人間が自分以外すべて死んでしまったのではないかとすら思っていたのだから。

　が、現実は非情だった。

　爆ばく炎えんの中から現われたバジュラの背部、角のように伸のびた突とつ起きからプラズマの光条が放たれ、バルキリーのすぐ側そばをかすめる。

　回かい避ひのために高度を失ったバルキリーが、エンジンを〝脚〟に変形させ、格納していた〝腕〟を振ふり出し、両手両足を持つ戦せん闘とう機き、いわゆる〝ガウォーク〟と呼ばれる高機動形態に変形した。

　深しん紅くのバジュラが、跳とんだ。

　その質量をたたきつけられ、ガウォークがビルに押し込まれる。

　バジュラの強きよう靭じんな腕が、バルキリーの細い機体を拘こう束そくした。ＶＦ-25の右手に握にぎられたガンポッドが放たれるが、蟲むしの爪つめに銃じゆう口こうをそらされ、空にむなしく打ち上げられるだけである。

「くそおおおおっっ！　蟲どもがっ！」

　男の声がした。

　無念の叫さけびであった。

　コクピットが開き、バルキリーのパイロットがＥＸギアで離り脱だつする。

　逃にげよう、というのではない。その手には、ＥＸギア用大型アサルトライフルがあった。

　闘たたかおう、というのだ。

　誰だれのために？

　問うまでもない。

　自分たちのためだ。

　目の前の現実がどうしようもないものだ、と、この街は永遠に変わらないのだ、とどこかであきらめていた早乙女アルトのためだ。

　ライフルの弾だん丸がんが、装そう甲こうにはじかれ、伸ばされた爪が、パイロットの胴どうをつかむ。

　アルトは、知らない。

　その男がヘンリー・ギリアムという名前で、家には待っている妻がいて、ベーコンのキッシュが好きで、よく調子の外れたハーモニカを吹ふく男であることを、知らない。

　ただ、その男が、自分たちをかばって、今死のうとしている、ということはわかった。

「やめろ！」

　舞ぶ台たいの上で出したどんな声よりも強く、アルトは叫んだ。

　だが、叫んだことで、何が変わるはずもなかった。

　男のＥＸギアが、二、三度痙けい攣れんし、やがて抵てい抗こうなく両断された。

　ボタリ、と落ちたのは男の下半身で、はらわたがそれに続く。ひどく粘ねばり気のある血と体液が、異い臭しゆうまじりの染しみをコンクリートに広げる。

　尊厳も、納なつ得とくも、慈じ悲ひもない、ただそこにある無む惨ざんな死。

　これまでさんざん見せられた、そして決して慣れるはずもない、〝現実〟。それが、そこにあった。

「いやあああああっっっ！」

　そしてそれを直視してしまったのは、アルトだけではなかった。

　ランカが恐きよう怖ふに震ふるえ、嫌けん悪おにおびえ、悲しみに押しつぶされて、悲鳴をあげる。

　バジュラの首が巡めぐらされて、ランカを見た。

　その脚が、少女に向かって一歩を踏ふみ出す。

（どうする）

　それは根源的な問いだった。

　では一体自分はどうするのか。

（今逃げれば、自分は助かる）

　そう考えたのは、早乙女アルトが下げ劣れつな人間だからでは、ない。

　そう考えない、自分だけは生死の現場においてそんな卑いやしいことは考えない、と安全な部屋で主張する人間のほうがよほど、傲ごう慢まんで卑ひ俗ぞくな存在だ。

　そうではない。

　生命が己おのれの存続を考えるのは、自然なことだ。

　だが。

　その自然に逆らうのが、傾かぶく、ということだ。

　踏み出す。

　己の怯きよう懦だを、臆おく病びようを、卑ひ劣れつを踏みつぶすように一歩を踏み出す。

　迷わぬアルトは、それが歌か舞ぶ伎きの芸、歌舞伎の根本である踏みしめる、というものであることを忘れている。空気がそこにあることを忘れるように、忘れている。

　足あし踏ぶみは、芸の根幹だ。

　天と地とをつなぎ、音を振るわせ、神しん霊れいを和なごませるのは、踏む、ということから始まるのだ。能の足運びも、相撲すもうの四し股こも、陰おん陽みよう道どうの禹う歩ほも、そして歌舞伎の足踏みも、すべてはそのためにある。

　踏み出すと、恐怖が消えた。

　飛ひ翔しようする。

　飛翔する。

　目の前にはまだ、力がある。

　ＶＦ-25Ｆメサイア。

　ＥＸギア操縦型の、最さい新しん鋭えい可バ変ル戦キ闘リ機ー。

（航宙マニュアル通りなら、ＥＸギア操縦の機体からベイルアウトする場合、後の回収を容易にするためにセキュリティはＩＤチェックだけになってるはずだ……！　軍のも、同じであってくれよ！）

　それだけを念じている。

　信じられないことだが、もはや眼前のバジュラ、その繰くり出す爪つめと牙きばは、アルトにとっては、いつも飛ぶ時に気をつける街灯や鳥のようなものでしかない。

　当たれば、ケガをする。それを、よける。それは、人が歩くときにいつもやっていることで、意識することではない。意識していることは、体が硬かたくなって、出来はしない。

　ふわ、とバルキリーのコクピットに、少年は舞まい降りる。

　その動きは、優ゆう雅がでさえあった。

（コネクト！）

　システムは生きていた。

　起動。民間用ＥＸギアを強ごう引いんにサブのシートユニットと結合する。死にかかっていた翼つばさに、生気が戻もどる。

（武器は……これか！）

　複雑な火器管制システムは理解できなかったが、モニターに投とう影えいされている十字のマークが、ガンポッドの照準であろう、くらいのことは、子供のころに出演した映画で見たことがあったから、わかった。

　トリガーを、引く。

　それが戻ることなき運命への、いわば片道切きつ符ぷだった。
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「なんだ──このフォールド波は？」

　最新型のフォールドレーダーと、三機の直衛無人ゴー戦闘機ストを通して戦場そのものをモニタリングしていたルカは、異常なフォールド、空間湾わん曲きよくの波を感知して、一いつ瞬しゆん、その幼い眉まゆをひそめた。

　が、すぐにそれを記録するようＡＩに命じて、忘れた。

　彼は技術者でもあったから好こう奇き心しんを満たしたくは思ったが、それ以上に、目の前の人死にを止めねば、騎き士しの家に生まれた誉ほまれはないと考えていた。

　だから、というわけではないが、そのフォールド波が、ランカが恐怖の叫さけびを上げたのと同時に生み出されたものであることは、知らないことだ。




　　　　＊




「うおおおおっっっ！」

　トリガーを引く。

　引き続ける。

　口径58ミリの超ちよう高こう速そく徹てつ甲こう弾だんが、バジュラの装甲外皮をひたすらに打ち据すえる。

　怒いかっていた。

　目の前のバジュラに対して怒っているのは、もちろんのことだ。

　だがそれ以上に、この理り不ふ尽じんな死に、あまりに脈みやく絡らくなく与あたえられた死に、眼前で広がる惨さん劇げきに、怒っていた。

　シートにはまだ、かすかに前のパイロットの体たい臭しゆうや体温が残っていて、その事実は、アルトを悲しませた。

　そして、せめてこのトリガーを引く限りは、ランカが生きているのだ、と信じた。
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「なんだ──あの戦い方は？　ギリアムじゃないのか？」

　アーマード装備のまま、苦もなく二匹の小型バジュラを撃げき墜ついしたオズマ・リーは、雲の下、星道館に近い街路の一角で、大型のバジュラに向かってガンポッドを撃うちまくる銀色のバルキリーを見た。

　ひどい戦い方だった。

　遮しや蔽へいも取らず、移動もせず、バトロイドに変形してエネルギー転てん換かん装そう甲こうに出力を回すでもなく、ガウォークの利点を生かすことなくただ棒立ちでガンポッドを連射している。

　ド素人しろうともいいところで、彼の信しん頼らいする僚りよう機きの戦いとは、思えなかった。

　だがとにかく、そのしゃにむにな銃じゆう撃げきは、バジュラを火力拘こう束そくすることには成功していた。バルキリーというより人型デスト戦車ロイドの戦い方だったが、無意味とは思わない。

「どういうことだ？」

　ディスプレイを拡大に切り替かえ、ガウォークに変形。滞たい空くうしつつ、対地カメラで戦場をズームする。

　が、オズマの鷹たかのような瞳ひとみが捉とらえたのは、さらに驚おどろくべきものだった。

「ランカ!?」

　そう、ランカ・リー、翡ひ翠すいの色の髪かみをした彼の妹が、ガウォークの足あし下もと、と言ってよいほどの距きよ離りで、震ふるえているのを見てしまえば、もはやパイロットが三本脚あしの宇宙人だろうと何だろうと問題ではなかった。

　なぜバジュラがランカもろともガウォークを吹ふき飛ばさないのか、なぜゆっくりと歩み寄るだけなのか、という謎なぞはあったが、それよりも先に、せねばならぬことがある。

「貴様！　誰だれでもいい、その娘むすめを連れて、そこから離はなれろ！　後は、オレがやる！」

「りょ、了りよう解かい！」

　ＶＦ-25Ｆから返ってきたのは、ひどく美しい少年の顔と、少年の震えた声だった。

（素人にしちゃあ、キモが据すわってるじゃないか）

　生き死にの現場では、喉のどが嗄かれて、緊きん張ちようで息がつまり、声など出せるものではない。初うい陣じんで、声を出せる兵士は、生き残る。オズマも昔、そう言われたものだ。
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　弾たまの切れたガンポッドを捨てて、ＶＦ-25が加速する。

（うおおっっっ！）

　美星の訓練過程で旧式のＶバＴル-キ１リＣーに乗ったことはあったし、操縦免めん許きよも取得はしていたが、軍用の、それも最さい新しん鋭えい機きのピーキーな加速は未体験だった。

　両足にジェットのついたローラーコースターで、目め隠かくしをして突つっ走るようなものだ。

（落ち着け、落ち着け、落ち着け、落ち着け、落ち着け！）

　ＥＸギアを通して、パイロットの動きをトレースする新型のコクピットであったことが、アルトには幸いした。

　翼つばさを、腕うでを、脚を、みずからの身体からだの外延とし、その体をコントロールする。幾いく度どとなく幾度となく幾度となく、舞ぶ台たいの上でたたき込まれたその動き。

（できる。オレにはできる）

　そう言い聞かせ、そう暗示をかけた。

　失敗のイメージを取り去り、ただ一心に、体のコントロールにだけ集中する。

　バジュラの爪つめがうなる。エネルギー転換装甲がオートで作動し、火花があがる。機体が大きくよれる。

　立て直す。噴ふん射しや制せい御ぎよ。異様にタイトに調整してある、軍用特有のムチャなバランサーと自分の身体感覚をすりあわせる。

　たった数十メートル、だがその数十メートルがあまりにも遠い。

　第二撃。尾び翼よくが削けずれる。モーメント、大きくそれて、修正。

（ランカを踏ふみつぶすわけにはいかない……！　衝しよう撃げき波はや、噴ふん射しやで巻き込むのも御ご法はつ度とだ……！　着陸の衝撃でビルが崩くずれても、終わる……！　目に頼たよるなよ、アルト！）

　目と、耳と、肌はだと、あらゆる感覚とが動き出す。

（早乙女の芸の根幹は〝うつし〟だ）

　森しん羅ら万ばん象しようすべてを写し取ること。他者の気持ちに共感すること。それが、少年が積み重ねてきた歌か舞ぶ伎きの芸であった。

　それを通して、アルトはＶＦ-25Ｆを、そしてこの機体に魂たましいを託たくしたパイロットを感じる。この機体に込められた技術者たちの想おもいを、願いを、信じる。そしてその意識は、この街を築き上げた人々の精せい魂こんにまで、広がっていく。拡大する。

　だから、アルトの翼は、ビルを破は壊かいしたりは、しない。風と同じことだ。風はそこにあるがままにあって、何かを傷つけることなく、過ぎていく。そこには気負いも、意志の乱れも、介かい入にゆうする余地はない。

　コクピットめがけ、振ふり下ろされる第三撃。その爪が、何かに吹き飛ばされた。

　誰かが狙そ撃げきをしたのだ、とわかった。

　自分にランカを助けるよう言ったパイロットか、あるいはその仲間か。いずれにせよ、自分はひとりではない、頼りになる仲間がいる。この機の主あるじの思いは、そのようにアルトに伝えていた。

（わかる。〝うつせ〟る。これほどに、人の気持ちがわかる──！）

　十数年の舞台でも、数えるほどにしかないほどの、集中だった。理解できる。このバルキリーのことが。背中を守ってくれる、味方がいる。

　舞まい降りる。手を伸のばす。わずかに気流を乱しただけで、何も傷つけない、その熟練の、入神の動き！

「乗れ！　ランカ！」

　ガウォークの左手が、伸びる。

　その手を通して、ＥＸギアの手のひらに重みがフィードバックされたことに、アルトは、安あん堵どをした。
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　ランカを乗せて、ガウォークがバジュラの眼前をすり抜ぬける。

　白銀のバルキリーと深しん紅くの機き甲こう生命体の間に割って入ったのは、髑どく髏ろのエンブレムをつけたグレーのバルキリー、オズマ・リーのＶＦ-25アーマードの巨きよ体たいだった。

　巨人バト形態ロイドが地じ響ひびきを上げて降下し、その装そう甲こうハッチのすべてを展開。百を超こえるミサイルとロケット弾だんが、ビルほどもある赤いバジュラをロックオンする。

「くたばれ、蟲むしどもめ！　これ以上、妹に手を出させるものかよ！」

　はき出される、炎ほのおと破壊の矢。

　最終アルマ戦争ゲドンにもたとえられる、絶大な火力！

　機甲部隊の一いつ斉せい砲ほう撃げきにすら耐たえきった紅くれないのバジュラが、頭部を吹ふき飛ばされ、どう、と倒たおれ込む。

「やった……のか!?」

　アルトは機体を止めた。

　ピンポイントバリアを展開して破は片へんからランカを守ることはできても、風やＧのすべてを殺し切れはしないのだから、いつまでも手の上にのせておくようなことはできない。

　すでに対空砲ほう火かの光は、一時期に比べれば、少なくなっている。

　アイランドワンの戦せん闘とうは終息に向かいつつある、と思えた。

「ランカ、無事か！」

　オズマのアーマードがガウォークに変形した。

（ランカを────知っているのか？）

　コクピットが開き、ＥＸギアが飛び出そうとした。

　刹せつ那な。

（!!）

　首を失ったはずのバジュラの体が、動いた。

　警告を発する余よ裕ゆうまではなかった。

　それでも、左腕のシールドにバリアを集中させて、爆ばく風ふうと瓦が礫れきから、ランカを守ることができたのは、アルトという少年が持つ、卓たく抜ばつした瞬しゆん発ぱつ力の証左であったろう。

　が、オズマ・リー、グレーのＶＦ-25のパイロットはそうは、いかなかった。

　爆風に煽あおられた体が宙に舞い、ひどくゆっくりと、地面にたたきつけられる。

（まずい）

　受身どころか、着地時にほとんど体を動かさない、人形のような倒れ方だ。幾いく度ども舞ぶ台たいの事故で見た、危険な落ち方だ、とアルトは恐きよう怖ふした。

　砲ほう声せい。

　雷らい鳴めいのように落ちた弾だん丸がんが、バジュラの首から正中線を断たち割る。

　ランカが、

「お兄ちゃん！」

　と叫さけんで、バルキリーの手から飛び出した。

「ランカ！」

　アルトも、バルキリーを降りて追う。

　他ほかに打てる手はない。

「お兄ちゃん！　死んじゃダメ、死んじゃダメだよ、お兄ちゃん！」

「ランカ！」

　パイロットの体に泣きじゃくりながらしがみつくランカ。その肩かたに、アルトは手を置いた。とにかく、落ち着かせねばならなかった。目の前の蟲は今度こそ動きを止めた、と思えたが、他の生き残りがいるかもしれないし、再生しない、と断じることはできなかった。

「おい、落ち着け！」

「お兄ちゃん……！　どうして、どうしてこんなことするの!?」

（ランカ……!?）

　が、ランカの様子は、目の前で兄と呼ぶ男性が重傷を負っているにしても、おかしいとわかった。

　魂たましいが遊ゆう離りし、ここでない何かが見えていた。それが神しん仙せんの世界なのか、過去なのか、未来なのか、あるいは幻げん覚かくなのかはアルトにはわからない。だが、ただのパニックとは違ちがう。

「あたし、あのことちゃんとナイショにするよ!?　誰だれにも話してないよ！　だから、だから……！」
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「何だ……これ」

　ルカ・アンジェローニは戸と惑まどっていた。

　もはやフォールドウェーブの異常拡散は、彼がモニターを注視し続けなければならないほどに高まっていた。

「どうした、ルカ！　明めい瞭りような指示を頼たのむ！」

「すみません、クラン大たい尉い！　正体不明のフォールド波が計測されています。それに──バジュラたちが、撤てつ退たいを始めました！」

「なんだと!?」

「原因はわかりません。フォールド波の発信源も不明──一体、何が起きているんだ!?」

「どうせ正体不明の敵なんだ。ルカ、管制に集中してくれ！　我々ピクシーを中心に、アポロ小隊、エンゼル小隊と追つい撃げき戦に移る！　敵がなんであれ、ここで数を減らすぞ！」

　戦闘民族であるクラン・クランの反応は散文的だった。

　戦争とは、そういうものだ。
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　結局、アルトにできたことといえば、パイロットに応急処置を施ほどこすだけのことだった。

　ランカの涙なみだを止めることもできず、自分は何をやっているのか、と思ったが、それでも目の前の男の肉体にはぬくもりがあったから、講習を必死に思い出して、できるだけのことは、した。

　光が、降りてくる。

　いつのまにかとっぷりと暮れていた夜空を割って降りてくる、青い、空のように青い、ＶＦ-25のガウォーク。

　その機体のマークは、銀のバルキリーやグレーのバルキリーと同じものだった。

（助かった）

　心底、そう思った。

　が、ガウォークのコクピットから現われた男の顔が、見知ったものであることに、アルトは、世界が崩ほう壊かいするような衝しよう撃げきを受けた。

「ミシェル────!?」

　破は壊かいされた街灯の明かりに照らされた、金色の髪かみ。

　少し伸のびた、アーモンド形の耳。

　サファイアのように青い瞳ひとみと、剣けんのような細身を覆おおうパイロットスーツ。

　ミシェル・ブラン。

　美星学園でただひとり、早乙女アルトより正確に飛べる男。

「なんで、お前が……」

　膝ひざが、意志に反して崩くずれた。

　最後まで張り詰つめていた集中力が、ついに切れた。

　あまりにもいろいろなことがありすぎた。十七歳の少年が耐たえるには、あまりにも重い地じ獄ごくだった。

「民間軍人プロバイダー、Ｓ．Ｍ．Ｓのミハエル・ブラン少しよう尉いだ」

　親友の声は、ひどく、冷たかった。

「ミシェル……!?」

「貴君の援えん護ごには感謝するが、ＶＦ-25は当社の最さい新しん鋭えい機きであり、新統合法に指定された軍事機密でもある。追って、貴君にはしかるべき筋から連れん絡らくをさせてもらう」

「おい、お前、何を言ってるんだ！」

　わからなかった。

　もう何もかもがわからなかった。

　目の前で泣いているランカ、無む惨ざんな死を遂とげたパイロットと街の人々、シェリル・ノーム、あの宇宙生物たち、暗あん躍やくするサイボーグ。そして目の前に立つ、ミハエル・ブラン〝少尉〟。

　何もかも、たった数時間前には予想もしていなかったことだった。

「何が……！」

　吐はいた。

　胃の腑ふが空になるのではないか、というほどに、アルトは吐いた。

　緊きん張ちようが切れると、押し隠かくしていた疲ひ労ろうと恐きよう怖ふと嫌けん悪お感かんとが強固なトリニティを描えがいて、襲おそいかかって来た。
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「ついにこの船団もバジュラに捕ほ捉そくされたか」

　第四代大統領、ハワード・グラスはドミニカ製のそれを模したとする、細い葉巻に火をつけると、濃のう厚こうな煙けむりを肺に吸引した。人類が宇宙に出ても、人は喫きつ煙えんの習慣を捨てきれなかった。

「彼らの母星に近づいているのですから、予期されたことでしょう。Ｓ．Ｍ．Ｓは、よく働いてくれました」

　そう言ったのは、白い新統合軍の軍服を着た補ほ佐さ官、レオン・三み島しまであった。まだ、若い。苦学してこの地位についた立志伝中の人物であり、演説と調整能力に定評があるが、謀ぼう略りやくに強いとは言えないグラスの懐ふところ刀がたなとも呼ぶべき俊しゆん英えいである。

「本星アースの連中が、外宇宙の驚きよう異いというものを理解して、我々の軍事力強化に積極的であってくれれば、これほどの人死にを出さずに済んだのだがな」

「おっしゃる通りです。が、この件があれば、本星もＶＦ-１７１シリーズの近代化改修と、ＶＦ-カリ19ＥＦバーンの量産化プランには、同意しましょう」

「手回しは？」

「書類はそろえております。こちらが、損害処理と環かん境きよう被ひ害がいの報告書。そして、マスコミおよびネット対策を含ふくめた情報工作の計画書です」

「相変わらず素す早ばやいな、君は」

「お褒ほめにあずかり、光栄です」

　その言葉には、いささかも喜びの色はない。生え抜ぬきのエリートであるレオンにとって、この作業はいずれ来る大統領職への単なるトレーニングのようなものだ。

　そして、グラスもその若者の野心を理解して使っているのだから、いちいち眉まゆをひそめたりはしない。

「フン……しかし、どうにもタイミングがよすぎる。そうは思わないかね」

「シェリル・ノームの来らい艦かんに合わせたギャラクシー船団の策さく謀ぼう……と？」

「ああ。あらゆる機会を逃のがさず浸しん透とうし、現地政権を転てん覆ぷくさせることで船団国家そのものを乗っＴＯＢ取るするのはあの拝金主義者どもの常じよう套とう手しゆ段だんだ」

「確かに。了りよう解かいしました。ビルラー氏を通じて、手を打っておきましょう」

「──────」

　政治家の主な仕事は猜さい疑ぎとペテンにあり、その本質はパラノイアである。

　かつて、亡なくなった妻と共に、新天地へ乗り出すこの船の中で社会活動家として闘たたかっていた頃ころは、世界はもっと清潔で、清らかだった。

　タバコが手放せなくなったのは、国会議員になってからだ、と気がついて、グラスは手元のウィスキーのグラスを、口に運んだ。

　執しつ務む室から見下ろす街のあちこちでは、未いまだに火災の黒こく煙えんがくすぶっている。消費された酸素だけでも、環境局がパニックになっていることだろう。

「賽さいは投げられた、か」

「は？」

「いや、いい。つまらない独り言だよ、補佐官」

「──これは私見ですが」

　書類をデスクの上に置くと、レオンは大統領の背中に、言葉を投げた。

「投げられた賽の目をコントロールするのが、我々の仕事である、と考えています。カエサルは賽の目に従ったかもしれませんが、知ち恵えを持った我々は、そうではないでしょう」

「今日の君は饒じよう舌ぜつだな」

　戦争で興奮しているのだ、とグラスは気がついた。

　無理もない。

　この船団はこれまで、はぐれゼントラーディとの戦い程度の経験しかない。本国が戦場になれば、高こう揚ようもしよう。戦場にいないで、人の死を数字として把は握あくする官かん僚りようならば、なおさらだ。

「賽の目を操作しようとするプレイヤーは、テーブルゲームには呼ばれないものだぞ」

「認にん識しきされないことは、存在しないものです。賽の目も政治も、そうでしょう」

「────そうだな」
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「ふぅ」

　ひどくクラシックなパレスホテルは、アイランドワンを見下ろす高台にある、この街で最高のホテルだ。

　国こく賓ひんやスーパースターしか使えない、ワンフロアぶちぬきのロイヤルスイートを、たったふたりで占せん領りようしているシェリル・ノームは、検査やら治ち療りようやらの行軍をかいくぐって、ようやく湯船に浸つかることができた。

　下界の喧けん騒そうも混乱も、ここまでは伝わってこない。カモミールとジャスミンのよい匂においが、体を癒いやしてくれる。もちろん、どちらも地球では絶ぜつ滅めつした花だ。ギャラクシー社がＤＮＡからクローニングをして復活させたのだ。

「早乙女、アルトって言ったっけ、あの坊ぼうや」

　ぽちゃ、と首まで浸かって、形のよい脚あしを宙に浮うかべる。

　白い乳ち房ぶさが浮ふ力りよくに負けて、ゆったりと浮かんだ。

「その少年なら、無事だそうよ」

　問いを予期していたのか、浴よく槽そうの側そばで端たん末まつをコントロールしていたグレイス・オコナーが答えた。その首からは何本ものコードが伸のび、インプラント化された脳による並列思考で、複数の業務を同時にこなしていることがわかる。ここでこうしてシェリルの相手をしているのも、複数いるグレイスの意識のひとつに過ぎない。

　それを気味悪い、というようなセンスはギャラクシーでの生活でなくしていたから、シェリルは素す直なおに、安あん堵どをした。

「よかった……一応、命の恩人だものね、あの生意気な子」

「ただ、その過程にいろいろと不ふ審しんなことがあったみたいね」

「不審なこと？」

　あのバジュラたちの襲しゆう撃げき以上に不審なことがあるとは、シェリルには思えなかった。

「あの子、民間軍事会社のバルキリーで、バジュラと戦ったそうよ」

「戦った……!?」

　ただの生意気な、少し腕が立つだけのアマチュアだと思っていた。からかえば面おも白しろいし、命を助けてくれたことには感謝をしていたが、自分の身を投げ出して戦えるような男の子だとは考えていなかった。

「そっか……ふふ、戦ったんだ」

　まったく、人生は予測不可能だ。

　一寸先は闇やみ、けれどシェリルはそれを嫌いやだ、と考えることはもうない。

　シェリル・ノームは闇の中で輝かがやく北極星なのだ。周囲は、シェリルに照らされていればそれでいい。

　機き嫌げんのよい時のクセで、左耳のイヤリングをまさぐろうとして、シェリルは異変に気がついた。

「えっ!?　ない!?」

　ざばっ、と大きくお湯をはね飛ばして、湯船から立ち上がる。そのスターとは思えないあられもない姿に、マネージャーがため息をついたが、ひとまず聞こえないことにした。

（もしかして……！）

　シェリルは、舞ぶ台たいの上でアルトにすくい上げられた時のことを思い出した。あの時、ショックで耳から何かが外れる感覚があった。

　だとすれば、

（もう一回、あいつに会う必要があるわね）

　不思議と、不ふ愉ゆ快かいではなかった。

　むしろ、楽しかった。

　人が死んでいくこの世界で、それでも笑っていられるのは、シェリルという少女の強さである。彼女は、自分が笑っていることの意味を知っている、そんな少女であった。
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　それから後のことを、アルトはよく覚えていない。

　ランカとその兄を〝ミハエル〟に引き渡わたすと、どこをどう歩いたものか、千せん束ぞくエリアのアパートに戻もどって、そこが奇き跡せき的に焼け残ったことに、安堵した。

　そうして、パイロットスーツのまま、布ふ団とんの中で目覚めた。

　スーツを脱ぬぎもしなかったくせに、布団だけは真ま面じ目めに敷しいている自分がおかしくなったが、朝の光を浴びて、死んでいったパイロットの臓物の色を思い出すと、もう一度、吐はいた。

　吐き出すものはもう何もなくて、胃液の強酸だけが喉のどを過ぎてひどく痛んだが、それが、早乙女アルトという少年が、戦場を生き残った、という証しよう拠こだった。
















第３章　双子座ジェミニ～アイモ～







　一夜明けたフロンティアの街は、ひどい有様だった。

　そこかしこで交通が寸断され、普ふ段だんなら交通管制コンピュータの制せい御ぎよで発生しないはずの渋じゆう滞たいが起きている。

　美星学園に向かう通学路の交差点には暴動を警けい戒かいするいかめしい警官が直立不動であたりをにらみつけており、見慣れた歩道橋は両断されて、無む惨ざんな姿をさらしていた。

　それでも、慣れ親しんだ教室も校舎も被ひ害がいを免まぬかれていたし、クラスメートに欠けた顔がないのは幸いだった。

　逃にげ回っていた時は、アイランドワンの全土が焦しよう土どになったような気がしていたが、実際にはそこまでの損害には至っておらず、被ひ災さいしなかった地域の生徒には、戦争にエキサイトするものもいたし、アルトがシェリルを抱だいて飛んだ、というニュースに興奮する者も、いた。

　が、そうしたクラスメートたちにアルトは取り合うつもりになれなかった。何を言ったところで、共有できるとは思えなかったし、もともと友人づきあいがよいわけでもない。

　シェリルが朝のニュースで無事な顔を見せていた、と聞けば安心した、その程度のことだ。

「アルト、放課後、付き合ってもらうぞ」

　隣となりの席に座るミシェルがそう言ったのには、安心した。

　変な話だが、少なくとも自分が見たのは悪夢ではなかったのだ、という安心がまずあって、続いて、戸と惑まどいと、ひとつの決意とが、あった。

　だから、

「ああ」

　とうなずいて、アルトは授業に意識を戻もどした。

　いつもは退たい屈くつなはずの、老教師の講義が、今日に限ってはいやに新しん鮮せんに感じられた。
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　校舎裏に止められたライトバンには、あのバルキリーと同じ、Ｓ．Ｍ．Ｓのマークがあった。

　その運転席には一年先せん輩ぱいのクラン・クランが座っていて、なるほど、彼女が航宙科にやたらと顔を出してミシェルと仲良くしていたのは、ただ幼なじみというだけではないのだな、とようやくにアルトは得心をした。

（見かけの割にタイヤが沈しずみ込んでるな……防ぼう弾だん仕様ってやつか……）

　無言で、ミシェルが後部座席のドアを開いた。

　乗れ、ということらしい。

　今さらそれにあらがっても仕方がないことだから、アルトもためらわずに、乗り込む。

　コンピュータ合成されたエンジン音がして、電気自動車が走り出す。アルトはガソリンで車が走っていたころなどは映画の中でしか知らないから、本当にガソリンエンジンというのがこんな音をするのかどうかは、知らない。

　どこへ連れて行くんだ、と野や暮ぼなことを聞くつもりはなかった。

　どうせミシェルにもクランにも答えるつもりはないのだろうし、答えてくれたところでアルトが知るような場所ではない。

　赤信号で、車が停車する。

　その傍かたわらでは、アルトが芸能科をやめて航宙科に転科してすぐ、ミシェルにおごってもらったヤキソバのスタンドが、作業用デストロイドによって取り壊こわされているところだった。

　スタンドの壁かべには、見慣れた店主の写真と、彼を捜さがしている、という家族らしい人の連れん絡らく先を記したメモがあった。

　その向かいのレコード屋では、何事もなかったように、シェリルのディスクが平積みされて、飛ぶように売れていた。
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　連れてこられたのが病室で、そこで彼を待っていたのが包帯姿の、あのグレーのバルキリーのパイロットだったことは、さほど意外ではなかった。ただ、しれっとした顔で、ルカ・アンジェローニがいたことには、驚おどろくというより、呆あきれた。

（オレは……本当に何も知らなかったんだな……）

　考えてみれば、当然だ。自分が芸能界を去って、航宙コースに来てから一年かそこら。その前に、友人たちが何をしていたのかなど、興味を持ったこともなかった。共演者に関心を払はらわないのは役者としては恥はずべきことだから、アルトは自分が空に夢中になってたるんでいたのだな、と感じた。

「Ｓ．Ｍ．Ｓスカル小隊隊長、オズマ・リーだ。飛行隊の大隊長も兼けん任にんしている」

　男は短く、そう名乗った。

　猛もう禽きんのような男だった。

　ランカのほんわかした、子犬のようなイメージとは似ても似つかない。

　花か崗こう岩がんを削けずりだしたような無骨な頰ほおを覆おおう無ぶ精しよう髭ひげ、無造作に後頭部で縛しばられた髪かみ、そして、眼前に立つあらゆる者を射い貫ぬくようなそのまなざし。ベッドの周囲に立つミシェルにもルカにもクランにも、オズマの雰ふん囲い気きに敬意と緊きん張ちようとを払っている様子がありありと伝わってくる。

（こいつは……達人だ……！）

　アルトはそう感じた。

　ミシェルとルカをひとまず置けば、生まれて初めて見る本物の戦せん闘とう機き乗りだった。そしてその男は、彼が舞ぶ台たいの上で見てきた数々の達人たちと、同じ気配を悟さとっていた。

　本物は、見ればわかる。

　なぜならアルトは、本物の役者だったからだ。自分が本物であるということは、いつわりを見み抜ぬく力がある、ということなのだ。

「妹を……ランカを助けてくれたことには、感謝している」

　オズマ少しよう佐さはそう切り出した。

「お前の話は、何度も妹から聞いている。ミシェルからもな。よい飛行機乗りで、よい友人だ、と。私人として言えば、それで礼のひとつも言って、うまいメシでもおごってやる。そういう話だ」

「──────」

「が、お前の乗ったＶＦ-25は特級ものの軍事機密でな。あんなことでもなければ、人前に見せることだってしない機体だ。その意味が、わかるな？」

「……ああ。だけど、それならなんで、憲兵じゃなくてあんたたちが出てくるんだ？」

　礼れい儀ぎにかなわない態度だ、とは了りよう解かいしていたが、少年の反骨心が先に立った。状じよう況きように納なつ得とくできていない、という心性がそれに拍はく車しやをかけた。

「あれの運用は、その機密保持も含ふくめて、我々にアウトソーシングされている」

「民間企き業ぎようが、そんなことまでやってんのか!?」

「〝小さな政府〟ってやつさ。何事も効率を追求して民営化すれば、軍事機密だって民間がやったほうがいい、ってことになる」

　そもそも軍隊、特に兵へい站たんと人事の分野においては、そのシステムを国家が掌しよう握あくしていた時期など長くない。せいぜいがところ、十九世紀の国民軍から二十世紀末までのごく短い間で、それ以前もそれ以後も、国家は常に軍という存在をさまざまな形でアウトソーシングしていたのだ、とオズマは説明した。

（見かけによらず、学があるな）

　高等教育を受けた人間のしゃべり方だ、とアルトは推理した。それも、成人して口調が確定してから、改めて大ユニバー学シテイに入り直した人間の話法だ。

「もちろん、刑けい事じ裁判そのものは政府の管かん轄かつだ。が、そもそも起き訴そされなければ裁判も開かい廷ていしない。そして、国防省の査問委員会にこの件を持ち込むかどうかは、我々、すなわちＶＦ-25の試験運用の責任者であるこのオレに一任されている。そういうことだ」

「つまりは、あんたがオレの首に掛かかっているロープを握にぎってる、ということか」

「理解が早くて助かる。お前をアイランド・アルカトラズの監かん獄ごくに送るかどうかは、オレが握っている、というわけだ」

「────口止め、か？」

「そうだ。あの時お前が見たこと、聞いたこと。一いつ切さい口外するな。当分、ミシェルとルカに監かん視しをさせる。何かあれば、次は国防省に一任することになる。十年、いや、二十年はくらいこむことになるな」

「──────」

　それが利口な人間に取っての最良の選せん択たくであることは、アルトにもわかった。何もなかったのだ。自分はあの時、シェリルとともに逃にげ惑まどって、家に帰った。ただの高校生で、戦争などは見なかった。

（そういう〝役〟を演じろ、と言われている！）

　そのことが、耐たえ難がたい、と思えた。

　いや、それ以上に、耐え難いことがあった。

「──ひとつだけ、聞きたい」

「アルトッ！」

　何かを押し殺したように沈ちん黙もくしていたミシェルが、アルトを叱しつ咤たした。思わず口をついて出た、そういう表情だった。そのミシェルを、オズマはただ片手を上げて制する。

「何を聞きたいんだ？　早乙女アルト」

「すべてをだ！」

　口にした瞬しゆん間かん、感情が激発した。

「アイツらは一体なんなんだ！　あんたらは一体、何と戦っているんだ!?　どうして、あんなに人が死ななきゃならないんだ！」

　そうだ。

　それを知らずに、家になど戻もどれない。

　死んでいった人たちの表情を、叫さけびを、苦く悩のうを、残された人たちの絶望を、破は壊かいの爪つめ痕あとを、アルトは忘れない。忘れたくなどない。

　あれほどおびえていたランカの顔を、舞ぶ台たいを破壊されたシェリルの怒いかりを、飲み込んで生きていくことなど出来はしない。

　それは早乙女アルトが、十七年の人生の中でもっとも衝しよう撃げき的だった一日を過ぎて出した、結論だった。

「────聞いたら、もう戻れないぞ」

　その意味するところを悟さとり、ミシェルの瞳ひとみが、驚きよう愕がくに見開かれた。だが、オズマはそれ以上の言葉を続けることを、部下に許さなかった。鋼鉄の意志が、そこにあった。

「オレはすべてを知っていたい。誰だれかに、他人に自分の運命を任せるのは真っ平だ。オレは、そんな役を演じたくなどない！」

　胃の腑ふの大気のすべてをはき出す、それは叫びだった。

　圧力すら伴ともなった、魂たましいの絶ぜつ叫きようだった。

　そうして、その叫びを、そのまなざしを、オズマは正面から受け止めた。ひとりの男を見る、男の目だった。

「……二十四時間の猶ゆう予よをやる。もう一度、よく考えろ。──自分が何をしたいのか、何のために、何を賭かけて戦うのか、をな。その答えが出て、まだ真実を知りたいなら、オレがＳ．Ｍ．Ｓの推すい薦せん状を書いてやろう」
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「意外だな、オズマ」

　少女のような外見をしたクラン・クランは、大人びた声でそう言った。

　彼女の遺伝子は、巨きよ人じん化の時には年ねん齢れい相応の外見をしているのに、地マ球イ人クサロイーズンでは幼い少女の外見、という奇き妙みような姿を与あたえるものだった。それは、巨人として生み出された姿が自然である、ということなのか、永遠の若さが約束された、ということなのか、それともただの神の気まぐれなのかは判然としなかった。

「何がだ」

「腕うでのいいパイロットなら、Ｓ．Ｍ．Ｓにはいくらもいるだろう。ギリアムの代わりを、あんな子供で埋うめるつもりか？」

「腕っこきはいくらでもいるさ、もちろんな。が、初飛行であれだけＶＦ-25を動かせるヤツは、いない。ヤツは無我夢中で自覚もしていないだろうし、親切に教えてやるつもりもないが、あいつには天性のものがある」

「歌か舞ぶ伎き役者の家、という話だが」

「そのせいかはわからん。だが、あのアルトというガキが、自分の肉体をコントロールすることについていえば、とてつもない訓練と、才能を持ち合わせているのは間ま違ちがいない。身体からだの外延として操縦するＶＦ-25のパイロットに、あれほど向いた男もいないだろうよ」

　ギラリ、とオズマの瞳が光った。

「そしてオレは、あの蟲むしどもに復ふく讐しゆうをするためなら、どんな人間でもかき集めるつもりだ。老人ホームの病人だろうが、妹のクラスメートだろうが。そうしなければ、この船団は生き延びられない。違ちがうか、クラン」

「違わないさ。戦争とは、そういうものだ」

　だが、と一いつ拍ぱくを置いて、クラン・クランは重ねて問うた。

「それだけのことなのか？」

「──強しいて言えば」

　撃げき墜つい王は、少し照れた顔をした。

「昔のオレに、よく似ていた。てめえじゃあどうにもならないことに、あがいて、怒おこっている男の顔だ。ああいう顔を、久しくしていなかった気がする」

「なるほど」

　クラン・クランは肩かたをすくめると、それ以上追及しなかった。
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　信しん頼らい関係と友情は違う。

　信じていなくても友であることはできるし、相手の実力を信じているが友とは呼べない、という関係もある。

　そして、思春期というのは感情はあっても理論がそれに伴わない時代であり、足りない言葉は相そう互ごに棘とげとなってぶつかりあって、お互たがいを望まぬのに傷つける。

　早乙女アルトとミシェル・ブランは、そのような友であった。

　お互いの感情を、正しい意味で伝えることのできない、超ちよう一流のプロに等しい能力を持った、子供たちであった。

「……アルト。お前、また逃にげてくるのか？」

　ひどく長いエレベーターシャフト。機密漏ろう洩えいを防ぐために、他ほかの人間は乗り込んでこないことになっていたから、ミシェルは、本音を話した。

　この男、元来ならばこのような不ぶ思し慮りよな物言いをする男ではない。

　むしろ、相手の踏ふみ込まれてはならない一線を敏びん感かんに感じ取って、そのエッジを見み極きわめ、相手に踏み込ませず自分も踏み込まない、嗅きゆう覚かくに優すぐれた色事師である。

　そのミシェルが、こうもずけずけと本音を口にして、相手と自分を傷つけようとするのは、眼前の男が、友であるからだ。

「逃げる……？　誰だれがだよ」

　そうして、そうやって踏み込んでくるからこそ、早乙女アルトもまた、涼すずしい顔をして、笑っていることはできなかった。

　秀しゆう麗れいな眉まゆがしかめられ、白い歯がかみしめられる。

「オヤジさんから、家から、歌舞伎から逃げてる、貴様のことだ」

「────！」

「見み損そこなうなよ。これでも丸一年以上、お前と飛んでるんだ。現実の戦争は、お前の得意な舞ぶ台たいの上のお芝しば居いじゃない」

「そんなことくらいわかっている。わかっているからこそ、オレは！」

「いいや、わかっていない。お前が見たのは、戦場のほんの端はじっこだ。いいか。お前は知らないだろうが、この宇宙にはゼントラーディや監かん察さつ軍、未知の宇宙生物がごろごろいる。オレたちＳ．Ｍ．Ｓは、そういう連中から、ずっとお前たちを守ってきたんだ！」

「オレたち、か」

「そうだ、オレたち、だ！」

　ダン、とアルトの顔のすぐ側そばの壁かべに、ミシェルの白い手が押しつけられる。ふたりの視線が絡からみ合い、火花を飛ばす。

「オレは、兵士の家に生まれた。親おや父じも、オフクロも、姉貴も兵隊だった。他に喰くう道がなかったから軍人になった！　お前は違うだろう、早乙女アルト！」

「血が力だ、とでも言いたいのかよ、ミシェル！」

　アルトの手が、ミシェルの手首をつかんだ。その手を、ミシェルが体重をかけて押し返す。

「今ののぼせ上がった貴様がパイロットになっても、味方を殺すだけだ、と言ってるんだ！　バルキリーは、ＥＸギアのようなおもちゃじゃない！　殺人の道具なんだぞ！」

「わかっている！　わかっているからこそ、この状じよう況きようを座視して、今さらただの学生になんぞ戻もどれるかよ！」

「お前は目の前に、今の状況から逃げられる扉とびらがあるからって飛び込もうとしているだけだ！」

　ヒートアップしすぎた、と気がついたのか、ミシェルはアルトの手を払はらって、乱れた襟えり元もとを直した。

　きらり、と眼鏡が輝かがやく。

「とにかく──オレは巻き添ぞえになるつもりはない。友人としての忠告だ。いいな」

　アルトがそれ以上反発しなかったのは、ミシェルは人を殺したことがあるのだ、とわかってしまったからだ。

　それを恐おそれたのではない。

　その瞳ひとみの奥にある、哀かなしみを見てしまったからだ。

　だから、エレベーターが開いて、ミシェルが去っても、アルトはそこを動くことができなかった。
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　天文台のあるグリフィス・パークの丘おかは休日には観光客でごった返すが、平日の夕方ともなると静かなもので、まして、あのような攻こう撃げきの後、街のあちこちで検問をやっている、となれば、無人にも等しい静けさだった。

　第一次星間大戦の前、地球にあったというその公園から見下ろす景色は美しくて、戦争などは幻げん影えいではないか、と思えた。

「アイモ、アーイモ……」

（歌……？）

　ひどく透すき通った、まるでその存在そのものが夢ではないか、と思えるような、歌だった。

　果てしなく広がる緑の草原。

　温かく抱だいてくれる母のぬくもり。

　はるか天へと伸のびる雲の柱。

　そんなものを思い起こさせる、それは歌だった。

「ランカ……？」

　そう、それはランカ・リーの歌声だった。

　一心に、空に向かって、丘の上の手すりにつかまって、歌っている。

　気負いも虚きよ栄えいも自意識もない。

　ただ、歌のために歌われる、それでいて心から美しいと思える、そんな歌だった。

　そして何より、そのランカの元気そうな笑え顔がおは、アルトを心から安心させた。世界のすべてが別の色に見えるようになっても、緑の髪かみの少女は、いつもどおりに、夕焼けの中で照れ笑いをしていた。

　その笑顔がどれほどアルトの心にしみ入っただろう。

　そういう笑顔のできる、女の子なのだ。
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「いい歌だったな」

　それは、アルトの心からの言葉だった。

　舞台に立っていた頃ころも、舞台から降りた今も、早乙女アルトは芸に対して噓うそをついたことはない。

「ありがとう」

　にぱっと、笑ったランカが、少し真ま面じ目めな顔になった。

「……私ね、子供のころのこと、何も覚えてないんだ」

　初耳だった。が、同時にそういうこともあるか、とも思った。

　少なくとも、ゼントラーディとのクォーターだというランカと、あの兄はまるで似ていなかったから、家庭の事情があることは窺うかがわれた。

「お兄ちゃんに、会ったんでしょう？」

「ああ」

「お兄ちゃんは、私の本当のお兄ちゃんじゃないの。何も覚えてない私のことを、引き取って育ててくれたんだ。すっごく大事な、お兄ちゃん」

「ちゃんと話せたわけじゃないが、立派な人だ、というのはわかった」

「うん。────でもね、この歌だけ、覚えてるの。私の、たったひとつの思い出なんだ」

「……そうか……」

「それでね、時々この丘に歌いに来るの。──ここなら、誰だれも聞いてないから」

「聞いてない？　それで、いいのか？」

　アルトからすれば、理解できない概がい念ねんだった。

　誰かの笑顔を想像しない芸などは、練習でもない限りありえない、そう思っていた。

「……うん。──いままでは、そう、思ってたんだけど……」

　ランカはのびをして、夕焼けの街を見つめた。

　街の空には、シェリルの大きなホログラムがかかって、人々をはげますように、鼓こ舞ぶするように歌っている。

「ステキだよね、シェリルさん。すっごく、うらやましい」

「──────」

　アルトは無言で続きをうながした。

　輝かがやいているもの。

　舞ぶ台たいの上にあって輝いている星にあこがれる気持ちは、アルトにはわからない。

　星は、いつも自分だったからだ。

　それでも、その気持ちに理解しよう、寄り添そおうとすることはできた。そうしようという不器用な心しん性しようを持つ、少年だった。

「私ね、生きてるって、ずっと当たり前のことだと思ってた」

　ランカの髪を、風が揺ゆらした。

「朝起きて、顔を洗って、おいしいご飯食べて、お兄ちゃんやアルトくんたちとケンカしたり、遊んだり……」

「──────」

　気がつくと、アルトは手にした千代紙で紙飛行機を折っていた。それが、何かを考える時の、彼のクセだった。

「だけど、こんなにあっけないんだね……人も、世界も……」

　緑の髪をした少女は、少し、目を細めた。

　悲しんでいるのだ。

　見ず知らずの人の涙なみだを、己おのれの涙とできる、そのような少女なのだ。

「人間なんて、いつ死んじゃうかわかんないんだ、って思ったら、私、自分の歌を誰かに聴きいて欲しい、って思ったの。届けたい、この気持ちを。でも、私全然自信なくて、うまくできるかどうかわからなくて……」

　整理しきれない感情のほとばしりをはき出して、ランカは、アルトの手元を見た。

　その手元では、千代紙が飛行機の形を取っていく。

「もう、聞いてるの、アルトくん？」

「不思議だろ？」

「え？」

「ただの一枚の紙切れが、ほんの何回か折って、開いてを繰くり返すだけで……空飛ぶ飛行機に変わる」

　二次元の紙は、人の手を加えられて、高さ、厚みという三次元となって、立体の形を取る。平面を空間に変える、トライアングラーの形。

　それは、病弱だった母が、アルトに教えてくれたことだった。

「ほんと……アルトくん、紙飛行機好きなんだね」

「最初に触さわった、翼つばさだからな」

「紙飛行機って、まるで役者さんみたい」

「え？」

「だって、まっさらな紙が、空を飛ぶ役に変わるんでしょ？　かっこよかったよ、コンサートのアルトくん」

「ッ！　オレは、今さら役者になんか……」

　アルトが戸と惑まどうのを見て、ランカはいたずらっぽく笑った。

　マイクを持つ仕草をして、くるっ、と空を見上げて一回転。少女は、上うわ目め遣づかいに少年の顔をのぞき込む。

「私も、飛べるかな？」

「──無理だな」

　アルトはにべもなく、一言の下もとに切って捨てた。

「そうだよね……。私なんか……」
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「そうやって、〝できたら〟とか、〝自分なんか〟、って言ってるうちは、絶対に！」

　アルトの手が、紙飛行機を勢いよく投げ上げる。

　白い翼が、風に乗った。

　二人の視線が、ひとつの飛行機を見つめる。

「──いぢわるだね、アルトくん」

　そう言うランカの瞳ひとみは、笑っていた。

「よく言われるよ」

「うん！」

　そうして、何かを決心した顔で、ランカはもう一度、息を吸い込んだ。

　アルトがよく知っている表情だった。

　自分の芸と、己の中に潜ひそむどうしようもないモヤモヤした衝しよう動どうと、付き合っていく決意をした芸人の顔だった。

「私、みんなに伝えたいの！　だから、聞いてくれる？　私の歌！」

「好きにしろよ」

　そう、好きにするべきなのだ。

　そこからすべては始まるのだから。

　天を目指して飛んでいく紙飛行機は、もう点にしか見えない。

　ランカの歌が始まる。

　歌が響ひびき渡わたる。

　そうだ。

　この瞳の先にあるものが、たとえ虚きよ構こうの空であっても。

「オレは──飛んでみせる──」

　その時。

　ランカの生み出した歌の波に、もうひとつの歌がかぶさった。

　豊ほう穣じようで、自信にあふれて、圧あつ倒とう的なその歌声。

「この歌は……！」

　同じ歌詞だった。

　同じメロディーだった。

　その場で聞いて、併あわせているのではない。

　間ま違ちがいなく、歌い手はその歌を知っていた。

　そして、アルトもランカも、その歌い手が誰だれかを知っていた。

「え……この、歌って……」

「シェリル!?」

　そう、風になびく金色の髪かみ。

　世界を覆おおい尽つくす豪ごう奢しやすぎるその声。

　銀河の妖よう精せい、シェリル・ノーム。

　天文台から、ゆっくりと歌いながら歩いてくるその姿は、あまりにも、あまりにも美しかった。

「──こんなサービス、滅めつ多たにしないんだからね」

　蠱こ惑わく的なほほえみ。

　圧倒的な自信とともにある、その歩調。

「お前、どうしてこんな所に……」

　アルトの疑問を意に介かいさず、シェリルはすっ、とランカのあごを撫なでた。

「あなた、名前は？」

「ら、ランカ・リー、です！」

「ふぅん……いい声してるわね」

「え、ええ!?　そ、そんな、私、なんか……歌手にあこがれてるだけの、ただの高校生で、その……」

　慌あわてるランカを、シェリルは視線で切った。

　ランカには、その視線の意味はわからない。

　だが、アルトにはわかった。

　認めたのだ。

　一いつ瞬しゆんにして、眼前の少女が、ただのファンではなく、自分のところにたどりつく可能性のある、本物の歌い手であることを認めたのだ。

「あたしは、お世辞は言わない主義よ」

　実績もキャリアも関係ない。

　そこにいるのが、競きそうべき相手なら、そのようなことはどうでもいい。

　自分の美と相手の美のどちらが上か、知りたいのはそれだけだ。

「でも、ひとつ教えてちょうだい」

「────？」

「どうしてあなた、あたしの大切な思い出の歌、〝アイモ〟を歌えるの？」

「え!?　大切な……って……」

「そう、その歌は……」

　シェリルは、何かを語ろうとしていた。

　スターが、気安くインタビューに答えるのとは違ちがう。もっと深刻な、こう言ってよければ、プライベートの顔だった。

　が、その謎なぞが解けるより先に、シェリルの豊かな胸むな元もとで、タイ焼き形の携けい帯たい端たん末まつが鳴った。

「え!?　何、今、いい所だってのに！」

　忌いま々いましそうな顔をして、シェリルは端末に出た。あっけに取られるふたりの前で、歌うた姫ひめは堂々と、悪びれもせず話し始める。

「アロー、グレイス。……え、噓うそ、もう収録の時間!?　待って、今大事な用があるの。そんなの少しくらい遅おくらせたって……え、生放送!?　もう、わかった、すぐ行けばいいんでしょ！」

　はぁ、とタメ息をついて、シェリルは携帯端末をしまうと、営業スマイルを作った。

「まったく、あなたに用があったのに、早乙女アルト！　いいわ、この続きはまた今度！」

「今度……って」

「え……アルトくんに、用？」

　シェリルはぽかん、とするふたりを尻しり目めに、丘おかを駆かけ下りて、彼女のものらしいイタリアンレッドのオープンカーへと走っていった。

　そうして、何かを忘れたように照れ笑いをして、手のひらをメガホンの形にして、叫さけんだ。

「それから！　ランカちゃん！」

「は、はいっ！」

「いい！　チャンスは自分でつかむのよ！　あたしがいるのは、現実の世界、現実の舞ぶ台たい！　そこまで、上がっていらっしゃい！」

「上がって……」

　それは、上にいる者が、下にいる者にかける言葉としては最上級のものだっただろう。

　もしかしたら、シェリルはただ、〝アイモ〟に興味を持って、そう言っただけなのかもしれない。

　それでもその言葉は、アルトがともした情熱の種火を、大きな炎ほのおに育てた。

　その炎が燃え上がり、ランカという少女を変えていくには、さほどの時間は、必要とされなかった。
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「来たのか」

　翌日。

　表向きは輸送会社である、Ｓ．Ｍ．Ｓの本社ビルの前。

　ミシェルの声は、アルトが来ることを予測していた声だったし、アルトも、そこでミシェルが待っていることを不思議には思わなかった。

「アルト・早乙女。美星学園、航宙科パイロット養成コース、二回生。本日より、Ｓ．Ｍ．Ｓスカル小隊隊員として着任いたします！」

　見よう見まねで、アルトは敬礼をした。

　その敬礼に答礼を返し、ミシェルは、あきらめともつかぬ笑え顔がおを浮うかべた。

「着任を歓かん迎げいする、早乙女准じゆん尉い。今日からはオレが先任だ。覚かく悟ごしろよ、オズマ隊長が戻もどるまで、みっちりとシゴいてやる」

「望むところだ、ミシェル」

　アルトは、ニヤリ、と笑った。

（ランカに言ったこと、オレがやってのけて見せなければ、な）

　そうだ。

　確かに、逃にげているのかもしれない。

　それでも同じ逃げるのなら、せめて、あの死んでいった人たちに、あの人たちの尊厳に、そしてミシェルのまなざしに、恥はじるような逃げ方はしないでおこう、と思った。
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「おおおおお！　行けるわ！　あたりよ！　ホームラン！　クリティカルヒット！　逸いつ材ざいッ！　おいしくいただきます！」

　美少年を鑑かん賞しよう対象としてこよなく愛することで知られるＳ．Ｍ．Ｓのオペレーター、ミーナ・ローシャンは眼鏡ごしにアルトの敬礼を見て、歓かん声せいをあげた。女性隊員が集まるラウンジからは、本社ビル前の公園がよく見える。

「早乙女アルト。歌か舞ぶ伎き俳優、十八世早乙女嵐蔵の長男」

　端末を手にそう言ったのは、オペレーターでは最年少、情報収集が趣しゆ味み、と言い切るラム・ホア。

「なるほどね。血統書付きか。でもそんな子が、なんでわざわざパイロットに？」

「オズマ少しよう佐さの引き抜ぬきだそうです。初日でＶＦ-25、ぶっつけで飛ばして見せたそうですよ」

「噓！　そんなこと、できるものなの!?」

「データは、事実です」

「そんなことより」

　割って入ったのは、オペレーターの最年長にしてリーダー格、モニカ・ラングだった。

「ラム、早乙女嵐蔵の長男、って本当なの？　本当なら、あの地球最後の歌舞伎の名門の御おん曹ぞう司しよ。新統合政府全体の文化遺産みたいな家のプリンスが、なんでこんなところに……」

「先せん輩ぱい、知ってるんですか？」

「ファ、ファンなの。ううん、アルトくんじゃなくて、その、早乙女嵐蔵の。ステキでしょ、あのロマンスグレーとか、渋しぶい横顔とか……」

　少年のような中性的な美び貌ぼうを赤く染めて、モニカは照れて見せた。残る二人は、モニカがいわゆる親おや父じ趣味であることを知っているので、いちいち突つっ込んだりはしない。

「ま、お手並み拝見、ってとこね」

　なんにしても、見み栄ばえがいいのはよいことだ。あとは、見栄えに沿った実力があって、オペレーターに手間をかけさせないでくれれば、それでいい。

　それが彼女たちの暗あん黙もくの了りよう解かいであったから、話題はすぐに新入隊員のことから、クォーターの艦かん長ちようである謹きん厳げんなジェフリー・ワイルダーが、かつてサーファーとしてならした海の男である、という噂うわさの真しん偽ぎへと移った。
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「安全保障理事会にオブザーバー出席、か。たいそうなことになったものだな、うちも」

　ひどく座り心ごこ地ちのいい防ぼう弾だんリムジンの後部座席で、窮きゆう屈くつそうにオズマは身をよじった。

　だいたい、シートが広すぎる。そんな空間があれば、機体を軽量化するなりミサイルを積むなりやることがあるだろう、と考えるのが戦せん闘とう機き乗りだった。そのくせ、天てん井じようはふさがって、窓は狭せまいと来ている。おまけに空も飛べない。そんなものに乗らなければならないのは、始末に負えないことだ。

　いや、それはまだいい。入院先から引きずりだされたことも、給料のうちだと思えば許せたし、これ以上のムチャはいくらもしてきた。

　困こん惑わくするのは、隣となりに座っている美女だ。

　上品で優ゆう雅がで、教養のある、なんとも匂におい立つようなよい女士官ウエーブだった。

　素す直なおに喜べないのは、その女、キャサリン・グラスが現大統領の娘むすめであり、そしてオズマのかつての恋こい人びとだった、というその一事による。

（交際の件が外に漏もれた、って話は聞かないから、そういうこともある、か）

「Ｓ．Ｍ．Ｓは目下のところ、バジュラに対たい抗こうできる事実上唯ゆい一いつの戦力です。理事会は、少佐に期待しております」

　彼女もまた、つとめて事務的な口調を作ったのが、忌いま々いましかった。

「……期待してくれているなら、せいぜい大おお盤ばん振ぶる舞まいをしてくれよ」

　そう言うのが、関の山だった。
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　そして。

　ぬいぐるみに囲まれた日当たりのよい部屋で、ランカ・リーは一通の電子メールを書き上げていた。

　何度も見直して、何度もためらって。

　けれど、そのたびに、アルトの言葉が、シェリルの笑え顔がおが、背中を押してくれた。

（そうだよね。待ってたって、チャンスは来ないんだものね）

　なぜか頭をよぎったのは、シェリルを抱だいて飛ぶ、アルトの姿だった。

　うん、と言い聞かせるようにうなずく。

　がんばれ、とぬいぐるみたちが手を振った、そんな気がした。

　マウスを操あやつり、メールの送信ボタンをクリック。

　メールの件名には、〝ミス・マクロス出場願〟とあった。
















第４章　蟹キャン座サー～トライアングラー～







　十一年前。

　オズマ・リーは今の早乙女アルトと同じ年で、自分には怖こわいものなどない、とそう思っているパイロットだった。

　退たい屈くつな任務のはずだった。

　移民船団に先行し、惑わく星せいや星系調査を行う第１１７調査船団、旧式のマクロス級〝Ｂ．Ｊ．グローバル〟の護衛。

　機体は最新型のＶＦ-ナイトメ１７１アプラス、同どう僚りようたちはいずれ劣おとらぬ精せい鋭えい揃ぞろい。十倍のゼントラーディが襲おそってきても、何するものか、と思っていた。

　そんなことは、なかった。

　突とつ如じよとして襲しゆう来らいしたあの蟲むし、バジュラたちの前には、最さい新しん鋭えいの戦技マニューバも、超ちよう高機動ミサイルも、熱ねつ核かくバーストエンジンの加速も、冗じよう談だんのように無力だった。

　友が、師が、後こう輩はいが、まるで暴風の中散っていく花びらのように、宇宙の深しん淵えんに飲まれて消えていった。

　それでもオズマは戦った。

　ミサイルが尽つきれば機き関かん砲ほうで、機関砲が撃うち尽くされればレーザーで、レーザー砲ほう身しんが焼き切れれば格かく闘とうで、ひたすらに戦って、戦って、戦い抜ぬいた。

　なぜそこまでして戦ったのか、と問われれば、オズマは、

「目の前で理り不ふ尽じんに死んでいく人がいれば、戦わねばならんだろう」

　としか言えない。

　生命が断たち切られるのは無む惨ざんなことで、それは断ち切られた人が善人であるとか悪人であるとか、美しいとか醜みにくいとか、そんなこととは何の関かかわりもなく、ただ、悲しいのだ。

〝Ｂ．Ｊ．グローバル〟の巨きよ大だいな艦かん影えいが炎ほのおの中に没ぼつし、その中にいた何万もの民間人が、艦と運命を共にした。

　どれほど気高く戦っても、ひとりの働きで、ひとりの熱情で、戦局を変えることなどはできない。

　慟どう哭こくはただ、大気を震ふるわせる波にすぎず、そのようなものが、マシーンに力を与あたえて、空を埋うめ尽くすバジュラの群れをなぎ払はらう力を与えてくれるようなことは、映画やアニメの中ではありえることであっても、現実には、ない。

　だから、バジュラの襲しゆう撃げきからたったひとり生き残って、記き憶おくを失った緑の髪かみの少女、ランカを、オズマは兄として育てようと決めた。

　それが彼の戦いだった。

　そうして、

「バジュラどもも、そしてバジュラを利用しようとする輩やからにも、これ以上理不尽な死を広げさせない」

　そう、決めた。

　それから、十一年が経たった。
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　十一年が経って、オズマが知ったのは、妹の膂りよ力りよくが、文化包丁を投げてモルタルの壁かべに突つき刺さすことができるほどに育っている、ということであった。

　包丁の一いち撃げきをギリギリで回かい避ひしたオズマの顔面を、サラダボウルが直ちよく撃げきする。

「お兄ちゃんのバカッ！」

　怒おこっていた。

　いつも気弱で、にこにこと笑って、ぬいぐるみが好きな引っ込み思案の妹は、激げき怒どしていた。

「バカとは何だっ！」

「バカバカバカバカバカ！」

　さらに、フォーク、カンヅメ、コースターが飛んで、オズマは必死にそれをサラダボウルではじき返した。

　次に飛んできたのは、なぜかキッチンに置いてあった小ぶりの信楽しがらき焼のタヌキで、これはサラダボウルを捨てて、必死に受け止めた。あの戦いから一週間ほどしか経っておらず、未いまだ現げん役えき復帰を許されていない体が、十キロ近いタヌキの重量を支えかねて、痛んだ。

「お前をあのお嬢じよう様さま学校に入れるために、どれだけ苦労したと思ってるんだ！　それをミス・マクロスだと!?　おかげで停学だ！」

　自分が妹のミス・マクロス特別審しん査さ員いん賞を、Ｓ．Ｍ．Ｓの隊員全員に宣伝したおしたことはすべて棚たな上あげして、信楽焼を抱かかえた撃げき墜つい王は、歌手になりたいという妹を翻ほん意いさせるべく、熱弁を振るった。

「頼たのんだ訳じゃないもん！　私、歌手になりたいのっ！」

「寝ね言ごとも大たい概がいにしろ！　これまでみたいに、趣しゆ味みでレッスンをやってたのとは違ちがう！　人前に出る仕事なんだ！　お前みたいな引っ込み思案に歌手なんかできっこない！」

「バカ─────ッッ！」

　ゼントラーディの血がもたらす恐おそるべき肺活量で、涙なみだ目めのランカは、窓ガラスが震えるほどに叫さけんだ。

　叫んで、手当たり次し第だいに、そこにあったものを投げて、投げて、投げた。

　嵐あらしのような投とう擲てき攻こう撃げきが終わった後には、ランカの姿は、なかった。

　その姿を走り出してでも追おう、としなかったのは、オズマの心に、理由のない戸と惑まどいがあったからだ。

　その戸惑いの正体が、妹がひとりの人間として自分の道を選び始めていることへの当とう惑わくだ、と理解するには、もう少しの時間が必要となる。
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「なるほど、この娘むすめがコードＱ１とはね」

　この船にコードＱ１、あるいはランカ・リー、あるいは彼女がもっとも愛しまた憎にくんだ女、蘭雪ランシエの娘がいることは推測していても、その画像をシェリルを護衛していたブレラ・スターンが捕ほ捉そくしたのは望外のことだったから、グレイス・オコナーは電脳サイバー空間スペースで瞳ひとみを細めた。

　無論、比ひ喩ゆ的な意味である。

　フォールド通信によって構築された疑ぎ似じ意識による電脳サイバー空間スペースは、ギャラクシーの星間ネットが築き上げた巨大な情報の海だ。その海の中にたゆたう意識に、人の形、アバターを与えているのは、ただそうしたほうが意識が自己を認にん識しきしやすい、という事情でしかない。

　予想以上にバジュラ襲しゆう撃げきから得られたデータは広こう汎はんで、また、解決しなければならない命題もシェリルのことにせよ、他ほかのことごとにせよ膨ぼう大だいであったから、さしあたり〝Ｑ１〟のことを後回しにせざるを得なかったが、この結果が得られれば、上々だった。

「それにしても、まさかあのシェリルが、私より先にＱ１、ランカに接せつ触しよくするなんてね」

　グリフィス・パークの丘おかで歌うランカとシェリルの姿を、ブレラの機き装そう化された瞳はたしかに捉とらえていた。

「アイモ、か」

　忌いま々いましく、また懐なつかしい歌だった。

　シェリル、ランカ、そしてグレイスをつなぐ、見えざるトライアングラーを構成する糸。

　あの星に響ひびいた、蘭雪ランシエの歌声。

　みずからの研究の果てにあるのが、歌、という定量化しがたくまた情じよう緒ちよ的な存在であることについて、グレイスが何かを考えないわけではなかったが、そんな思考ノイズに拘こう泥でいするつもりはなかった。

　ナノセカンドほど考えて、ブレラ・スターン少しよう佐さを呼び出す。

　ランカの監かん視しと護衛を命じた彼女の脳に、昏くらい喜びの微び粒りゆう子しが混じった。
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　体が、水を吸った綿のように重かった。

　美星学園の校舎裏で、体操服姿のアルトは、軍用マニュアルと格かく闘とうを続けていた。

　バルキリーの操縦免めん許きよは軍用機も含ふくめて共通だったから、それについての問題はなかったが、軍人、としての訓練はまるで別のもので、美星の学生としての生活に加えてのしかかるＳ．Ｍ．Ｓの激げき烈れつなトレーニングは、アルトの体を幾いく度どとなく床ゆかにたたきつけ、汗あせと涙と血ち反へ吐どの海へと沈しずめた。

「くそ……ミシェルの野や郎ろう、稽けい古この加減ってものを知らねえ……」

　それでも、毎日のように訓練に出続け、学校をサボったりもしないのは、つまり、彼が誠実な人間であるからだ。そして何より、あのミシェルのまなざしを見た以上は、そこからも逃にげるわけにはいかなかった。

「ちょっと」

「……見てろ……いつか必ずあいつを模も擬ぎ戦で撃墜してやる……」

「ちょっと」

「十三回もおごらされたメシの借りは、必ず返してやるぜ……！」

「ちょっと！」

「うわっ！」

　ぎゅ、とやわらかい何かが背中に押しつけられたことに気がつき、そしてそれが女性の乳ち房ぶさである、と悟さとって、アルトは赤面して、狼ろう狽ばいして、混乱した。

「まったく！　この銀河であたしが呼んでるのに気がつかない人間なんて、あんただけよ！」

「シェ、シェリル!?」

　そして、そこに立っているのが、あの〝銀河の妖よう精せい〟と気がつけば、さらに焦あせりもした。当然だ。いつでもシェリル・ノームは突とつ然ぜんすぎた。

「い、一体何をしにきたんだ!?」

　胸の動どう悸きは隠かくしようもなかった。演技しているつもりだったが、小学校の学芸会でももっとうまくやる、としか言いようがない。

「イヤリングよ、イヤリング」

「イヤリング？」

「ほら」

　胸の谷間を強調するように前まえ屈かがみになって、シェリルは右耳からぶら下がった、紫むらさきとも青ともつかぬ不思議な色のイヤリングを見せた。が、そのイヤリングがあるのは片耳だけで、左の耳にはそれがない。

「あんたと飛んだときに、外れちゃったのよ。さ、出して」

「心当たりはないんだが……」

「ないじゃ済まされないわよ！　あれ、大切なものなんだから！　それに、今日中に見つけないと、困るのよ！　ギャラクシーに戻もどるまでの間に、取れるオフは今日だけなんだもの！」

　まくしたてる少女の瞳ひとみは、真しん剣けんだった。

　国家予算規模の富を持っているであろうシェリルであっても、思い出のこもった品をなくせば、悲しいだろう、ということはわかる。

　だから、アルトはタメ息をひとつついて、

「わかった、探してやるよ」

　と答えた。
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　妹が自立しようとしている、という戸と惑まどいのさなかに呼び出しをかけてくる臨時安全保障委員会の政治屋どもには殺意がわいたが、スポンサーに逆らうことはできなかったから、オズマは車中で携けい帯たい端たん末まつを手にして、己おのれの権力を我が欲よくのために振ふるっていた。

「そうだ！　とにかくランカを見つけろ。いいな！　命令だ！　理由!?　鉄てつ砲ぽうを持った軍人には逆らわないほうが身のためだぞ！」

「また……妹さん？」

　隣となりに座るキャシーが、どこかうらやましそうな顔をした。

「ああ。まったく、こんな時にミス・マクロスだなんぞと……」

「私も、準ミス・マクロスだったんだけど」

「それは今の、おまえの軍歴とは関係ないんじゃないのか、キャサリン・グラス中ちゆう尉い」

「────そうね」

　それくらい、私のことも気にかけてくれたらよかったのに、とキャシーの唇くちびるが動いたが、オズマは聞こえないことにした。

　所しよ詮せん、無ぶ頼らいのパイロットと、年下の大統領令れい嬢じようなどは釣つり合うものではなかったのだから、彼女の思いを切り捨ててやることが、男の優やさしさである、とオズマは考えて、あるいは思い上がっていた。
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「ダメだ。担当が今日は非番らしい」

　携帯端末を手に、アルトはかぶりを振った。

　美星学園の裏庭である。

　シェリルが人目についてはまずい、と、普ふ段だんは入るもののない林に引き込んで話をしていたのだが、見方によってはこれは歴然とした逢あい引きである。が、それに気づかぬのがアルトという少年の、少年たるゆえんであった。

「まったく……あんたのＥＸギアにない、ってことはＳ．Ｍ．Ｓのバルキリーに入ってるってことでしょう？　端末貸しなさいよ。あたしが担当と話を、なんならオーナーとでも話をするわ。シェリル・ノームだ、って言えば……」

「ヤメろって！　明日には出社してくるから、オレが話をつけて、必ず届ける！」

　アルトの顔が青くなった。

　冗じよう談だんではない。シェリル・ノームが来れば、それはもちろん全社をあげてイヤリングを探してくれるだろうが、その結果として新入社員であるアルトは、その責任を間ま違ちがいなく問われてしまうだろう。

　保身と言われればその通りなのだが、自分の夢であるパイロット、そして、自分の見つけた正義のために戦いたい、という思いをこんなことで壊こわされてはたまらない。

「わかった」

　ぷぅ、とほっぺたを膨ふくらませて、シェリルは一応、納なつ得とくをした。

「じゃ、これはカタに預かっておくわね」

「な────！」

　その手には、アルトがいつも胸から提さげている、お守りの袋ふくろがあった。スリさながらの手しゆ腕わんである。いかに疲ひ労ろうしていたとはいえ、訓練された役者であるアルトに、触ふれた指すら気づかせない、手練てだれの技わざであった。

「おい、返せ！」

「じゃ、取れば？」

　ひょい、とシェリルはその胸の谷間にお守りをしまって、挑ちよう発はつするように、そのバストを揺ゆらして見せた。

「ひ、卑ひ怯きような──！」

　そのゆるやかで、ふんわりとした量感ある乳ち房ぶさを直視もできず、さりとて視線を離はなすこともならず、アルトは困こん惑わくした。

　といって、困惑といっても不快なわけではなく、ある意味では大変喜ばしいともいえる、そのような困惑であった。思春期の男子なら誰だれでもが通過する、ほほえましい感情である。

「あは、やっぱり手が出ないんだ」

　シェリルはウィンクして、アルトの形のよい鼻先に、指を突つきつけた。

「返してあげてもいいけど──その代わり、条件があるわ」
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「なんでオレがお前の観光案内なんかしなきゃいけないんだ！」

　生まれて初めて授業をサボるハメになって、早乙女アルトは怒おこっていた。親友であるミシェルなど、日常的にサボっているし、単位さえ取っていれば文句も言われない学校なのだが、それとこれとは別であった。

　サングラスのシェリルと制服姿で歩く街は、場ば違ちがいな時間と、隣となりに女の子がいる、という慣れない状じよう況きようから、まるで知らない景色に見えた。

「愚ぐ問もんね」

　一方、シェリルは観光客そのものだ。

　何か見たことのないものを見つけるたびに、追いかけ回して、アルトを質問攻ぜめにして、また次の好こう奇きの対象へと移っていく。

「あたしが観光したい、なんて言ってみなさいよ。あっというまに観光局の役人だの、テレビ局だのが一個大隊は押しかけてくるわ。行きたいところには行けやしないし、見たいものだって見れやしない。そんなのはもうウンザリよ。あたしは、インスピレーションを刺し激げきしてくれるものが見たいだけ」

「だから、なんでオレなんだ！」

「さあね」

　シェリルはあはは、と笑った。

　自分をシェリル・ノームとして扱あつかわない、唯ゆい一いつの人間だからだ、と口に出して言わないのが、彼女の意地っ張りなところである。

「まったく……！　オレは授業中で……！」

　そこまで言ったところで、胸むな元もとの端たん末まつが鳴った。

「ちょっと待て！　電話だ！」

「はいはい、ご自由に」

　垣かき根ねの上でごろごろしている、惑わく星せいエデン産の翼猫ヒユドラが珍めずらしくてたまらないらしく、シェリルはまったく寛かん容ようだった。

　コールの主はミシェル。これまた、こんなタイミングで電話してくるような男ではなかった。

「どうした？　会社の件か？」

「そうといえばそうだ。お前、今ランカちゃんと一いつ緒しよじゃないか？」

「ランカ!?　いや、そんなことはないが……」

「じゃあ誰と一緒なんだ。ルカの奴やつが、お前が女連れで校舎を出るところを見かけた、って言うんでな」

　ミシェルの声には、からかいの微び粒りゆう子しが含ふくまれていた。

「だ、誰でもいいだろ!?　だいたい、なんでランカなんだよ！」

「シスコン隊長の話じゃさ、ランカちゃん、停学喰くらって家を飛び出ちまったらしいんだ。ほら、例のミス・マクロスの件でさ」

「停学!?　ったく、何やってんだ、アイツは……。わかった、見かけたら──」

　電話が無む理り矢や理り切れたのは、シェリルが手を伸のばして、切断ボタンを押してしまったからだ。

「何だよ!?」

　が、アルトの詰きつ問もんへの答えは、予想外極きわまるものだった。

「彼女への言い訳？」

「は!?」

　そのようなことは考えたこともなかったから、アルトは、大いに慌あわてた。

「ランカちゃん、ってあの丘おかで歌ってた娘こでしょ？　あなたたち、付き合ってるんじゃないの？」

「付き合……って、違ちがう！」

「……へえ、違うんだ」

　値ね踏ぶみするように、サングラスの奥の瞳ひとみがいたずらっぽく輝かがやいた。

「ああ、断じて違う」

　そうまでして否定することはなかろう、というほどの勢いで、アルトは交際を否定した。そういう関係を男女の間に持ち込むことは不純だ、と考える潔けつ癖ぺきさが、アルトにはあった。

「……それよりお前、なんでランカの思い出の歌のこと、知ってるんだ？」

「フフ」

　ひどく面おも白しろそうに、シェリルが笑った。それは、アルトという少年がまだ知らない、おんなそのものの笑えみだった。

「やっぱり、気になるんだ。あの娘のこと」

「ちがう！」

　何が違うのか、アルトにもわからなかったが、とにかく違うのだ。

「ふぅん」

　なぜか嬉うれしそうにほほえんで、シェリルは妖よう精せいさながらにくるん、と半回転。

「あの歌のこと、教えて欲しいんなら、なおさら付き合ってもらうわよ！」

　駆かけ出す。

　その背中には、見えない妖精の羽根が生えているのではないかと思えるほどに、軽かろやかに。
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　ミシェル・ブランは色事師であるし、またそのことを自認している少年であった。

　彼は、女たちを愛していたし、女たちも彼を愛していた。

　幼い頃ころから軍歴にあり、平和に暮らす人々、たとえばアルトなどのような人間が知らないところで、彼は人、この場合は知的種族を地球人もゼントラーディも問わずに殺し続けてきた。

　それは正当な戦いであり、武器を持たない人間を殺したことはない、とミシェルは確信している。彼は無差別に爆ばく撃げきを行なったり、ＡＩ兵器のボタンを押すだけの人間ではなく、狙そ撃げき手、みずからの意志でターゲットスコープに対象を捉とらえて引き金を引くプロフェッショナルであったから、その誇ほこりも当然である、といえた。

　が、そうした生き様のもたらす乾かわきは、重く澱おりのように心に溜たまっていくものであったから、ミシェルの命は、ほかのいのちとのふれあいを必要としていて、それがつまり、美しい女たちであった。

　そして彼は自分が不実な生き方をしているな、と自覚はしていたから、女たちにも、幼なじみで成長の時を止めてしまったクラン・クランにも一定限度より踏ふみ込ませることは、しなかった。

　そうした生き方に狂くるいが生じつつある、と感じたのは、

（あいつに会ってからだ）

　と、わかる。

　あいつとは無論、早乙女アルト、という少年である。

　早乙女アルトは一いち陣じんの風のように、彼の前に現われた。

　芸能コースの超ちようエリート、歌か舞ぶ伎きの御おん曹ぞう司しから航宙コースに転科してきた変わり者。

　最初は、実のところ、見てくればかりいいおぼっちゃんの気まぐれだと思っていた。家がおもしろくなくて逃にげてくるような、金持ちのぼんぼんに現実を教えてやろう、と思った時期もある。

　今でも、アルトが美星学園にいるのは、逃げだとミシェルは感じている。

（あいつは、自分の本ほん性しようを偽いつわっている）

　それが役者である、ということなのかどうかはともかく、少なくとも今のアルトは、アルトにふさわしい生き方をしているようには見えない、とミシェルは考えていた。だから、自分の流りゆう儀ぎを曲げて突つっかかりもしたし、何かと面めん倒どうを見てしまいもする。

　そして、少なくとも一年の間、転科してきてからずっと、アルトが努力を重ねてきたことはミシェルも認めている。もう、美星学園には教官も含ふくめて、アルトより正確に飛べる人間はミシェル以外に存在していないのだから。

　そうして、アルトと付き合うことは、金色の髪かみをした少年の人生をも、変え始めていた。

　そうでなければ、

「ランカちゃん、どうしたの？」

　と、美星の校門で、おそらくはアルトを待っているのであろうランカの面倒を見たりは、しない。たとえ隊長、オズマの妹であっても、プライベートと仕事は別だ、と考えていたはずだ。

「あ、ミシェルくん！」

「アルトでなくて悪かったね」

　実際、ランカの目がいつもアルトを探していることに気がついていないのは、空ばかり見ているあの少年だけなのだ。

　それがわかっていたから、ミシェルは紳しん士しとしての義務を果たすことに決めた。どうせ、年下は彼の守しゆ備び範はん囲いから完全に外れているのだ。
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（まいったな──）

　携帯端末には、

『アルトくん、助けて！　私、ミス・マクロスのことバレて、停学になっちゃったの。お兄ちゃんは石頭のガチンゴチンで、歌手なんて絶対ダメだって言うし……。でも、あきらめたくないの！　お願い、相談に乗って！』

　というメッセージがあったが、ランカの端末はといえば、通話回線を受け付ける気配がない。ランカ自身が度たび重なる兄からの呼び出しに閉口して回線を切ってしまったからなのだが、そんなことはアルトにわかるものでもない。

（ネットにつながって、メッセンジャーソフトでも起動してくれればいいんだろうが……閲えつ覧らんできる環かん境きようにいないんだろうな）

「ちょっと！」

　シェリルがアルトの袖そでを引いて、アルトは自分がサンフランシスコの雑ざつ踏とうの中、横断歩道の真ん中に取り残されそうになっていることに気がついた。

「あんた、あたしのガイドでしょ!?　ちゃんとやんなさいよ、ちゃんと！」

「す、すまん」

　クラクションを鳴らす車の列をよけて、美しく整備されたアーケードの下に逃げ込む。

　見上げた空には、ビル一面を埋うめ尽つくす、シェリルの巨きよ大だいなホログラフ広告が映し出されていた。

「どうしたのよ、何か珍めずらしいものでもあるの？」

　それを珍しいと感じない人間、すなわち本人はすましたものだ。

「いや……お前、本当に売れっ子なんだな」

「悪いけど、銀河系でそれを知らないのはあんただけよ、早乙女アルト」

　愉ゆ快かいそうに、シェリルは笑った。何が愉快なのか、アルトにはよくわからなかったけれど。

「……芸能界からは足を洗ったんでな」

　そう答えて、アルトは自分から喋しやべってしまったことを後こう悔かいした。素人しろうとであっても同業者であっても、一度素す性じようが知れると、これまでとは同じつきあいをしてくれないというのがアルトの苦い記き憶おくだった。その意味では、アルトの前歴を知っても、バカに付き合ってくれるミシェルやランカですら、役者であることを知れば、対応は違ちがったのだから、同じことであるとも言える。

　が、シェリルの反応は、アルトの予想にはないものだった。

「ふぅん……そっか。やっぱり、そうなんだ」

「やっぱり？」

「飛び方とか、反応とか見ればわかるわよ。あんたが昔、プロだったくらいのことはね。あたしを見くびらないで」

　伸のばした指でアルトのおでこを弾はじく、シェリル。少年の顔が赤くなるのを見て、歌うた姫ひめがころころと笑う。

「まったく──」

　いずれにせよ、話題を変えるべきだった。お互たがいの素性について、公衆の面前で語り合うのはよろしくない。どちらにしても注目を引くべきではない立場なのは事実なのだから。

「そういえば」

「ン？」

「イヤリングをオレが持ってる、ってなんでわかったんだ？」

　実際、なくす機会はこう言ってよければいくらもあった。それを、一いつ介かいの高校生である自分に絞しぼってくるのは、不思議としか言えなかった。

「ああ。グレイスの──うちのマネージャーの視覚インプラントに録画されてたのよ」

「脳改造インプ技術ラント？　それ、違い法ほうだろ」

「あら、マクロス・ギャラクシーじゃ普ふ通つうよ。インプラントしてなきゃ、まともに就職だってできやしないわ。フロンティアだって、他星系でインプラントした人間の入国を認めてないわけじゃないし」

「いつのまにそんなことになってたんだ……？」

「ン？」

　ウィンドウショッピングをエンジョイしていたシェリルの視線が、不思議そうにアルトの横顔を見つめた。それは、どこかかつての記憶を反はん芻すうしているようでもあった。

「あなた、ギャラクシー船団に来たことあるの？」

「ああ、ガキの頃ころに……ちょっとな」

　歌か舞ぶ伎きの公演で、とは言わなかった。

　それが、パイロットとして見られたい、という子供っぽい見み栄えのためなのか、シェリルの広告に続いて映った、当代一の歌舞伎役者、早乙女嵐蔵の姿を見てしまったからなのかはわからない。

「……やっぱりね」

「え？」

「フフ」

　妖よう精せいと呼ばれる少女は、曖あい昧まいなごまかし笑いを浮うかべた。

　ああ、まずいことを言ってしまったな、話題を変えたいな、という微び妙みような笑え顔がおさえ、一いつ幅ぷくの絵画のように美しく、大輪の薔ば薇らのようにあでやかなのが、シェリル・ノームであった。

「あの頃とは違うわ。今は、整形もサイボーグも何でもありよ」

　そう言って、走り出す。目の前を走る路面電車に乗りたくなったのだ。乗りたくなったから、行動する。たとえそこが停留所でなくてもかまわない。

　そういう少女である、とわかってきたから、アルトも文句を言わずに、追うことにした。
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　サンフランシスコはご丁てい寧ねいに名物の長い坂道まで再現してあったから、路面電車は庶しよ民みんの足として必要不可欠なものといえた。

　クラシックな茶色の路面電車は、道路に埋まい設せつされたケーブルにいわばつかまるようにして移動している。正しくは、路面ケーブルカー、というべきものだ。

　走っている路面電車に乗り込んでしまう不届き者、たとえば今のアルトやシェリルのようなお調子者による事故は絶えることがなかったが、乗り込む自由、慌あわてて降りる自由を制限すべきではない、という観点から、それを阻そ止しする条例も、乗り込ませないための防護ドアも存在していない。人の自主性と自立こそ、マクロス・フロンティアのフロンティアたる所以ゆえんだった。

　目を輝かがやかせて、流れていく景色を眺ながめるシェリル。その背中を抱だくような姿勢で、追いついたアルトが少し、息をつく。

（くそ──この程度のダッシュで息があがってるのは、トレーニングが足りてない証しよう拠こだ──いくら、Ｓ．Ｍ．Ｓの訓練でバテてるからって、情けねえ……）

「でもね、アルト」

　シェリルがふっ、と蠱こ惑わく的にほほえんだ。そのほほえみが、腕の中にシェリルのやわらかい肌はだ身みがあるのだ、と想像させて、アルトを当とう惑わくさせる。

「あたしは違うわ。ぜーんぶ、生まれたままよ」

「生まれた、まま？」

「そ。それも、ウリのひとつだもの。声帯も、肺活量も、脳も機械化されてないあたしが、最高の歌を歌う。それが〝銀河の妖精〟シェリル・ノームなのよ」

　路面電車が、坂のひとつを登り切った。

　視界の向こうに、大きく広がる海が見える。

　海の向こうには、きらきらと輝く環かん境きよう船の光。そのさらに先には、かすかに星の輝きが見える。

　ハイエンド・サイバーテックもなく、全住民がコンピュータに接続されているわけでもなく、ひどくゆるやかなケーブルカーで移動しなければならない、古くてアナクロで遅おそい街ではあったけれど。

　そこには、ギャラクシーのバーチャル・リアリティでは感じることのできない、生命の息い吹ぶきと、青い海と、青い空とがあった。
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「イヤッたらイヤ！　絶対私はお兄ちゃんのところになんか戻もどらない！　戻らないったら、戻らないんだから！」

　ランカ・リーという少女が、十一年前にオズマが救い出した記き憶おく喪そう失しつの少女で、血のつながりなどないことは、ミシェルもよく知っている。

　が、一度決めたら動かないこのガンコさは間ま違ちがいなくオズマのものだ、と感じさせるほどで、血は水より濃こいばかりではないのだな、と思わせるものがあった。

「だけど、隊長──じゃない、お兄さんはすごく心配して──って、どこ行くの！」

「どこだっていいでしょ！」

　ランカはミシェルの言葉にも、もはや聞く耳を持たないようだった。

　完全に頭に血が上っている。

　ずんずんと大おお股また開きで決意を込めて、そしてその実何も考えずに歩いているのは間違いなかった。

「これだから、お子様は……」

　だが、一度声をかけてしまった以上、放ほうっていくわけにはいかなかった。

「待ってよ、ランカちゃん！」

　その背中を追って歩き出したミシェルの背中に、一いつ瞬しゆん、気配のようなものがあった。

（────なんだ？　誰だれかがオレを見ている？）

　だが、視線であるにしては、それはあまりにも無機質に過ぎたので、ミシェルはバジュラの襲しゆう撃げき以来、街のあちこちに増設されている監かん視しカメラの類たぐいだろう、と判断して忘れた。

（まさか、こんな町中で無人偵てい察さつドローンでもあるまいし……。だいたい、オレ個人を狙ねらうテロリストは考えられない。パラノイアだな、まったく。職業病だ）

　まあ、狙っている養護教きよう諭ゆのミス・クローデルを落とすきっかけとして、パラノイアのカウンセリング、というのは悪くないかもな、と心のメモに留めて、ミシェルは視線のことを忘れた。

　だから、ワンブロックも向こうから、機械化された望遠視野と、光学迷めい彩さいによるカモフラージュでランカを監視しているブレラ・スターンのことに、彼が気づくよしもなかった。
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　環境船のひとつ、アイランド３は観光・農業用に作られた、もっとも人気のあるアイランドのひとつである。

　そこには人造のものであっても、森があり、草原があり、温暖な日差しがあって、第一次星間大戦で焼かれる前の地球とは、このようなものであったのだろう、と想像させる力があった。

　その森の中を、レンタルした一人乗りのジャイロバイク、車輪のついた台座にハンドルがついただけの簡素な電気自動車に乗ったシェリルとアルトが、進んでいく。

「すごい！」

　降り注ぐのは、鳥の歌声。

　木こ漏もれ日がきらきらと、まるで水すい晶しようの雨のようにシェリルを包み込む。

　緑の葉が、風に揺ゆれてさやさやとそよぎ、そのたびに新しい音と匂においとが、世界に生まれていく。

　小さなリスが、こぼれた木の実を追って走っていく。

　どこかで、蛇へびがあくびをする。

　だが、その世界の中でも、シェリルは常に中心にいた。

　決してそれは、アルトの思い込みではない。

　映画の中で主演女優がカメラ・フレームの中心にいるように、シェリルはごく自然に、その景色のすべてを自分の美しさを引き立たせるための道具と変えてしまうのである。

　それは、天性の〝華はな〟であるとしか言いようがない。
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　なぜ、と言われてもアルトにも、シェリル自身にもわからぬであろう。

　天が別して愛した存在なのだ。天が、シェリルの美を定めてしまったから、それは仕方がないことなのだ。

「本物の鳥や、森がこんなに広がってるなんて……まるで不思議の国ね」

「不思議の国、か」

　アルトもアイランド３の美しさは認めるところだったが、シェリルほどにはしゃぐことはもう、できなかった。彼に取っては、見慣れた景色なのだ。

「オレはこんな人工の森でこんなにはしゃげるお前のほうがよっぽど不思議だよ」

「あら、こんな程度で人工の森、って言われたら心外ね。ギャラクシーのクローム・フォレストを見たら目を回すんじゃない？」

「なんだそりゃ」

「何にもない、ただのでっかいドームよ。全身スーツを着て入るの。潜せん水すい夫ふが着るウェットスーツみたいなやつ」

「ウェットスーツ？」

「そう。で、ゴーグルに森の景色を映すのよ。映像の中の木や花に触さわれば、同じだけの圧力フィードバックがスーツにかかって、触ってるように感じられるの。合成フィトンチッドで森林浴だって楽しめるわ。インプラントを入れてるなら、そのスーツだっていらないのよ」

　ひどくグロテスクだな、とアルトは思った。他国の文化をどうこう言うのは悪いことだ、と教わってはいたが、それにしても、現実の木々ではなくて、そこまで手間をかけて虚きよ構こうの森を生み出すことには、何かしら不健康なものを感じてしまうのは、事実だった。

　それは彼が女おんな形がた、男でありながら女の役を演じる特とく殊しゆな俳優であったことに起因する嫌けん悪おであったかも、しれなかった。

「だからあたしに言わせれば、こんなの全然人プラス工チツクじゃないってこと！　だってここには、命も、匂いも、でこぼこも、見えにくいものもなんだってあるんだもん！」

「おい、バカッ、前っ！」

「えっ!?」

　よそ見をしたシェリルが、まさにでこぼこに乗り上げて、大きくバランスを崩くずした。

　フォローに入ろうとしたアルトは、大きく体勢を崩したシェリルに巻き込まれ、もろともに草の茂しげった斜しや面めんを転がっていく。

　少年と少女のシルエットが、重なった。
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　目を開けると、ホットパンツ姿のシェリルのふとももがあった。

　それが何を意味するのか考えるより先に、跳はね起きる。

　が、そうして視線をあげれば、そこにはシェリルのはだけかかった乳ち房ぶさのラインがあって、もはやアルトはどうしていいかわからなかった。

「う……ん」

　シェリルのまぶたが、ゆっくりと開く。

　アルトは自分がどうするべきなのか、まるでわからないままでいた。教わったことは誰だれより上手にこなせても、未体験の事象に一いつ切さい戸と惑まどわないでいられるほど、彼は大人ではなかった。

　だから、悲鳴とともに放たれたシェリルの拳こぶしを浴びるまで、自分がシェリルを押し倒たおすような姿勢になっていることにも、気がつかないままでいた。

「何すんのよ、この変態！」

「何をするの、じゃない！　落ち着いて周りを見ろ！」

　殴なぐられると、少し頭が冷えた。

　ふたりのいた森の遊歩道ははるか視界の上にあって、坂を転がり落ちてしまったのだ、とわかった。眼前にはきらきらした湖が広がって、陽光を照り返している。

「あっ……そっか……」

　それはシェリルも同じようで、少し困った、少し照れくさいような顔になる。

「また……助けてくれたんだ……」

　アルトにそのつもりはなく、ただ無我夢中だっただけだが、結果として、アルトが割って入ったことでクッションになり、それが彼女の盾たてになったことは、事実だった。

「じっとしてろ」

　ひどく美しい手を伸のばして、アルトはシェリルの手に、前まえ触ぶれもなく口づけた。

「え、な、何する気!?」

　舞ぶ台たいでセクシーな衣装を惜おしげもなく披ひ露ろうしているとは思えないほど、シェリルは戸惑って、体を固くした。

　アルトの唇くちびるが、強く、シェリルの肌はだを吸う。

（ア……ケガ、してるんだ、あたし……）

　軽く痛みがあって、シェリルは転がった時に、口づけられた部分をすりむくか何かしたのだ、とわかった。

　鮮せん血けつを吸い出すと、アルトは手て際ぎわよく絆ばん創そう膏こうを取り出して、傷口に貼り付けた。

「お前、ろくに自然物のないギャラクシーから来たばっかりだろう？　こっちの細さい菌きんに免めん疫えきがない可能性はあるからな。こいつは軍用のやつだから、既き知ち星系のほとんどの雑ざつ菌きんに対応できる」

　傷口に貼はられると、バイオ素材の絆創膏は肌に溶とけ込むように透とう明めいになった。もう、傷口さえ見えない。かつて巨きよ人じん族ゼントラーディが使っていた医い療りようキットの一種だった。

「……ずいぶん、用意がいいわね」

「稽けい古こ……訓練中は生傷なんか日常茶さ飯はん事じだからな。どんな時でも応急キットは持ち歩くようにしてる。壁かべ一枚向こうは真空の地じ獄ごくなんだから、腹だけはくくっとけってのが、うちの隊長の口くち癖ぐせでさ」

「────Ｓ．Ｍ．Ｓって軍隊なの？」

「違ちがうさ」

　やっとシェリルから身を離はなして、アルトは空を見上げた。つられて、シェリルもすぐ隣となりの草むらに座って、空を見上げる。

「オレは軍は嫌きらいだ。なんでも命令に従えってのは性に合わない」

「なるほどね、民間軍事会社、ってやつか」

「知ってるのか？」

「まあね。ギャラクシーじゃ軍も警察も、親会社の……ゼネラル・ギャラクシーの子会社だもの。おなじみよ。金さえもらえばどんな危険でも冒おかす、ってあれ」

「別に金のためにやってるんじゃない！」

「あら、お金は大事よ」

　シェリルは少年の潔けつ癖ぺき主義を笑った。

「メソポタミアの昔から、常に芸術にはスポンサーが必要だったんだもの。芸術活動に専念するためには、お金が必要になるわ。コンディションを整えるのにも、ディスクをプレスするのにも、衣装を買うのにも、優ゆう秀しゆうなスタッフをそろえるのにもね。情熱ややる気や工く夫ふうでカバーできる部分には限界がある。あたしは自分が、シャトルを買えるくらいのお金を持っていることを不当だとは思わないわ。あたしが儲もうけてるから、あたしみたいになろう、って新人が出てきて、それが歌を豊かにするんだもの。ステキな歌を歌う歌手が報むくわれない世界のほうが、変よ」

　そういう感覚は、世せ襲しゆうの家に生まれて、何不自由なく育ったアルトからは出てこないものだったから、アルトは少し、己おのれを恥はじた。

「いーじゃない」

　その深刻な顔を、シェリルの指がつん、とつつく。

「お互たがいプロなんだもん。あたしは歌うプロで、アルトは戦いのプロ。お互い、お金のために、誇ほこりを持って仕事をしてる。そうでしょ？　ガッコに行きながら仕事するなんて、たいしたもんじゃないの」

「どうせなら」

　微び苦く笑しようをしてたちあがり、アルトはゆるやかに舞まった。その動きは、彼が生まれてから積み上げてきた早乙女の家の芸だったが、そのことをアルトが意識することはない。それが幸福かどうかはわからなかったが、その美しさは、シェリルに息を飲ませるほどのものがあった。

　その腕うでは翼つばさのように広がり、彼の背中に見えない一いつ対ついの翼を幻げん視しさせた。かつて地球という星にあったという、どこまでも続く空を思い起こさせる、輝かがやきがあった。

「空を飛ぶプロ、と言って欲しいな」

　入隊から一月もたっていないのに何を言っているのか、とオズマやミシェルが聞いたら苦笑するところだったろうが、本人はいたって真しん剣けんだった。自分をプロである、と認にん識しきするところからプロは始まるのだから、それ自体は、間ま違ちがっていない。

「空、か」

「ああ。オレはいつか、大気のある星に行って……本物の空を飛ぶんだ」

「大気のある星か。きっと、もっといろんな匂においがするんでしょうね……」

　そうして、その舞まいにあわせて、シェリルの唇からは歌が零こぼれ出す。

「アイモ、アーイモ……」

　その歌声が、空に溶けていく。

　空に溶けて、風になる。

　歌いながら、シェリルは靴くつとソックスとを脱ぬいで、湖へと入ってゆく。

　水面が揺ゆらぎ、水の輪が広がる。

　ひざまで心ここ地ちのよい水に浸つかりながら、やがて、シェリルはイヤリングに触ふれて歌い終えた。

「この歌はね。あたしの亡なくなった母がいつも歌っていた歌なの」

「────」

「母の母……あたしのおばあちゃんがどこかの惑わく星せいで聞いた、運命の歌、なんですって。あたしも初めて会ったわ。この広い銀河の中で、あたしに教わったんでなしに〝アイモ〟を歌える子なんて。インタビューでもディスクでも、収録したこともコメントしたこともないのに」

「まさか、十一年前の事件と関係しているのか!?」

「事件？」

「い、いや、なんでもない」

　怪け訝げんな顔をされたのに気がついて、アルトは言葉を止め、シェリルもそれ以上追及しなかった。

「あの娘この歌……いい響ひびきだったわ」

「……ああ」

「可愛かわいいんだけど、なんかちょっと悲しいっていうか……ひとりぼっちで、そう……人間っていうより、鳥とか森に聞かせてるっていうか……」

「よくわかるんだな、あいつのこと」

　そう言ったのは、つまり、アルトも同じ見解であったからだ。

「フフ……そりゃ、プロだもの。歌に込められた気持ちくらい、読み取れるわ。あれだけ情感を乗せられるアマチュアって、そうはいないけどね」

「そうだな。ランカの歌には、気持ちがこもってる。心根、性しよう根こんだな……」

「そしてあの娘、ランカちゃんは」

　一いつ拍ぱくを置いて、シェリルは真剣な顔になった。

「アルト、あなたの事が大好き」

「お、おい……そんな訳は……」

「──────」

　アルトが言いよどんだのは、シェリルが真しん摯しな瞳ひとみで見つめているからだけではなかった。自分でも正視できない、まとまらない感情が心の奥底にあった。
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「Ｑ１は現在、アイランドワンよりアイランド３へ移動中」

　その報告をインプラント通信で受けて、グレイスは思わず、巧たくまずして存在する、意味のある偶ぐう然ぜんに歓かん喜きしそうになった。

　偶然は結び合わされ易えきを構成する、とはかつての心理学者、ユングの言葉であったが、巨きよ大だいな無意識の海が、運命という非科学的な言葉を現出させるのには、快感があった。

　人は、情報というボタンが関係性の糸によって連結されて星座を描えがくことに快感を覚える生命体であり、それは脳以外を機械としたグレイスにとっても、例外ではない。

「了りよう解かい。ブレラ、アイランド３にはすでにフェアリー９がいるわ。事態がどう転ぶかはわからない。状じよう況きよう次し第だいでは、現場の判断にゆだねます」

「了ヤー・解ヴオール」

　そして、そこにブレラ・スターンというボタンを加え、その糸の意味を自分だけが知っている、という事実に、グレイスはさらなる快感を覚えた。

　ボタンと糸を操あやつってゲームマスターを気取る彼女に、自分もまた、ボタンのひとつであるという客観的な認識は、ない。それが、情報と教養とを、知ち恵えと取り違ちがえてしまった人の不幸だった。
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　同刻。

　アイランド３、異星生物研究所。

　そこは、森と湖にへだてられ、一見すればサナトリウムか何かのように見える施し設せつだった。マスコミに取り上げられることもなく、与あたえられた予算だけを食いつぶす、退たい屈くつな施設。

　が、そこで行なわれているのは、大統領の指揮による極ごく秘ひの研究であった。

　安全保障理事会の会合と聞いて連れ出されたのがそういう場所であったことは、オズマだけでなく、引率のキャシーにとっても意外だったらしく、そのことがオズマに、この一件が壮そう大だいな諜ちよう報ほう戦の一いつ環かんであることを教えた。

（政府はＳ．Ｍ．Ｓにすべての情報を公開しちゃいない……当たり前か。いくらオーナーが多額の金を大統領に投資しているといっても、政府ってのは、己おのれの中に己以外の権力機構、己と同等の情報を保持する存在を根源的に忌き避ひする存在だからな……）

　巨大なカプセル、シャッターが下ろされて内部が確かく認にんできないゼントラーディを収められるほどのカプセルを前に得意満面で話しているのは、大統領補ほ佐さ官、レオン・三島とかいう若造で、その周囲を取り巻いているのは政治家と官かん僚りよう、それに何人かの科学者だった。

「今より十九年前に、初めてその存在が確認された重機甲生命体──この中には、第１１７調査船団の生き残りとして遭そう遇ぐうしたかたもいらっしゃいますね」

　人の古傷に土足で踏ふみ込んで、あまつさえ気の利きいたことを言ったつもりでいるこの若い男を、オズマは無条件で嫌きらいになることに決めた。

「まずは、これをごらんください」

　ホログラフィック・スクリーンに、バジュラとわかる、無む惨ざんな死し骸がいがあった。一同が、息を飲む。

「オレたちが仕留めた死骸を、こんなところに隠かくして解かい剖ぼうしていたとはな……」

「死骸、と呼ぶのがふさわしいかどうかは議論が必要でしょうね」

　レオンはオズマの怒いかりを、鼻で笑い飛ばし、画面をバジュラの分ぶん析せき結果に切り替かえた。

「外がい殻かくは、ＶＦ-１７１をしのぐエネルギー転てん換かん装そう甲こう。単体でフォールド可能であり、ミサイル・チャフ様の器官を体内で暫ざん時じ生産し続ける。特とく殊しゆな電磁パルスによってコンピュータシステムに介かい入にゆうし、ＡＩ・ミサイルのハッキングが可能。単体戦力は、少なく見積もっても、ＶＦ-１７１の五倍」

　ざわめきが起きた。

　当然だ。

　人口一千万のフロンティア船団において、無人戦せん闘とう機きによる迎げい撃げきは人的損害を減らすための要かなめだ。それがハッキングによって通用せず、有人機五機を投入して、バジュラ一いつ匹ぴきしか殺せないのでは、帳ちよう尻じりが合わない。

　キャシーも含ふくめて、この場で動どう揺ようしていないのは、オズマとレオンだけだった。

「そして、さらに驚おどろくべきことに」

　レオンはその動揺を心ここ地ちよさげに受け取って、芝しば居いがかった身み振ぶりで、満場を見み渡わたした。

（早く本題に入れ、阿あ呆ほう）

　オズマだけが、不ふ機き嫌げんにレオンを見み据すえる。Ｓ．Ｍ．Ｓには、いや、オズマにはそんなことは十一年前からわかっていたことだ。わかっていなかったのは、たかが蟲むしと侮あなどっていた軍部と政治屋どもだけだ。

　が、その後の言葉は、オズマをも動揺させた。

「さらに驚くべきことには、それを制せい御ぎよするための脳が存在していないのです！……もちろん、脳に該がい当とうする主要神経節はありますが、その機能は、脳と呼べるほどのものではありません」

「神経のはしご状ネットワークそのものが、脳機能を代行している可能性は？」

　そう言ったのは、キャシーだった。

「その可能性もあります、グラス中ちゆう尉い。ですが、現実性は低いと言わざるをえません。この巨きよ体たいを制御するだけで、神経は手て一いつ杯ぱいだと考えられます」

「それじゃあ……一体、彼らは何によって動いているの？」

「第一には、まったく本能によって行動する生物である可能性。この場合、彼らの行動は単なる反射であると考えられます。おそらく我々を知覚さえしていないでしょう。歌を含め、あらゆるコミュニケーションは不可能、ということになります」

「もうひとつの可能性は？」

「彼らが、そもそも作らデザインれた・ビー生命イングである可能性です」

「生物兵器！」

「ええ。プロトカルチャー時代には幾いく度ども試作されてきました。量産型昆こん虫ちゆう兵器、爬は虫ちゆう類るい型駆く逐ちく兵器、文明監かん視し装置〝鳥の人〟、そしてゼントラーディ」

「何か忘れちゃいないか、補佐官。人類もだぜ」

「それはあくまで仮説です。我々は、文化を持ち、魂たましいを持っている」

　レオンは差別意識を隠しもしなかったし、それを恥はじる様子もなかった。おそらく自分の発言が、ゼントラーディを妹に持つオズマを傷つけている、という想像力もないのだろう。

「そうして、お考えください。これが兵器だとして、我々を攻こう撃げきさせる理由があるとするなら、それは……そう、たとえばマクロス・ギャラクシーなどが考えられます」

「!!」

　満座に緊きん張ちようが走った。

　ギャラクシーとフロンティアは、離れた船団だが、大きな目で見れば同じ航路を取っている。銀河中心を目指すその航路は、すなわち航路上にある、宝石よりも貴重な地球型惑わく星せいをどちらが先に発見し、どちらが移民するか、というレースだ。

　新統合政府は、知性体がいない惑星の利権は開かい拓たく者に帰属する、と定めている。そのため、開拓者同士のレースが、内戦に発展する例も珍めずらしくなく、それは人類の活動圏けんが幾き何か級数的に発展するにつれて件数と規模を増していた。ギャラクシーがもし、フロンティアの航路上に惑星を発見でもしていたら、フロンティア船団ごと消してしまおうと考えたとしても、おかしくはない。

「それじゃあ、今回のシェリル・ノームの来らい艦かんにあわせて襲しゆう撃げきがあったのも……」

「ええ。偶ぐう然ぜん、と考えるのは、それこそ虫がよすぎます」

　オズマとキャシー、そして居並ぶＶＩＰたちが恐きよう怖ふするのを、レオンは楽しんでいた。己おのれの権力を、己の実力、オーラと勘かん違ちがいした男の、醜みにくい顔だった。
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　早乙女アルトには知らないことがたくさんある。

　その最たるものが、女の子、という別の種族であり、彼女たちのバイタリティというものの強さであった。

「お、おい！　まだ遊ぶつもりなのかよ！」

「何言ってるの。あたしはちゃんと約束通り、アイモのこと教えてあげたじゃない。あんたも、ちゃんと付き合うのよ！」

　ウィンクして、シェリルは観光コースおすすめ、というゼントラーディ・モール〝フォルモ〟へとアクセルをふかす。

「おい、また転ぶぞ！」

「その時は、またあんたが受け止めてくれればいいのよ！」

　一見すると単なるモールにしか見えないフォルモは、近づいていくとその巨きよ大だいさがわかる。モールの屋根はおそらく２００メートル以上の高さがあり、横よこ幅はばといえばどれだけかはわからない。

　マイクローン用の道と併へい設せつされ、バリアで防護された隣となりの歩道には、カジュアルな服を着た巨きよ人じんたちが、笑いさざめきながら歩いて行く。

「巨人の国……！」

　シェリルが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「すごい、すごいわ！　あたし、軍人さん以外の巨人ってはじめてよ！」

「アイランド３は、巨人化ゼントラーディの生活が認められてるからな。モールも、劇場も、学校もある」

　すべてのゼントラーディが、マイクローン、すなわち地球人サイズでの生活をよしとしたわけではない。巨人として生まれたのだから、巨人として暮らすべきだ、と考える人。農業や建築、船外作業に従事するため巨人であるほうが生活しやすい人。そして、遺伝子の問題から、そもそもマイクローンに適合しない人。

　そうした人々が、マイクローンと共存するための施し設せつが、フロンティア船団にはいくつもあって、〝フォルモ〟はその中でももっともメジャーなもののひとつだった。

「来た！　来たわよ、インスピレーションが！　これよ！　あたしはこういうのを求めていたの！」

「やめろっ、ばかっ、おいっ、飛ばしすぎだ！」

「言ったでしょ！　予測可能な人生なんて、面おも白しろくもなんともないでしょ！」

（まったく……）

　アルトにとってはなじみの場所でしかなかったが、観光客というのはそういうものであるのかもしれない。一度くらいは巡業の時に、自分の足で、自分で決めたルートで観光をすれば、アルトもこういう気持ちになれたのだろうか？

（ああ、でも……ランカに昔、お気に入りの場所だ、って連れてきてもらった時には、確かにワクワクしたような気もするな……）
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　そのランカ・リーは、怒いかり収まらず、無む鉄てつ砲ぽうに歩き続けた末に、ついにはまさにその〝フォルモ〟まで歩いてきていた。もちろん、途と中ちゆうは鉄リニア道チユーブを使っているわけだが、それにしてもゼントラ・クォーターの足は健けん脚きやくというほかなく、勢いでついて来たミシェルは、

（くそ、これなら無理にでもアルトを引きずり込むんだった……）

　といささかならず後こう悔かいした。

　いや、後悔はそれだけではない。

　モールの入り口で歌う、巨人の売れない演歌歌手。その後ろを通り過ぎていくのは、巨人化したクラン・クランとその同どう僚りようたちだった。

（まずい）

　ミシェルは色事師である。

　だが同時に、クラン・クランに対しては未いまだ制せい御ぎよしがたい複雑な感情を抱いだいており、彼女の前で別の女といる、という状態には罪悪感とも羞しゆう恥ち心しんともつかぬ想おもいがあった。

　いや、肉体関係があるのなら、まだいい。

　恋れん愛あい対象でもないランカを追い回して、あらぬ誤解を招くことだけは避さけねばならぬ。

（だが……）

　可変戦せん闘とう機きによる狙そ撃げきの要よう諦ていは、敵の未来位置予測にある。相手が一秒後に何キロメートル進んでいるかを予測し、そこに弾だん丸がんを送り込む技術が必要なのだ。

（後二十秒ってところか……）

　それだけたてば、クランの視界に、ランカが入る。

（やむを得ない、な）

「ランカちゃん！　わかったよ、僕の負けだ！　とりあえず休戦しよう！　お詫わびに、ソフトクリームおごるからさ！」

　まるで小学生のあしらいでエレガントさのかけらもなかったが、とにかくランカのお耳はぴくん！　と跳はねて、足を止めたから、ミシェルは戦果に満足をした。
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　カバ牛と呼ばれる巨大生物は、温おん厚こうな性格と非常に栄養価の高いミルクで知られており、フロンティア市民の健康を支えている。カバ牛のキャラメルやアイスクリーム、バターは船団の主要な輸出品でもあり、その小型デストロイドほどもある巨きよ体たいの世話は、巨人たちに一任されていた。

　そのミルクソフトはふんわりとしてコクがあり、それでいて乳にゆう脂し肪ぼうのしつこさがない、絶品としか言いようのない味だった。だが、ミシェルはその味に酔よいしれることはできなかった。

「これ食べたら帰ろうよ。隊長、本当に心配してるから」

「やだ！　お兄ちゃん、いつまでも私を子供扱あつかいするんだもん！　お兄ちゃんは好きなことやって、バルキリーに乗って戦ってるじゃない！　私だって歌を届けたいの！」

　はぁ、と大きなタメ息をつくと、ミシェルは、眼鏡の奥で押し殺していた情動を解放することにした。

（アルトといい、ランカちゃんといい、これだからお子様は）

「甘えるのもいい加減にしようね、ランカちゃん」

　温かく、優ゆう雅がで、しかし容よう赦しやのない一いち撃げきだった。

「……！」

「隊長がどんな思いで闘たたかってるか、知ろうともしないで、よく言うよね」

　口にすると、いらだちは噴ふん出しゆつした。なぜか、またアルトの顔がよぎった。

　クシャ、と食べ終えたコーンの包み紙を丸めて、10メートル向こうのゴミ箱に放ほうり込む。

「それに、隊長を説得できないからアルトや僕を頼たよる？──そんな覚かく悟ごで歌手になろうなんて、お笑いだよね」

「でも……」

「大体」

　ミシェルはこのさいだ、と腹をくくった。

　どうせ誰だれかが現実に直面させてやらなければならないのだ。

　そういう洗礼を受けずに、説教もされずに思い上がったエリート気取りの新米士官がどんな目に遭あうかは、ミシェルはよく知っている。芸能界でも、それは同じことだろう。

（そんなことを言うのは、オレの柄がらじゃないはずなんだがな……）

　自分が少年と呼ばれる年ではなくなりつつあることを、ミシェルは実感した。

「大体さ、ランカちゃん。人前で歌うことなんか、できるわけ？」

「できるよ！　ミス・マクロスの時だって、ちゃんとみんなの前で歌ったもの──マイクに頭はぶつけちゃったけど……」

「あのときは、ね。でも、たとえば今ここで歌える？　誰も君を見ようと──見るために来ていない、この場所で」

「──────」

「さっき、入り口で歌ってた人がいたよね。演歌を歌ってた、あのゼントラーディ。ランカちゃんも完全スルーしてたし、僕も聞いちゃいなかった。でも、あの人は歌ってた。ああいう覚悟は、キミにあるの？」

「私……」

　ランカの瞳ひとみに、じわ、と涙なみだがたまった。
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（こりゃダメだ）

　早乙女アルトは、そんなことは知らずに、女性用下着コーナーで途と方ほうに暮れていた。

　巨きよ人じんサイズのショーツを見るなり、突とつ然ぜん詩をひらめいたシェリルが、売り物のショーツに口紅で詩を書き始めてしまったのである。

　制止しようとする店員も、「あたしはシェリル・ノームよ！　この下着はもちろん買うし、なんなら他ほかのも全部買うわ！　だからジャマしたら反応弾だんたたき込むわよ！」と言われれば、黙だまった。たわごとではなく、本気でジャマをしたら誰であろうと生かして帰さない、という顔であった。

　そこには、さっきまで楽しそうに遊んだり、ホットドッグを食べたり、アルトを振ふり回していた女の子はもういない。ただ、一心不乱に己おのれの中にある詩神ミユーズを具現化させようとする女がひとりいるだけだ。

（親おや父じもそうだったな……）

　父、早乙女嵐蔵は端たん的てきに言えば芸の鬼おにであった。

　己が美と信じるもののためならば、妻も子も、必要とあれば法律も人じん倫りんさえも無視する、そのような男であった。だからアルトに取って父は、父であるという以前に芸の師であったし、父に取ってアルトは、みずからの美しい舞ぶ台たいを実現するための弟で子しであった。

　たまに家族だけの席であっても、嵐蔵は己の芸の工く夫ふうがついてしまえば、それがどこであろうともはやアルトを見ることはなかったし、アルトも幼い頃ころは、それが当然だ、と思っていた。

　そうして、同じ情熱は、今もアルトの中にある。手て慰なぐさみに折る、あの紙飛行機の形をして。

　だから、

「なんで人は、歌ったり、飛ぼうとしたり──果ては宇宙にまで出てこようとしてるんだろうな──」

　という独白は、シェリルにも、そして自分自身にも向けられた、ある意味では自己確かく認にんに似たものだった。

「バカね」

　詩を書き終えたシェリルが、嬉うれしそうに笑った。

「そうせずにはいられなかったからに決まってるじゃない。そうでしょ？」

（アア──）

　その言葉は、アルトの中につかえていた何かを、壊こわした。

　歌か舞ぶ伎きを捨てたこと──。

　戦争をすること──。

　目の前にあるパイロットへの道に飛びついたこと──。

　それらのひとつひとつが、他人にとって正しいかどうかは、わからない。ミシェルの問いに本当に答えられたかどうか、自信はない。

　それでも。

　紙飛行機を、投げ上げる。

「飛ばずには……いられない！──か！」




　　　　＊




　ランカ・リーは雑ざつ踏とうの中にいた。

　たったひとり、歌おう、という姿勢を見せたまではよかったが、それ以上の勇気は、なかった。

　誰だれも彼もが楽しそうで、ランカの泣きそうな顔などには、気がつきもしない。

　ふっ、と空を見上げた。

　白い鳥が一羽、飛んでいると見えた。

（紙飛行機──？）

　そう、それはたったひとつの紙飛行機。

　小さな紙が、風に乗って空を飛ぶ、その姿。

　前も後ろも横も全部の人が、ランカを見ていなかったとしても。そこにある翼つばさだけは、いつも輝かがやいているのだ、と。

　そう、信じられた。

　だから。

　すうっ、と息を吸い込む。

　マイクに変形させた生体バイオ端末セルラーを握にぎりしめる。

　そうだ。

　あの時死んでいった人たちのことを、思え。

　無念の中で、夢をかなえられず、虚こ空くうに散った魂たましいを、思え。

　自分は生きている。

　ここに生きている。

　だから、生きている夢を伝えたい。

　明日死んでしまうかも知れないから。

　次の放課後にはもう会えないかもしれないから。

　歌声が、響ひびき渡わたる。

　蒼そう天てんへと、響き渡る。

　果てしなく、響き渡る。

　それは、連なって、波になる。

　波はハーモニーになって、こだまする。

　世界が拡大して、連なって、輝いて、そうして。

　伝説が、はじまる。




　　　　＊




　その歌は、最初誰にも聞こえなかった。

　たぶん、誰かが何かのはずみ、たとえばカバ牛のキャラメルを買うとか、試供品のスターライト納なつ豆とうに手を伸のばすとか、そういうことをしたときに、耳の端はしに聞こえた程度だったのだろう。

　だが、聞こえ始めた歌は、形になって、像を結んだ。

　足を止める人が、次し第だいに増えていった。

　誰かが、歌声に合わせてリズムを踏ふんだ。

　誰かが、調子っぱずれの口笛を吹ふいた。

　誰かが、手にした楽器で即そつ興きようの伴ばん奏そうをつけた。

　誰かはもう、誰かではなくなっていた。

　そこにいる人々すべてが、聴ちよう衆しゆうだった。

　遠くのブースから、駆かけ寄ってくる人さえいた。

　巨きよ人じんも、マイクローンも、同じ歌を聴きいていた。

　同じ歌が、生まれた星も、受け継ついだ遺伝子も違ちがう人たちを、ひとつにしていた。

　ひとつの波だった。

　ひとつの世界だった。

　ひとつの銀河だった。

　ランカ・リーはその中心にいた。人々はすべて星だった。星は取り巻いて、銀河になって、その円運動の中心にあるのが、ランカの歌だった。

　それは、果てしなく広がる空の記き憶おく。

　永遠とも思えるほどに連なる、碧みどりの丘おか。

　その丘に吹く風の思い出。

　白い翼の与あたえてくれた、勇気。

　熱ねつ狂きようが、渦うずを巻いた。




　　　　＊




「あれは……ランカか！」

「ほら、ね」

　シェリルは我が意を得たり、とほほえんだ。ほほえんで、ランカを見る目が、少し変わった。

「出てくる娘こは、勝手に出てくるのよ。そういうものよ」

　そう。

　そこにはもう、自分の可愛かわいいファンを見るシェリルはもういない。

　いるのは、このライバルにどう勝つか、どう闘たたかうか、それを考えるひとりの歌手であった。




　　　　＊




「フォールドウェーブを確かく認にん。Ｑ１です」

　ブレラの報告は、グレイス・オコナーを満足させた。〝クィーン〟の因子が、〝フェアリー〟と共鳴することで発現するという彼女の仮説が裏付けられたのだ。

　が、その歌声は、グレイスの記憶野のどこか、断だん片ぺん化されて修復できないメモリーの一部に奇き妙みような感かん慨がいを起こさせた。

（あの丘……か）




　　　　＊




　同刻。

　異星生物研究所では、異変が起きていた。

　ズシン！

　防護カプセルが派手に揺ゆれ、内部のバジュラの死し骸がいが、確かに動いた。

　アラートが鳴り響ひびく。

　人々が、恐きよう怖ふに我を忘れる。

　当然だ。死体が動くなど、ありえぬことだ。

「きゃあああっっ！」

　倒たおれそうになったキャシーを支え、オズマはどうやらこの状じよう況きようで冷静に判断できるのは自分だけだ、と気づいた。

「補ほ佐さ官！　エマージェンシーを起動させろ！　今すぐだ！　右のパネル！」

　懲ちよう罰ばつは覚かく悟ごしていたが、レオンとやらも、恐怖で対応できないでいたのだから、下っ腹に力を入れて号令をかけるのが、軍人というものだった。

（首ひとつですむなら安いもんだ）

「起動！」

　幸い、三島も、エリートと呼ばれるだけのことはあった。

　動どう揺ようをしまって、みずからの指し紋もんでエマージェンシーボタンを起動させ、そのスイッチを叩たたく。

　シャッターが跳はね上がり、防護カプセルを覆おおう。

　カプセルの底面、すなわち環かん境きよう艦かんの底が爆ばく破はされ、宇宙に吸い出されたカプセルが、大量の高性能火薬で今度こそ吹ふき飛んだ。

「何な故ぜ……いったい、何故、バジュラが生命活動を……」

　聞きたいのはこっちだ、という言葉を、オズマは必死で飲み込んだ。




　　　　＊




「すごかった。正直、驚おどろいたよ」

　ミシェルの言葉は、本心だった。

　歌えるだけでも予想外だったのに、これだけの人を集められたのは、奇き跡せきだった。遺い憾かんながら、自分のほうが彼女を見くびっていたのだ、と思わざるを得なかった。

「……アルトくんの、おかげなの」

「はぁ……」

　あいつがねえ、と言いかけたところで、ミシェルの目は、見慣れた黒い髪かみの少年を見つけていた。

「お、噂うわさをすれば……」

「え？」

　ランカの視線も、それを追う。

　が、ランカはその隣となりにシェリルがいるのに気がついて、その大きな目を、まんまるにした。

「シェリル……さん？」




　　　　＊




「ありがとう、楽しかったわ」

　シェリルは、素直にお守りを返してくれた。

「意外だな。礼を言われるなんて」

「うるさいわね。滅めつ多たにないんだから、ありがたがりなさい」

　理り屈くつになっているのかいないのかよくわからなかったが、謝意は伝わったので、それは嬉うれしく思えた。

「さて、あの娘にアイモのこと、ちゃんと聞いてみたいけど、そろそろ行かなくっちゃ」

「もう、ギャラクシーに帰るのか？」

「まさか。こないだのライブ、メチャメチャになっちゃったから、改めて会場を押さえてリベンジするまで、フロンティアにとどまるつもり。今度はもっともっと、すごいステージにするわよ。チケット、ランカちゃんの分とあわせて贈おくるわ」

「それまでには、イヤリング、必ず探して持って行くよ」

「…………ン」

　一いつ瞬しゆん、シェリルの頰ほおに、躊ちゆう躇ちよと狼ろう狽ばいのような表情が浮うかんだ。その表情は読み取れても、アルトには、その奥にある心までは、読み取れない。

　だから、次に起きることを予測できなかったのは、彼が反応できなかったからだ。物理的身体は反応できても、心が、それを裏切った。

「待ってるわ、アルト」

　キス。

　その頰に触ふれる、やわらかく、温かい唇くちびるの感かん触しよく。

　すぐに離はなれるそれまでが、永遠に思える。

「じゃあね！」

　顔を真っ赤にしてかけ去っていくシェリル。

　頰を思わず、撫なでる。

　思わず意味もなく振ふり向いて、ランカと目が合う。

「アルト、くん……」

「ラン、カ……？」




　　　　＊




　ショックを受けているのは、わかった。

　何故ショックを受けているのか、わかるようでわからなかった。仮定は無数に成立したが、どれが真の解なのか、わからなかった。どれもが悲観的にも、自己中心的にも考えられた。

　とにかくランカが目に涙なみだをためていることは確かで、その後ろでミシェルがほっこりした顔をしているのも、事実だった。

　おそらく────

　あと二秒沈ちん黙もくが続いていれば、あるいは、お互たがいの関係には何か、決定的な何かがもたらされただろう。

　だが、そうはならなかった。

　それが歴史の妙みよう、あるいは男女の妙、というべきである。

「お、お嬢じようさん！」

　まったく突とつ然ぜんに、その男は現われた。

　黄色ともカーキ色ともつかぬヨレたワイシャツに、風ふ呂ろ敷しきのようなショール。パナマ帽ぼうをかぶって、潜せん水すい夫ふのような丸メガネ。

　どこからどうみても〝ギョーカイ人〟であるとわかる、そのような男であった。

（ゼントラン……マイクローン、だが……）

「お嬢さんっ！」

　男は、猛もう然ぜんと駆かけ寄るとランカの手を握にぎった。

「あなたこそ、私が探し求めていた運命の歌うた姫ひめ！」

　握った手を離すと、大おお慌あわてで名刺を取り出す。

　何がなにやらわからなかった。ミシェルなどは露ろ骨こつに、何かやらかしたら殴なぐってやろう、という顔をした。

「私のところで、デビューしませんかッ!?」

「デビューって？」

「あなたの歌で世界を変えるんです！」

「え……!?」

　もう、ランカの目には涙はなかった。

　そう、それは始まりだった。

　目の前にある、夢への門だった。

　ランカがその門の扉とびらに手をかけるのを、アルトは本当に嬉しく思った。

（そうだ、オレも────。今度こそ、自分で選んだ自分の夢を──！）
















第５章　獅子座レオ～ラブ・イズ・ライク・ア・ドッグファイト～







　かつて、戦争があった。

　第一次星間大戦において、絶望的な戦力差を覆くつがえしたのは、超ちよう時空要よう塞さいマクロスでも、可変戦せん闘とう機きバルキリーでもない。

　歌、であった。

　マクロスに乗り合わせていた、たったひとりの少女が歌った、どこにでもある、当たり前のラブソング。

　それが、巨きよ人じんたちの心を動かし、戦いしか知らないゼントラーディと、地球人類の和平の道を開いた。

　それが文化の力だと、歌の起こした奇き跡せきだと、人々は信じた。

　少女の名はリン・ミンメイ。

　その伝説を夢見て、少女たちは今日も、ステージに立つ。




　　　　＊




　夢が叶かなう、ということは、夢見ていたころとは違ちがう。

　自分が夢見たステージにいる、と胸を躍おどらせていられるのはせいぜい一日か二日で、あとはすぐ、それが日常になって、慣れもするし、つらくもなる。

　早乙女アルトにとってのＳ．Ｍ．Ｓは、まさにそういう場所だった。

　格かく闘とう訓練でたたきのめされ、飛行シミユ訓練レーターでボロボロに打ちのめされ、基き礎そ訓練で血ち反へ吐どを吐はかされ、それでも学校には出席せねばならない。

　ミシェルなどは陰かげで、「今になっても投げ出さないのはたいした物だ」と称しよう賛さんしていたが、そんなことを面と向かって言ってやるほど親切な者もない。

　結果、いつものように終電ギリギリになって、Ｓ．Ｍ．Ｓのビルから這はい出すように出てくることになった。

「……ったく、いつになったらメサイアで飛べるんだ？」

「何度も言わせるな。ＶＦ-25は試験運用中の新型で、ホイホイ乗り回していいものじゃない。お前の腕うではともかく、まだここぞって時に気持ちがブレるのがダメなんだよ」

「……！」

　アルトは反論しようとしたが、ミシェルの指し摘てきは事実だったから、口をつぐんだ。

　どうしても、ヒートアップすると頭にアドレナリンが回って、ここぞという時に冷静さが維い持じできなくなるのだ。今日のシミュレーターでも、五回中四回まで、そのパターンでミシェルに撃げき墜ついされていた。

（舞ぶ台たいとは、違うな……）

　舞台の上では、どれだけでも冷静でいられる。己おのれの役に入り込んで、それを己のものにすることができる。だが、命のやりとり、空戦の場においては、芸には存在しない闘とう争そう本能が介かい在ざいし、脳内にカッ、と熱く血が燃える。その経験は、これまでのアルトにはないものだったから、学ばねばならないことはわかった。

「まぁまぁ、もうすぐ乗れますよ、アルト先せん輩ぱい」

「もうすぐ、もうすぐって、娘々の出前じゃあるまいし……」

「お、噂うわさをすれば娘々」

　ミシェルが、ゲートの向こう街路樹の下の人ひと影かげを指さした。

「ン？──ランカ!?」

　街灯の細い光に照らされて、所在なげに立っているのは、確かにランカだった。

「行ってやれよ。誤解を解くチャンスだぞ」

　ミシェルが笑って、アルトの背中を押した。




　　　　＊




「策士ですね、ミシェル先輩」

「何がだ？」

　アルトを送り出した段階で、ミシェルとルカは地下街に入るルートに消えている。当然だ。小学生のおつかいではあるまいし、そのままついていく筋合いはない。というより、同どう僚りようの逢あい引きについていくような酔すい狂きような趣しゆ味みはない。

「ランカさんにアルト先輩の帰る時間、メールしたんじゃないんですか？　タイミングよすぎますよ」

「……さあな。ま、ここでお互たがいの関係を整理しておくのは悪くない。モチベーション的な意味でもな」

「なるほど」

「ところで、策士と言えば、お前、余計なことを言いそうになったな」

「あ、あれは早まりました。すいません」

　ぺろっ、とルカは赤い舌を出してわびた。

「アルトのＶＦ-25を準備してる話は、まだするな、って隊長に言われてるだろ。ここで浮うわついても、あいつのためにならないぞ」

「ごめんなさい。パック対応のＡＩが組み上がったのが嬉うれしくって」

「……あんな複雑なシステム、空戦で使えるのか？」

「運用テストは去年からやってますから、問題にはならないですよ。ＬＡＩうちの技術力は、信じてください」

「そっちは信じてるよ。ただ、使うのは、あいつだからな」

「────過保護すぎますよ、ミシェル先輩」

「そうか？　オレは厳しくしてるつもりだぞ」

「……そうですか」

「そうだ」




　　　　＊




　ひさしぶりに会ったランカが、無言で背を向けて歩き出してしまったので、アルトは嫌きらわれてしまったのか、と思った。

　シェリルのキスの一件から、メールの一通も届いていない。アルトのほうから連れん絡らくをしようかとも思ったが、気がつけば時が流れている、というのが現状だった。

　走り出すでもなく、といって歩調を緩ゆるめるでもなく、ただ、夜の道を歩くランカ。

（とにかく、何か話さないと……）

　だが、舞台の上ではいくらも連ねのセリフが出てきても、現実の世界では別だった。当然のことだが、そこには脚きやく本ほんはなかったから、すべてアドリブで進めるしかなかった。

「あ……ええと、全然連絡できなくて、ごめん……Ｓ．Ｍ．Ｓの訓練……が思ったよりハードで……」

（何を言ってるんだ。これはただの言い訳じゃないか）

　ランカは何も答えない。交差点の角を曲がって、商店街のほうへと入っていく。

（話題だ、話題を変えろ）

「そ、そうだ。ルカから聞いたけど、お前、デビューしたんだってな。よくあの石頭の隊長……お兄様が許してくれたよな」

　だが、やはりランカは答えない。聞こえているのかいないのか、暗い街角に、車のヘッドライトの照り返しによるシルエットだけを残して、歩いて行く。

　その背中を、アルトは押しとどめたい、と感じたが、そうすることがどうしてもできない。

（言い方がよくないのか……？　それとも語り口か……!?）

「で、歌手になってどうだ？　レッスン厳しくないか？」

（いや、これも何か違ちがわないか？　厳しくない稽けい古こがあるのか？　どう言えば、心配しているというのをわかってもらえるんだ？）

　思えば、舞ぶ台たいを降りてから、アルトがいつも感じていたのはこの戸と惑まどいだった。

　かつては、自分が何を語るべきなのか、どう振ふる舞まうべきなのかは、体にたたき込まれていた。与あたえられた正解を口にしていれば、それでよかった。今は違う。無む軌き道どうな現実という舞台の上では、早乙女アルトという天才であっても、饒じよう舌ぜつであり続けることは困難だった。

「で、お前、どんな歌を歌ってるんだ？　今度ちゃんと聞かせてくれないか？」

（よし、これだ）

　関係修復のためには、彼が考え得うるベストの発言、のつもりだった。

　が、ランカはそれにも答えない。代わりに、唐とう突とつに銀河コンビニ〝ファミリーマート〟のドアをくぐっただけのことだ。

「お、おい！」

　アルトも、それに続く。

　不意に、聞き覚えのある声がした。

　それは確かに、ランカの歌だった。

　けれど歌っているのは、ランカではなかった。コンビニの店内のスピーカーから、確かにランカの歌が聞こえていた。

「ありがとう」

　くるん、と不意にランカが振り向いた。

「アルトくんのおかげだよ」

「え？」

「アルトくんが背中を押してくれたから、私も飛べたんだ」

　自然体で笑って、ポーズを取るランカ。その背中には、同じポーズをしたランカの吊つりポスターがあって、アルトはやっと、ランカがデビューをしたのだ、ということを実感した。

「このＣＭソング。今日からオンエアなの。まだ、アイランドワン、サンフランシスコと渋しぶ谷やのお店だけだけど、好評だったら、フロンティア全店で流してくれるんだって」

　後ろのポスターには、『ファミリーマート・銀河百万店記念キャンペーン』とあった。よほど大口のタイアップなのだろう。ベクタープロモーションという事務所に聞き覚えはなかったが、社長は相当なやり手だと見えた。

「すごいじゃないか、ランカ！」

「なんだか、自分の歌が街中で聞こえるって、ちょっとくすぐったい感じだね……」

「いや、いい声だよ。すぐ慣れるさ」

（すぐに、自分の話題が芸能誌に出なかったら不安になるようになる）

　とは言わないくらいの分別がアルトにもあった。どうせ、すぐわかることだ。その時には自分が支えてやれる、というくらいには、アルトにも男の意地もある。

（それよりも）

「あ……えーと、ランカ……こないだの……」

「待って」

　いたずらっぽく、ランカはアルトの唇くちびるを指で押さえた。

「もうひとつ、重大発表があるんだけど」

　すっ、と体を寄せる。

　甘い匂におい。

　ほんの少し前まで、ただの友達だと思っていた女の子の、ひどく細い肩かたと、腰こし。

　ふわっ、とした緑の髪かみ。

　唇が、耳元に寄せられる。

「あのね……」
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「わかりました。ええ。バンローズ機関にはそのように。ええ。わかっています。内ない政せい干かん渉しようにあたらない範はん囲いで。……ええ。はい。惑わく星せいダッハンの反政府軍へ飛行隊を派は遣けんする件は、パッケージγで行なう旨むね、オーナーの了りよう承しようを得ています。その件とバーターということで……。ええ。では、そのように」

　ふぅ、とタメ息をついて、オズマは凝こった肩をほぐすように二、三度ストレッチをした。

「諜ちよう報ほう活動というのも、大変だな」

　さして広くもない隊長室の隅すみっこで、おそらくは永遠に着ることがないであろう大人向けのマイクローン・ファッション雑誌を読んでいたクラン・クランが顔を上げた。

　もっとも、遊びに来ているわけではない。

　彼女のもう一つの顔は、異星ゼノバ生物イオロ学者ジストであり、美星に在ざい籍せきしながらすでに博士号を有する、きわめて優ゆう秀しゆうな研究者であった。

「で、どうなんだ、クラン」

「……資料をもっとよこせ、と政府に伝えてくれ。あいつらは私たちにバジュラに対処させたいのか、バジュラの情報を知られたくないのかどっちなんだ」

「両方だろうさ」

　そう言って、オズマはデスクに山積みされた『天あつ晴ぱれにんじん』のプルタブを開いて、喉のどに流し込んだ。ランカがプロモーションをやっている、というだけの理由で、問屋から箱で買い入れたものだ。ゆくゆくはＳ．Ｍ．Ｓの自じ販はん機きや社員食堂にも備え付けるべく、オズマは暗あん闘とうを続けていたが、多た忙ぼうに追われてはかばかしくはなかった。

「前回の戦せん闘とうで、バジュラの体内からフォールドクォーツが採取できることは確かく認にんされた。これは仮説だが、連中はフォールドコールやフォールドカーボンといった超ちよう次元物質を集めて、体内で精製していると考えられる」

　クランはファッション誌のホロ・データをしまって、いくつかのホロ・データを中空に投とう影えいした。

「そんな生物がありえるのか？」

「単体フォールドする生物は何件か前例がある。惑星ゾラの銀河クジラがそうだし……伝説のプロトデビルンもそうだ」

　プロトデビルン、という言葉には、わずかなおびえがあった。かつて、精神生命体として無数のゼントラーディを支配した、恐おそるべき敵として、クランたちの遺伝子に刻まれているのだ。が、そのプロトデビルンもまた、ひとりのロックシンガーの歌によって人類と和解し、この宇宙を去った。

「銀河クジラの場合は星間物質からフォールドコールを集めて、体内にフォールド機関を精製していると思われるが……バジュラの場合、手段はより直接的と考えるべきだな」

「直接的？」

「忘れたのか」

　クランは出来の悪い生徒をしかるように、指を振ふった。

「バルキリーの反応炉ろ、船団のフォールド機関、都市のエネルギー炉、星間ネットワークの基地局、人工重力発生装置、ＥＸギアの推進システム……それらに使われているのは、なんだ」

「……フォールドカーボン反応素子！」

「そうだ。連中がミツバチなら、我々はさしずめ巨きよ大だいなレンゲ畑、ということになる」

「連中が狙ねらってくるのは、人類の文明そのものか……！」

　スチール缶かんをオズマは握にぎりつぶした。

　つまり、バジュラが繁はん殖しよくを続ければ、人類の文明そのものが、彼らの捕ほ食しよく対象になるかもしれない、ということだ。

「ゼントラーディも監かん察さつ軍も、銀河中心領域ではほとんど活動していない。その理由は、おそらくこれだな」

「……だとすればなおさら、バジュラの母星を叩たたいて、その行動を停止させる他ほかないか……」

「蜂はちや蟻ありのような生命体なら、クィーンが存在するはずだからな。脳はなくても、司し令れい塔とうはある。それが失われれば活動は停止する……。１１７調査船団のドクター・マオ・ノーム、その論文の受け売りだが」

「なるほど……」

　ノーム、という名前を脳内のメモにしまって、オズマは少し話題を変えた。

「逆にだ……フォールドカーボンを使って、連中を誘ゆう導どうすることはできないのか？」

「連中がどうフォールド物質を認識しているかは、謎なぞでな。それがあるので、さっさとすべての情報をよこせ、と言ったんだが……集団で狩かりをする以上、なんらかのプロトコルでコミュニケーションをしていると考えられる。が……正直、お手上げだ」

「今のところは対たい症しよう療りよう法ほうしかない、か」

「不毛なマラソンだな、まったく。我々はそれでもかまわないが、地球人は大変だろう」

　ニヤリ、とそこだけは戦士の顔になって、クランは立ち上がった。

「さて、そろそろ帰る。明日の『地球少女クリシュナ』の録画を忘れたので、それだけはすませてから寝ねないとな」
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　マクロス・クォーター。

　それはＳ．Ｍ．Ｓ本社ビルに直結された、全長四百メートルクラスの空母である。

　決して、大きな艦かんではない。標準的なグァンタナモ級宇宙空母と同程度で、フリゲート艦よりは大きい、という程度のものだ。ゼントラーディが使用する戦艦には四千メートル級が珍めずらしくないから、小型の空母、とさえ言える。

　その艦の、二本のクチバシのように突つき出したカタパルトに、深しん紅くのバルキリーがあった。

　ＶＦ-25ではない。

　もっと小さく、ずんぐりとして、箱に羽根が生えたようなフォルムの古めかしい機体だった。

　機体の名は、ＶＦ-１。

〝バルキリー〟の名を冠かんされた、史上初の実用型可変戦闘機である。

「エンジェル１よりコントロールへ。発進許可願います」

　そのコクピットに響ひびいたのは、誰だれあろう、ランカの声であった。

「こちらコントロール。ＩＦＦ、リンク確認。星間粒りゆう子しレベル、ポイント１・８。彗すい星せい群、方位１‐ワン・11イレブン‐４・フオーから、想定コースで移動中。エリア・タンゴのアステロイドベルトに注意せよ」
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「了りよう解かい」

　計器やペダルをチェック。高機動スラスターが、多目的フラップが、二次元ベクタードノズルが、ランカのコントロールに応こたえて小気味よく動く。

「オールシステム、グリーン」

「電磁カタパルト展開。発進５秒前。５、４、３、２、１、発進O-G LOVE！」

　打ち出される、深紅のバルキリー。

　そのシートで、ランカはＧに必死に耐たえる。

　やがて、初期加速が終わって噴ふん射しやが切れ、慣性飛行に入るとＧは落ち着いて、ランカのヘルメットをかぶっていない髪かみが、フワリ、と浮ういた。

「ＯＫです！　さすがです、ランカさん！　Ｇに耐える必死な姿、とってもキュートです！」

　そう言ったのは、併行してフライトする、ＶＥ-１〝エリントシーカー〟の後部座席に座るマネージャー、松まつ浦うらナナセだった。ランカとさほど年は変わらないのに、ベクタープロモーションの社長、エルモ・クリダニクの指示で、次から次へと仕事を取ってくる、いわゆる敏びん腕わん女性マネージャーである。

「次のコース、指示してくれ」

　そう言ったのは、ＶＦ-１のコクピット、前席に収まっているアルトだった。もちろん、ＶＦ-１をランカが操縦しているわけではない。ランカがＳ．Ｍ．Ｓと組んでパイロットをやる。そのプロモーションのパイロットにアルトを指名した。先日の「重大発表」とはこれだった。

「次、左前方の彗星をバックに、歌シーン行きますね」

　ＶＥエリント-１シーカーは五十年ほど前に開発された旧式の偵てい察さつ用バルキリーで、ルカのＲＶＦ-25同様、丸っこいロート・ドームと、機体から副ふく翼よくのように張り出したセンサーが特とく徴ちよう的な機体だ。

　軍事機密であるＲＶＦ-25や、その一世代前で数が少ないＶＥウオーＦ-ニング19カリＥＦバーンを持ち出すに至らない、このような仕事では、民生用のＶＥ-１が引っ張り出されることが多い、とアルトは聞かされている。

「早乙女くんも準備はいいですか？　ランカさんがＧに耐えてけなげに歌うところが、今回のＰＶの眼目です！　けど、歌えなくなっちゃったら元も子もないんで、そこの加減はよろしくお願いしますね！」

「ムチャを言う……」

　子供っぽい容姿と、大きな乳ち房ぶさが不釣つり合いな松浦ナナセは、顔に似合わずシビアな要求をする女性だった。

「あと、時々彗星の尾おをかすめて、パーティクル粒子の散布も忘れないでください！　ムービーのイメージは、頭に入ってますか？」

「わかってる。一度見れば、あんな型は覚える」

「それでこそです。ランカさんがわざわざ新人のあなたを指名したのは、歌か舞ぶ伎きの経験も見込んでのことなんですから！　あ、もちろん歌の振ふり付け、タイミングの調整はお願いします！　できれば、シメはバトロイドの変形で！」

「……了解。コース入力時の機密保持のため、一時、通信回線をカットします」

　アルトはウンザリした顔で、ナナセからの通信を切った。

「まったく、そんなに注文があるなら、デジタル合成でやればよかろうに……オンライン・ゲームのオープニングムービーだろう？　元がバーチャルの世界なんだ、それにランカの歌を併あわせたほうがリスクは少ないだろうに」

「……ごめんね、アルトくん。なんかどうしても、ディレクターさんとナナセさんが、合成なしでやるんだ、って」

「ま、うちはギャラさえもらえれば、宇宙戦争だろうが宅配便だろうが何でもやるのがウリだからな。それに、おかげでこうして実機を飛ばす任務を任せてもらえたのは確かなんだ。旧式のＶＦ-１ダブルＸ＋＋プラスだけどな。感謝してるよ」

「よかった」

「なるべく加減して飛ぶつもりだけど、Ｇの方向を色々変えるから、舌をかまないようによく注意するんだぞ」

　そう言って、アルトはＶＦ-１の機体上面に、箱のように張り出したスーパーパックを確かく認にんした。本来ならミサイルと推すい進しん剤ざい、それにスラスターが装備されているこのパックには、ミサイルの代わりに、ＶＦ-25にも使用されているＩＳＣ、すなわち慣性制せい御ぎよ装置と、それを起動させるための追加バッテリーユニットが組み込まれている。なんでもＬＡＩとＳ．Ｍ．Ｓが、エアレースで収集したデータのフィードバックらしい。いろいろなことをやっているものだ、とアルトは感心したものである。

　とはいえ、ＶＦ-25ではなく旧式のＶＦ-１に無む理り矢や理り据すえ付けた慣性制御である。ヘルメットなしのランカが歌をかろうじて歌える、という程度で、どこまでやれるかはわからない。ランカのタフさなら大だい丈じよう夫ぶだ、と判断したあのマネージャーは、なるほどのし上がっている中小プロダクションならではの、よい意味での無む謀ぼうさがあった。

（熱ねつ気きバサラとかいうロックの芸人は、歌いながらＶＦ-19で空戦をやった、って話だが……そんなことをランカに期待はできないしな）

「りょうかい、りょうかい。フフ……でも、なんだかアルトくんって、お兄ちゃんみたいだね」

「ええ!?」

　それは真まことにもって不本意な評価だったから、アルトは思わず渋しぶい顔になった。

（男として認識されてないのか、オレは……？　女おんな形がたをやめてから、オレは日本男児として生きようとしているはずなのに……）

　が、そんな思し索さくとは関係なしに、ルカのＶＥ-１からコールが入る。

「エンジェル１、こちらスタンバイよろし」

「エンジェル２、こちらも問題ありません。カメラ・ドローンすべて良好。いつでも合わせます。ミュージックスタートまで、五秒！」

「了りよう解かい！」

「スタンバイ！　３、２、１！」

　イントロとともに、加速するＶＦ-１。

　その背中で、ランカの歌声が始まる。

（上う手まくなった）

　プロとしての一週間は、アマチュアの一年に相当するという。

　金をもらって仕事をすること、責任を持って働くこと、周囲のプロに囲まれること。そのことは、趣しゆ味みで歌うこととはまるで違ちがうことだ。そこには弱音もなければ温情もない。売れるか売れないか、お客さんを喜ばせることができるか、そうでないかだ。そして、ランカはその周囲の期待、プレッシャーに確かに答えていた。

　彗すい星せいの尾に、まっすぐに突とつ入にゆうする深しん紅くのバルキリー。

　尾を構成する氷の粒つぶが、パーティクル粒りゆう子しに当たって、オーロラのように輝かがやく。

（仕し掛かけるぞ）

　親指でサインを出して、サビに合わせてガウォークに変形。右へ、左へ、粒子を展開しながら飛ひ翔しようするＶＦ-１。

　後席で、ランカは苦しそうな顔をしていたが、歌に乱れはなかった。

（いい芸だ。ゼントランクォーターの血を、よく生かしている。歌うマネだけさせて吹ふき替かえにしないのは、確かに、正しい判断だ。この芸は、行ける）

　アルトは、そう考えている自分が、忌いみ嫌きらっている役者そのものであることに、気づいていない。

　気づかぬほど集中した、よいアクロバットだった。
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　同刻。

　彗星に少し遅おくれて流れるアステロイドの中に、紫むらさき色いろをした可バ変ル戦キ闘リ機ーがあった。新統合軍にはＹＦ-27として記録されている、最さい新しん鋭えいの極ごく秘ひ戦闘機である。

　そのコクピット、といっても窓もなく、まるで〝棺桶コフイン〟のようなシートに座り、スティックもペダルも使わずに〝接ジヤツ合クイン〟している一人の男がいた。

　誰だれあろう、ブレラ・スターンである。

　彼はフォールド・アクティブ・ステルスに隠かくれ、その無機質なカメラで、アルトの深紅のバルキリーを追っている。

「コードＱ１、情報通り行動を開始。フォールドウェーブ、ステージ３。ボルテージ、76から78へ。チバソング値もそれに比例して上じよう昇しよう中」

「了解」

　答えたのは無論、シェリルのコンサートのリハをしながら、意識のひとつをこちらに飛ばしているグレイス・オコナーだった。

「トレースを継けい続ぞく。ステージ４に入った段階で変化があると思われる。対処はプロトコルＧゲーにて」

「任務ヤー・了解ヴオール」
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（そろそろ限界か……？）

　ランカの歌に乱れがあるな、と感じたアルトは、加速を緩ゆるめた。

　が、その耳じ朶だを、ナナセの叱しつ咤たが叩たたく。

「何をやってるんですか、早乙女くん！　もっと、もっとＧをかけてください！　お客さんが見たいのは、Ｇに耐たえて歌うランカさんの、本物のかわいさなんです！」

「くっ！」

　やむを得ない。

（いや、ここまでやれたランカの芸を、オレが信じてやらなくてどうする）

　そう思った。

　再度、ランカの歌に併あわせて加速。

　彗星の尾おの外がい縁えん近くを飛翔。バルキリーの加速によって生み出された熱が、尾を巻き上げて、光の翼つばさになる。

「そう、それでいいんです！　ＯＫ、このまま……」

　が、そこで、通信は途と切ぎれた。

　ＨＵＤに映し出される深紅のアラートメッセージ。

「フォールド反応!?　ばかな、こんな質量物の側そばでフォールドをかけるなんて！」

　フォールド、空間転移は、高重力の側では実行しないのがセオリーである。なぜなら、重力とはすなわち空間の歪ゆがみであり、空間が歪んでいる場所にフォールドをかければ、最悪、亜サブ空・スペ間ースのチリとなってしまうからだ。

　そのセオリーを破ることがあるとしたら、ただひとつ。

（軍用機！　テロリストか、それとも！）

　ためらわず、アルトは急旋せん回かいをした。

　が、その側面に、デフォールドの光が輝かがやき、何かが空間を割って現われる。

「あれは……バジュラ！」

　そう、まさしくそれはバジュラだった。

　小型がざっと１ダース、あの時に遭そう遇ぐうした赤い大型も、三匹びきはいる。

「まずい！」

　ＶＦ-１ダブルＸ＋＋プラスのエンジンは最新型の熱ねつ核かくバーストタービンに換かん装そうしてあったが、それにしたところでフレームは半世紀前のものだったし、そもそもランカはヘルメットさえ装備していない。バジュラのデータが前回と同じなら、逃にげ切れるとは思えなかった。

「きゃあああっっ！」

　ランカが悲鳴を上げる。

　肉にく薄はくするバジュラの、影かげ。

　アルトはともかくガウォークに変形して、九十度旋回。ＩＳＣを緊きん急きゆう作動させて、下方に向かって急ダ降イ下ブする。
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　一方、ＶＥ-１のコクピットでは、松浦ナナセがひとりでエキサイトしていた。

「すごいです！　まさか、こんな絵が取れるなんて！　カメラ、録画回してください！　音声、ディスク用のやつに切り替かえます！　ルカくん、ちゃんと追ってくださいよ！」

「あなた、正気なんですか!?」

「私の仕事は、ランカさんをスターにすることです！　あなたたちをプロと見込んで、信じているんですから、やってください！　大だい丈じよう夫ぶ、対応コストのほうは、保険で下ります！」

　未いまだ戦時下ではなく、バジュラは猛もう獣じゆうや隕いん石せき群と同じ自然災害である、というのが裁判所の判断だったから、その理り屈くつは、わかった。

「わかりました！　エンジェル２よりデルタ１、エリア・タンゴにてバジュラ群15と遭遇！　至急、救きゆう援えんを求む！」
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（なぜだ……奴やつら、なぜ撃うってこない……？）

　プラズマもミサイルも、まるで威い嚇かくするように控ひかえめだった。代わりに、その爪つめを用いて、まるでＶＦ-１を捕ほ獲かくするような動きをする。ＶＦ-25なら軽々と逃げられたはずだが、旧式ではそうはいかない。

（くそ……ＩＳＣのキャパシタがもう限界だ……！　これ以上の高機動には、ランカが耐えられない！）

　ＶＦ-１の両りよう脇わきをバジュラが抱かかえ込むように、動く。

「せめて丸まる腰ごしでなければ……！　ピンポイントバリアパンチもついてないのか、この旧式！」

　アルトは不似合いなののしりの声をあげ、ともかく、宙返りでその二匹を振ふり切ろうとする。

「ぐ……」

　奥歯がちぎれそうな衝しよう撃げきがかかり、全身の血が足へ集まる。加速度によって、血流が足の先へ集まっているのだ。

　こくん、と人形の糸が切れるように、ランカが気絶した。

（まずい！　脳Ｇ-虚ＬＯ血Ｃか！）

　脳の血液が供給されなくなり、気絶してしまったのだ。耐たいＧ能力が高くても、訓練を受けていない体では、限界があったのだ。

（どうする…………どうする、どうする!?　コースを変えるか、このまま機動を続けるか、それともいちかばちか反はん撃げきに出るか……!?）

　ランカが死ぬかもしれない、という想像は、アルトのアドレナリンを沸ふつ騰とうさせた。

（どうすれば……）

　と、その時。

　まるで天てん啓けいのように、聞き慣れた声が響ひびいた。

「うろたえるな、エンジェル１！　コースそのままだ！」

「ミシェル！」

「スカル２、現着！　これより状じよう況きようを開始する！」

　そう、それはミシェル・ブランの青いＶＦ-25の姿だった。その後ろには、クラン・クランと彼女が率いる強化クアドラ装甲服ン・レアの小隊が続いている。

　バトロイドに変形したＶＦ-25が、隕石に機体をアンカーで固定した。

　その手に構えた超ちよう大型の狙そ撃げき用ライフルが火を噴ふき、アルトの脇わきにいたバジュラを、瞬しゆん時じに撃げき墜ついする。

「すまん！」

「言ったろ、お前は気持ちがブレすぎなんだよ！　エンジェル１、２、ここは離り脱だつしろ！　あとは、オレとピクシー小隊で片付ける！　クラン、フォーメーション・ペガーナ！」
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　どうにか、生きていた。

　装甲はボロボロで、推すい進しん剤ざいももうほとんどない。着ちやく艦かんのアプローチをかけるのがやっとだろう。

　それでも、生きていたから、今はオペレーターのミーナ・ローシャンの声が聞けるだけで、嬉うれしいと思った。

「エンジェル１よりデルタ１、クォーターへ。推進剤の残量が少ない。これより、慣性飛行に切り替える」

「デルタ１、了りよう解かい。コース１‐ワン・０‐オー・５フアイブを維い持じ。デッキにはパープル小隊が待機しているから、無理はせずに」

「エンジェル１、了解。なるべくなら、着艦まではやらせてくれ。初フライトなんだ」

「了解」

　エンジン音が遠ざかっていく。

　その後ろで、身じろぎの気配がして、アルトは安心した。耐Ｇスーツのメディカルチェッカーは、ランカの鼓こ動どうを伝えてくれてはいたが、心配なものは、心配だったのだ。

「ランカ……無事だったか？」

「あ……えっと……あ、バジュラは!?」

　恐きよう怖ふを思い出したのか、身み震ぶるいするランカに、アルトは優やさしく語りかける。

「安心しろ。バジュラはミシェルやクラン大たい尉いたちが退治してくれた。ナナセさんのＶＥ-１も、ルカの操縦で帰き還かんコースに入ってる」

「助かったんだ……私たち」

「ああ、なんとかな」

「そっか……よかった、ありがとう……」

　そう言って、ランカは〝アイモ〟を歌い出した。

　透すき通るような歌声が、虚こ空くうに響く。

　その歌が、ようやくにも自覚し始めたアルトの恐怖を、忘れさせてくれた。

　が、ふたりは、そしてルカやナナセも、ＶＦ-１の機体下面に張り付いた緑色をした小さな何かが、歌にあわせて発光していることには、気づかなかった。
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「……運命の歌、か」

　歌い終えると、アルトの口からは自然に、その言葉が口をついて出た。

「え？　運命？」

「あいつが……シェリルが言ってたんだ。この歌は、あいつのおばあさんが、どこかの惑わく星せいで聞いた運命の歌なんだって」

「……シェリルさんのおばあさん……？」

　一いつ瞬しゆん、ランカの脳のう裏りを何かがよぎった。

　幼い自分が、アイモを歌っている。

　その側そばにいたのは、母と、そして……誰だれか、やさしい老ろう婆ばがいて……それに……。

　おなかを押さえて、ランカがかがみこむ。

「どうした？　ランカ、さっきのマニューバで、どこか痛めたのか!?」

「ううん……胸が、おなかがキュッってなって……。痛いんじゃないんだけど」

「そうか。だけど、後でちゃんとメディカルチェックは受けるんだぞ」

「うん」

　アルトには、〝妹〟として扱あつかわれるランカのさびしさは、わからない。ランカが、〝兄〟として扱われるアルトの気持ちを理解し切れていないのと、同じように。

　そういう不器用な少年と少女だった。

「ねえ、アルトくんは……」

「ン？」

「アルトくんは……シェリルさんのこと……どう……思ってるの？」

　が、その言葉の意味は、アルトにもわかった。

　わかったから、動どう揺ようしたし、自分が改めて、感情の整理をつけていないことも、理解した。

「……あいつは……シェリルは……プロ、だな」

「……プロ？」

「はじめはなんか、いくら芸が達者でも、傲ごう慢まんで、気まぐれで、きつい奴やつだと思ったけど、普ふ段だんは……思ったより無む邪じや気きで、子供っぽいとこもあって……」

「──────」

「なんか、ギャップが激しいっていうか……ひとたびステージに上がってスポットライトを浴びれば、あんなにご見物を魅み了りようして、本当にプロだと思ったよ」

「だけど、アルトくんだってそうだったんでしょう？　歌か舞ぶ伎きの天才女おんな形がたって呼ばれてた、って……」

「オレは違ちがうさ。子供の頃ころからずっと芸を仕込まれてただけだ。確かに小さいころはみんなが喜んでくれたり、キレイって言ってくれるのが面おも白しろかったりもしたけど、だんだん、親に勝手に決められた道を行くのが、イヤになっちまったのさ。それだけだよ」

　何度も繰くり返した説明を、アルトは今日もした。

「なんだか、遠いね……」

「え？」

「こんなに狭せまいコクピットの中にいるのに、すごく、遠い……」

　見み透すかされている、と思った。

　わかっている。

　たぶん、そんなことではなかったのだ。

　自分が家を出たのは、そんなことではなかった。

　ただ、それと向き合わずに来ただけだ。

　他人について語る時、人は、己おのれの魂たましいとも向き合うことになる。それは、他人を認にん識しきすることで、自分の自我が跳はね返ってくるからだ。

　人は、一人では飛べない。

　対話することで、わかることもある。

　アルトは、それを少し悟さとった。

　悟って、ランカがそうしているように、自分の腹を、無意識に撫なでた。

「……本当は、怖こわかったのかもしれない」

「怖かった……？」

「舞ぶ台たいの上で、いろんな役を演じて、拍はく手しゆや喝かつ采さいを浴びているうちに……なんだか、自分が本当は誰なんだかわからなくなって……自分が男なのかも女なのかもわからなくなって……早乙女アルトなんて存在が、この世から消えて行っちまうみたいで……」

　早乙女の芸の本質は、〝うつし〟にある。

　森しん羅ら万ばん象しようをうつし、他者の感情に共感し、その役そのものに完かん璧ぺきに没ぼつ入にゆうし、神を降ろす芸である。そう、アルトは教わってきた。だから、女として育てられ、女を演じることに疑問はなかった。

　自分が男たちに欲よく情じようされているのだ、と感じるその日までは。

「……それが怖くて、舞台から逃にげ出したんだ。自分じゃ、うるさい家を飛び出したつもりだったけど……ミシェルの言うとおり、逃げてただけだったんだな……」

「でも」

　そっ、とアルトの肩かたを、抱だくようにランカが撫でた。

「アルトくんは、アルトくんだよ」

「──────」

「いつだって、どんな時だって。アルトくんは、やっぱりアルトくんだよ」

「ありがとう」

　心からの、言葉だった。

　少しだけ、腑ふに落ちた、そんな気がした。

　眼前にはクォーターの灯あかりが見えて、ふたりを迎むかえてくれているように感じられた。
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「報告を聞こう」

　ランカが帰宅した後に隊長室に呼び出されるのは意外ではなかったが、呼び出しの内容は、予想を裏切った。

「なんだこれは」

　無造作にオズマが投げ出したのは、タブロイド新聞の一面だった。

「！」

　そこに映し出されていたのは、シェリルとアルトの紛まぎれもないキスシーン。あのとき、〝フォルモ〟で誰だれかに隠かくし撮どりされていたのだろう。その可能性を考えなかったのは、うかつだった。

「銀河の妖よう精せい、熱愛発覚！　相手は歌舞伎の御おん曹ぞう司し、早乙女有人、か。ふん」

「……こ、これは、ただ、アイツが、シェリルが、なくした、イヤリングを探して、ですね、その」

「……言い訳は、いい」

　オズマは巨きよ大だいなタメ息をついた。

「この女には気をつけろ、アルト准じゆん尉い」

「なんのことです？」

「シェリル・ノームとそのクルーには、スパイの嫌けん疑ぎがかけられている」

「スパイだって、そんなバカなこと！」

「芸能人をスパイとして使う例は珍めずらしくない。マタ・ハリ、李り香こう蘭らん、シャロン・アップル……著名人がスパイだったり、テロ活動に関係している例は、枚挙にいとまがない」

「でも、まさか、そんなことがあるはずがない！」

「その〝まさか〟を突つくのが諜ちよう報ほう戦の基き礎そだろうが」

　オズマはかぶりを振ふった。プロがアマチュアをあしらう時の顔だった。

「そうかな？　よく考えて見ろ。シェリルが来らい艦かんした直後にバジュラの襲しゆう撃げきがあったのは、偶ぐう然ぜんか？　それもライブ会場に向かってバジュラが突っ込んでくるコースで、だ。その時にシェリルがお前と接せつ触しよくをして、その後も一いつ介かいのパイロット候補生に接近してくる……二度目は偶然、三度目は必然、というぞ」

「それは、だからイヤリングを……」

「それが口実だとしたら、どうする」

　オズマの目は、本気だった。

　返答によっては腰こしの銃じゆうを抜ぬくつもりがある、とわかった。

「そ、そんな……そんなことをして、だいたい何の意味があるっていうんだ！」

「貴様が、ランカの……バジュラの研究者を親に持ち、ガリア４の生き残りでもあるランカの、とても近しい存在だとしたら？　調査船団の生き残りはいくらもいるが、惑わく星せいガリア４で生まれて生き残ったのは、あいつだけだ」

「……まさか、だからあいつ、ランカの歌を歌えるのか……!?」

「ランカの歌？　アイモのことか？」

「ああ、あいつのおばあさんが、どこかの惑星で聞いた、運命の歌だ、って……」

　オズマの瞳ひとみが、カッ、と見開かれた。

「まさかな……だから、シェリル・ノームか！」

「え？」

「よく聞けアルト。第１１７調査船団の研究チーフ・ドクターの名は」

　一いつ拍ぱくを、オズマは置いた。

「マオ・ノーム。おそらく、シェリルの祖母だ」

　ボタンとボタンが糸でつながって、模様になった。

　雨になった窓の彼方かなたで、遠えん雷らいが轟とどろく。

　猜さい疑ぎの棘とげが、アルトの心臓に深々と打ち込まれた。
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　家に向かう坂道が、今日は一段と長く感じた。

「疲つかれたぁ……もっと、上手にならないと……」

　プロになる、というのは自分の未熟を知ることで、ランカ・リーはその点においては、問題がなかった。

　未熟を知るのは、自己嫌けん悪おや自己憐れん憫びんとは違ちがう。

　業界の中で自分はどのような立ち位置にいるのか？

　どのように振る舞まうべきなのか？

　そのようなことを常に考え続け、冷静に判断し、対応すること。それが未熟を知る、ということであって、ただ落ち込むのとは違う。

「振り付けのコツ、まだつかめないんだよね……アルトくんに相談してみようかな……」

　が、結局シェリルとのことは聞けずじまいだったし、今日はそれなりに話せた気もするので、それでよいようにも、思えた。

「ぴぃ」

「あれ？」

　見れば、足あし下もとに、緑色のふわふわした、ヤマネのような生物がいた。愛くるしい瞳で、ランカのことをにこにこ見つめている。ランカはつい、傘かさをさしかけた。

「見かけない子ね。どこから来たの？」

「ピイ？」

「……君も、ママとはぐれちゃったのかな？」

　しゃがみ込んで、手をさしのべる。その指先の匂においをかいで、嬉うれしそうに跳ちよう躍やくする、緑の生き物。

「ピイ！」

　と一声鳴くや、ランカの腕を這はって、ハイウェストのショートパンツのおなかにもぐりこむ。

「アハハ、くすぐったいよ。よしよし、大だい丈じよう夫ぶだからね」

　少し、気が晴れた。

　そのまま、カンガルーの母親のように、小動物をおなかに入れて、ランカは自宅の門をくぐった。

（お兄ちゃん、まだ帰ってない……戦争を、しているからなのかな……）
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「くた……びれた……」

　アルトは大の字になって、クォーターの個室の二段ベッドで横になっていた。事実上、初めての空戦だったのだ。くたびれないはずがない。全身を疲ひ労ろうが泥どろのように襲おそい、頭もはっきりとしなかった。とても千束のアパートまで戻もどる気にはなれず、クォーターで泊とまるつもりになった。

「お、珍めずらしいな、アルト、部屋にいるなんて」

「ミシェルか」

　目線は天てん井じようから動かさず、アルトはルームメイトに返事をした。まさか、学校のみならず、部屋まで同じとは思わなかった。いや、考えてみれば世話係のようなものなのだから、当然と言えば当然だったが。

「これ、お前のか？」

「それは……！」

　ミシェルが丁てい寧ねいな動作で机の上に置いたのは、ビニール袋ぶくろにパウチされた、紫むらさき色いろのイヤリングだった。

　間ま違ちがえるはずがない。シェリルのものである。

「これ、どこにあった!?」

　ベッドから跳はね起き、慌あわてて手につかむ。

「ギリアムのＶＦ-25のコクピットだ。家族のほうに遺留品確かく認にんで回っていたが、どうも違うらしい、というので、お前のじゃないか、という話になってな……」

「そうだったのか……」

　死んだパイロットが届けてくれたのではないか、と思えて、アルトは心から感謝をした。

「じゃ、オレはちょっと出かけてくるから」

「……ン？　もう消灯時間だろ。出かける、ってどこへ……？」

「おいおい、教えてやったろ、抜ぬけ道」

　ミシェルはウィンクして、鏡の前で髪かみを丁寧に直した。それで、ああ、女のところへ行くのだな、とわかった。

「……まさかお前、オレがアパートに帰ってる時に、この部屋に女を連れ込んでるんじゃあるまいな？」

「そこは、姫ひめのご想像のままに」

「姫じゃない！」

　まくらをぶつけようとしたが、その時にはドアはもう閉じられて、後にはミシェルの笑い声だけが残っていた。

「まったく……」

　ふたたび、イヤリングを手にしてベッドに戻る。

　携けい帯たい端たん末まつに、シェリルからメールが入っているのに気がついたのは、その時だった。
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　街頭の時計が、一時を告げた。

　シェリル・ノームはグリフィス・パークの丘おかの端はし、手すりにもたれてぼうっと街の夜景を眺ながめていた。

　ここにいると、あの街がまるで、幻げん灯とうのように見える。

　雨上がりの空気はひどく澄すんで、その印象をさらに強めた。

　誰だれもいない公園で、灯あかりだけがきらきらと輝かがやく。

（いいえ……幻まぼろしなのは、あたし、か。あたしは所しよ詮せん、虚構イツワリの歌うた姫ひめに過ぎない……十二時の鐘かねは、もうとっくに鳴ってしまったのよ）

　小さく、咳せきをする。

　その咳に、血が混じった。

　誰かが、階段を駆かけ上がってくる足音がした。

「アルト？」

　喜びと少しの恐きよう怖ふと。

　が、振ふり返ったシェリルの瞳ひとみに映ったのは、あの緑の髪をした少女だった。

「シェリル……さん？」

「ランカ……ちゃん？　どうして、こんな時間に……」

「あ、えと、私……もうすぐ……ってか、来週なんですけど……はじめてのミニ・ライブをやれることになって……」

　ああ、そうか、ここは本来彼女の場所だったのだ、とシェリルは気がついた。いや、場所だけではない。この街も、そして、あの少年も。

「おめでとう。ついに本格デビューね」

「あ……いえ、私のは、シェリルさんの今度のライブとは、ぜんぜん比べものにならないくらい、ちっちゃなストリートライブなんですけど……なんだか緊きん張ちようしちゃって、振り付けも憶おぼえられなくって……そんなときに、今日の収録でちょっといろいろあって、アルトくんに踊おどりを教えてもらおうと思ったんだけど、なんか頼たのみづらくて……って、なんで私、こんなにしゃべってるんだろ……」

　慌てて、ランカはぺこり、とお辞じ儀ぎをした。

「フフ……謙けん遜そんしなくてもいいわよ。ファミリーマートのＣＭソング、大人気なんですって？　渋谷店じゃ、ファンがコンビニに住み着いたって聞いたわよ」

　そう。

　それはつまり、シェリルの目が間違っていなかったことを、そして、ランカがシェリルのライバルに育ちつつあることを示していた。

　上の人間と自分との差を自覚することが、下の者の義務なら、自分と下の者たちの差を自覚してそのように振る舞まうことが、トップの義務だった。自分の人気におごって、アンテナを細らせて、玉座から転落するかつてのスターを、シェリル自身、何百人と追い落としてきたのだ。

「そ、そんな……私なんか……」

　いや、もしかしたら。

　彼女こそが本物なのかもしれない。

　プロモートも仕し掛かけもなく、ただ流星のように、商業主義もへったくれもなく、嵐あらしのように現われるスーパーヒロイン。

　だとしたら。

「心配しないで」

「え？」

「アルトとのことは、ただの遊びよ」

　遊びの本気度については、脇わきにどける。

　遊びに人生を賭かけるのが傾かぶく、というものであることも、気にしない。

「いつも、いつも銀河の妖よう精せい、シェリル・ノームを演じていると……たまには素すの自分に戻もどりたくなる時もあるってこと……」

「シェリルさん……」

「ウフフ……あたしだってちゃんと生身のウエ人間ツトよ。ほら、明日のチケット。アルトとふたりでいらっしゃいな」

　特等席のペアチケットを二枚、手て渡わたす。

　なぜか、ランカの気持ちがわかった気がした。

　自分のことを尊敬してくれる心。

　アルトを好きな心。

　シェリルに負けたくないという心。

　三つの気持ちが入り交じり、どれも本当で、どれも噓うそ。

　そんな女の子の、トライアングラー。

「アイモ、アイモ……」

　だから、言葉はいらなかった。

　歌った。

　あの歌を。

　夜景に溶とけ込めと、歌った。

　その歌に、ランカが唱和する。

　この街に舞い降りる歌は、時を超こえて響ひびき合うメロディー。

　はるかかなたで聞いた奇き跡せきの記き憶おく。

「ピイッ！」

　ランカのおなかが、ふわっ、と光った。

「え……あ、アイ君!?」

「アイ君？」

　ぴい、と顔を出したあの小動物は、ほのかに明めい滅めつし、蛍けい光こう色に輝かがやいた。

「さっき、家の前の道路で迷子になってたのを見つけたんです。私になついちゃったから、アイ君、って名前をつけて……」

「アイモのアイ君、か。それにしてもすごいわ……この子、きっとあなたの歌声に反応してるのよ」

「……私の、歌に？」

「だって、あなたはあのガリア４にいたんでしょう？」

「……ガリア、４？」

「え？　憶えてないの？　自分が生まれ育った星のこと」

「私、小さい頃ころの記憶がなくて……記憶……そうだ、マオおばあちゃんがいて……」

　ランカの狼ろう狽ばいにシンクロするように、アイ君が赤く明滅し、だっ、と飛び出して、草むらへ駆かけ込んだ。

「アイ君！　待ってぇ！」

「待ちなさいっ！」

　ふたりの少女は弾はじかれるように、アイ君を追って駆けだした。
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　ミシェルから聞いた抜ぬけ道を通って、グリフィス・パークにやってきたアルトが見たのは、

「待てっ！　逃にがさないわよっ！」

　と叫さけびながら、ランカを追うシェリルの姿だった。

　丘おかの下からは、ランカがアイ君を追っていることなどはわからないし、昼間の空戦で疲つかれ切った脳は、いつものように冷静ではなかった。そして、オズマから聞かされたスパイ疑ぎ惑わくは、少年の心を乱していた。

「やめろ！」

　気がついたら、走っていた。

「ランカに手を出すな！」

　走っていた、だけではない。

　その手は、シェリルを突つき飛ばしていた。

「な、何よいきなり！　アルトこそ、今いま頃ごろ現われて、何を言ってるの！」

　草むらから身を起こそうとするシェリルの眼前に、アルトの銃じゆうが突きつけられる。

「動くな！　信じたくはなかったけど……お前がギャラクシーのスパイだったなんてな！」

　そこには、繊せん細さいな少年も、空にあこがれる若者もいなかった。

　冷れい徹てつな軍人、任務に忠実に生きる男。

　そんな役を演じる、少年がいた。

「……スパイ!?　どうしてそんな……！」

「ガリア４の生き残りであるランカを襲おそおうとしただろうが！　オレに近づいたのも、ランカのことを探さぐるために……」

「…………ッッ！」

「ち、違ちがうよ！」

　気け圧おされて動けなかったランカが、銃じゆう口こうの前に割って入った。

「アルトくん、シェリルさんは、逃げ出したアイ君を捕つかまえようとして……」

「アイ君……!?」

　ランカの指さす先には、確かに、微び発光を繰くり返し、おびえている小さな動物がいた。

「もう、いいかしら」

　ゆっくりと立ち上がり、シェリルはアルトをにらみつけた。

「最悪ね」

　その目には、怒いかりはなかった。

　失望と、屈くつ辱じよくとが、あった。

　それは、自分がまた誰だれかの敷しいたレールにのって、言葉をうのみにして行動をした結果なのだ、と少年は悟さとらされた。

　金色の髪かみした少女の瞳ひとみに映る自分は、醜みにくかった。

「ライブが終わったら、ギャラクシーに戻もどらないといけないから……一言、言っておきたいことがあっただけなのに……」

「……そんな事、信じろ、って言われても……」

　信じていない、わけではない。

　信じたい、とさえ思った。

　が、そのことと、戦争という状じよう況きようとの二律背反が、アルトの心を二つの方向に、裂さいた。

　だから、

「見み損そこなったわ、早乙女有人」

　そう言って、きびすを返すシェリルを追うことはできず。

　そして、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすランカに何かをしてやることもできず。

　ただ、立ち尽くしていた。

　ただ。

　ただ。

　ただ。

　ただ、心が痛かった。
















第６章　乙女座ヴァルゴ～オベリスク～







　世の中には腹立たしいこと、というのがいくらもある。

　親がいないというだけで小学校でいわれのないいやがらせを受けることもそうなら、姉が死んだ時に新統合軍の調査委員会がまともな調べをしなかったこともそうだ。

　自分が巨きよ人じん化することができず、クラン・クランが年ねん齢れいを維い持じしたままマイクローンになれないのも、そうだ。

　だが、もっとも腹立たしいのは、情事を終えて帰ってきてみれば、不景気な顔でベッドで沈しずみ込んでいる、早乙女アルトというガキの存在だった。

「おい」

「なんだ」

「いい加減、何か話せ。そんな顔のまま座り込んでいられちゃ、落ち着いて眠ねむれない」

　二段ベッドの上から、うつむいたアルトの後頭部をのぞき込む。まったく、こうしてみると、美女にしか見えないのだから、困る。

「……シェリルを、傷つけた…………いや、たぶんランカも」

「はぁ」

　実のところ、もうそんな気持ちは、ミシェルからすればずっと昔に置いてきた感情だった。恋れん愛あいというのは、人の気持ちに踏ふみ込んでいくものだし、また踏み込まれもするのだから、傷つくし、誤解もする。むしろ、そうでない恋愛は、つまりミシェルがやっているようなラブ・アフェアで、そこに真の相そう互ご理解などは、ない。

　そんなことはわかっていることだったから、傷つけた、ということで傷ついているアルトの繊せん細さいさであるとか初うい々ういしさであるとか、そういうものをミシェルは懐なつかしく思った。

「あのな、姫ひめ」

　姫はよせ、といういつもの反応が返ってこなかったので、これは本当に重傷だな、と判断せざるをえなかった。

「こう言っちゃ何だが、お前の気持ちは、いいんだ。理解すべきなのは、相手の気持ちだろう。シェリルを、ランカちゃんを大事に思っているなら、まず相手の気持ちに寄り添そってやって、それからだろうが」

　ああ、今オレは、自分ができていないことを言っているな、とミシェルは苦笑いをした。

「相手の気持ちに寄り添う……か」

「オレから言えることはそれだけだ。悪いが、寝ねるぞ。明日は隊長から特別任務が入って朝から早いんだ」

「──────ン」

「なんだ、まだ何か言いたいことがあるのか？」

「いや────ありがとう」
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　置アーテ換イフイ身シヤル体・ボデイが入浴をする意味などは、ない。それでも全ぜん裸らになって湯船につかるのは、温感センサーを通して伝わってくるぬくもりが、身体を失う前の何かを取り戻もどしてくれるのではないか、と考えるからだ。

　そうして、湯船に浮うかぶグレイスの視野には、ランカの歌で発光しているアイ君が映っている。ランカを監かん視ししていたブレラの視野から送られてきた映像だ。

『間ま違ちがいないようだね、グレイス大たい佐さ。その娘むすめが、我々の探していたコードＱ１に』

　声がした。

　もちろん、幻げん聴ちようではないし、サブ人格ＡＩのガイド・ヴォイスでもない。彼女の中に住む彼女、マクロス・ギャラクシーの電脳サイバー貴族ノーブルどもだ。

『けれどまだ、その娘の歌のフォールド波は微び弱じやくすぎるように思えるね』

『私は、その緑の生き物が気になるかな。ライブラリーをチェックしたけど識別不能だったわ』

『バジュラと関係があるかもしれないな……この所、バジュラの活動が急速に活発化している……』

『大佐。残された時間は限られている。明日の作戦準備は？　フェアリー９は精神的ダメージを受けたようだが』

　湯の中に、額まで沈む。

　酸素ボンベが内蔵されたサイボーグ体だ。呼吸の必要などはない。もちろん、沈んだからと言って、声が聞こえなくなったりもしない。やむを得ない。それが悪メガ魔コーポに魂ヒユーマニテイを売って生き延びた女の背負うべき、当然の対価だ。

「ご心配なく。私が育てたフェアリー９、シェリル・ノームは喜びだけでなく、怒いかりも、哀かなしみも、どんな感情も力に変えて歌える逸いつ材ざいです」

　着き替がえもせずに、ベッドの上で猫ねこのように丸くなって眠っている少女のことを考えると、昏くらい何かがわき上がるのがわかる。

「明日のライブでは、フェアリー９の歌が、コードＱ１の眠れる力を目覚めさせることでしょう」

『まあ、すごい自信ね』

『君たちの周りを色々嗅かぎ回っている連中がいるようだけど、そちらは大だい丈じよう夫ぶかい？』

「そちらについては、ケース21トウエンテイ・ワンに従ってミスリードをかけてあります」

『相手が聞きたがる情報をあえて聞かせてやることで、大量の真実の中に虚きよ構こうを混入させ、破は滅めつへと導く。君の好きな手だね、大佐』

「あるいは大量の虚構の中にひとかけらの真実を。真実があるから、人は虚構を信じる。もちろん、ブレラという保険もありますし」

　湯船から浮き上がって、乳ち房ぶさを隠かくそうともせずに、傍かたわらに立つブレラ・スターンを見る。

　男ではない。人形だ。自分と同じ人形に、何を見られたところで、何を見せたところで、今さら恥はじらおうとは思わない。そんなものは、もう残っていない。

『オペレーション・サクリファイスはフェーズワンを終えた。こちらはメインランドを離はなれる』

「いささか高価な代だい償しようでしたわね」

『所しよ詮せんインプラント社会の実験都市だ。髪かみや爪つめを切り捨てても人間は生きていける。企き業ぎようも同じだ』

『フロンティア政府の反応は想定通り。ま、他ほかの手も打てなかっただろうがね』

「了りよう解かい。それでは開幕をお待ちください」

「ああ」

　通信が切れて、グレイスの脳の大部分を占しめていた会議のための処理空間が消えた。

　超ちよう長ちよう距きよ離り通信を阻そ害がいするフォールド断層で隔へだてられたマクロス・ギャラクシーとのリアルタイム通信には、フォールドクォーツを用いた特とく殊しゆな通信システムが必要となる。試作段階のそれは、グレイスの増イン設プラ脳ントに過大な負ふ荷かをかけるのが、現実だった。

「ふふ……さて、シェリル、それにランカ。あなたたちのステージの行方ゆくえ、見せてもらうわよ」

　端たん末まつから、ひとつの携けい帯たい番号を呼び出して、電話をかける。

　携帯の短縮には、

『ベクタープロモーション』

　とあった。
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　外は気がつくと、正午の気配を漂ただよわせていた。カーテンを閉めて、灯あかりを消す。

　母とギリアムの遺い影えいに線せん香こうを上げて、手を合わせると、少し気持ちが落ち着いた。

　八畳じよう一間の狭せまいアパートの中央には、ちゃぶ台に置いた燭しよく台だい。

「はじめるか」

　アルトはその前に正座すると、蠟ろう燭そくに炎ほのおをともした。

　それは、早乙女の家に伝わる瞑めい想そうの技法だった。

　幸いというべきか、オズマに自宅謹きん慎しんを喰くらった身であるから、時間だけは山ほどある。

（オレは、本当にわかろうとしていたのだろうか？）

　ゆっくりと、目を閉じる。

（相手の表面的な感情を読み取って、その場その場で、適切な演技をしてきただけなんじゃないのか。シェリルのことも、ランカのことも、ミシェルのことも、みんなのことも）

　意を決して、ずっと封ふう印いんしていた化け粧しよう道具に手をかける。

　もう使うつもりはなかったが、母の形見であるからと、残しておいたものだ。

　化粧けわいとは、元来、神を降ろすためのものである。

　すなわち、神意を神かみ問どいて、吉きつ凶きようを聞くのである。

　その神事が、舞まいとなり、歌か舞ぶ伎きとなるのだから、役者が化粧をするのは当然のことである。只ただ人びとがどうして、天地あめつちの声を聞けよう。

　紅を引き、黛まゆずみを塗ぬる。

　意識は、眼前の炎に絞しぼる。

　炎は、そこにあって、そこにない。

　揺ゆれている炎はいささかもとどまらず、その形を留とどめない。しかし炎はそこにある。

　これを観相し、意を広げる。

　シェリルの残したイヤリングを、その耳につける。

「想おもいを、伝える石……」

　それが伝説であっても、その伝説が、己おのれに神を見せよ、と祈いのった。

　キイン、という音のようなものが、聞こえた。

　四拍ぱく、かっきりと息を吸い込み、二拍止めて、四拍、吐はき出す。

　四拍吸って、二拍止め、四拍吐く。

　そのたびに、蠟燭が揺れる。

　蠟燭が揺れるたびに、世界が揺れる。

　世界が揺れるたびに、イヤリングが揺れる。

　四拍吸って、二拍止め、四拍吐く。

　丹たん田でんに、気を集中する。

　息は、意気である。

　肚はらの底から出る、己の魂たましいの意を込めた、気である。

　意は威い、すなわち神の力であり、威い息ぶきである。

　四拍吸って、二拍止め、四拍吐く。

　早乙女アルトと世界との境界線が、ほどけていく。

　世界とシェリル・ノームの境界線が、ほどけていく。

　早乙女アルトとシェリル・ノームの境界線が、ほどけていく。

（そうだ、オレはわかろうとしなかった。誰だれの気持ちも、誰の思いも。わかってしまえば、自分がなくなると思っていた。自分のことだけ主張していなければ、自分が消えてしまうんだと思っていた。けれど、それは違ちがう）

『アルトくんは、アルトくんだよ』

　ランカの言葉が、肚に力をくれる。

（シェリル！）

　あの哀かなしげな瞳ひとみを、思え。

　その瞳に映っていたのは、醜みにくい己の姿だけなのか。

　そうではない。

　そうでもある。

　だが、やはり、それだけではない。

　髪かみを、ほどく。

　母の結んでくれた髪を、ほどく。

　封印していた、早乙女の芸の、極きわみに入る。

　髪をほどいた。

　だから、神はほどかれた。

　息は放たれた。

　だから、威息が放たれた。

「いや……」

　声が、漏もれる。

　抑よく揚ようも、調子も、まったくシェリルと変わらぬ、それは神域の芸であった。

　そこには、男も女もない。

　当然だ。

　神はそのようなものに囚とらわれない。

　そのようなもので、あるはずがない。

　蠟ろう燭そくの灯あかりの中で、女でも男でもある早乙女アルトが、早乙女アルトでもシェリル・ノームでもあるものに、変わる。

「ひとりぼっちに……しないで……」

　涙なみだが、流れた。

　雨の中、ただひとり泣いている金きん髪ぱつの少女。

　そんなイメージが、見えた。

　その少女に、自分は何をした？

　話も聞かずに、銃じゆうを突つきつけて、それで、彼女が突き放してくれたことに、すがって、それで何をしようというのだ？

（私は……）

（オレは……）

　やっと、わかった。

　自分がどれだけ子供だったか、早乙女アルトは、理解をした。

　理解をして、泣いた。

　自分が傷つけてしまった少女の哀しみを知って、泣いた。

　彼女の哀しみは、自分の哀しみだった。

　そしてそれは、ランカの哀しみでもあった。

　大切な人たちが傷つけ合うことに涙する、翠みどりの髪したあの少女の哀しみだった。

　気がつくと、蠟燭は消えていた。

　髪を結びなおして、ゆっくりと立ち上がる。

　遺い影えいにもう一度手を合わせて、ずっと着ていなかった着流しに袖そでを通す。母がかつて父のために、一針一針縫ぬったという、思い出のこもった着物。

　引き戸に、手をかける。

　もちろん、外出は厳禁されていた。

　脱だつ走そう扱あつかいで、軍刑けい務む所しよ行きということもありえた。

　だがそれでもその時、早乙女アルトは、自分の心を本当に理解して、なすべきだと思っていることをするのだから、迷いはなかった。

　扉とびらを開けると、空は一面の青空で、一筋の雲が流れていった。
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　反応弾だんの直ちよく撃げきを受けて粉みじんになる悪夢を見ていたオズマ・リーは、耳元で鳴り響ひびくのが反応弾ではなくて、携けい帯たい端たん末まつの呼び出しであることに気がつくと、仮か眠みん室のベッドから身を起こして、不ふ機き嫌げんそうに端末に出た。

「ハイ娘々Ｓ．Ｍ．Ｓ支店」

「バカなこと言ってないで！　やっと出たわね、オズマ！」

　何度もコールしなおしたらしく、キャシーの声は激発寸前だった。眉まゆ根ねを寄せて、感情をあらわにするその顔は、オズマがかつて愛した顔だ。

「……キャシーか。どうした、臨時安全保障会議の定例は明後日あさつてだろう」

「違うのよ！」

　敵てき襲しゆうか、とも思ったが、それなら臨時安全保障会議などから呼び出しがかかるはずがない。

「グレイス・オコナーとシェリル・ノームに対して、逮たい捕ほ状じようが出されたわ。告発をこっちでやれ、と今し方、お父様……大統領から」

「!?　訳のわからんことを言うな！」

　オズマは、携けい帯たいの暗号化スクランブラが三重に起動しているのを思わず確かく認にんし、続いて仮眠室の遮しや音おんフィールドを展開した。

「それは、憲兵なり警察なりの仕事だろうが。うちが諜ちよう報ほうをやってるのは、あくまで情報部の下した請うけ業務にすぎん。カウンターテロの一いつ環かんだ」

「フロンティア特別措そ置ち法の規定で、大統領命令があれば、臨時安全保障会議はそれを適切と考える組織に必要な司法権・捜そう査さ権を委い譲じようできる。書類上は問題ないわ」

「……なるほど」

　おそらく、何らかの事情で上はグレイスとシェリルの身み柄がらを押さえる必要に迫せまられたのだろう。そして、もしそれに失敗した場合、Ｓ．Ｍ．Ｓを政治的に切り捨てるつもりなのだ。

（おそらくは、キャシーごと）

　まさか父親であるグラス大統領の差し金とも思えない。オズマは、あのレオンとかいう生意気な青二才の顔を思い出して不機嫌になった。

「わかった。シーサイドドームで合流しよう」

　そう言って、端末を切った。すぐに、部下たちに招集をかける。

「ルカか。ああ、オレだ。ミシェルとクランはそのまま現状で待機。貴様は、これまでの資料をバンローズ機関に流せ。オレの名前で、保険だと言えばわかる。それから、陸戦隊の腕うでっこきを一個小隊、シーサイドドームに分散集結させろ。装備Ｃ」

　ふぅ、とオズマは一息を入れた。

「最悪、機装サイバ強化ーグラ兵ントが相手だ。肚はらをくくれよ」
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　正午を少し回ったころ、シーサイドドームの関係者用ゲートに、その男は悠ゆう然ぜんと現われた。

　美しかった。

　黒羽二ふた重えの着流しに、茶献の帯をキリリと締しめ、歩く姿もふところ手、水を漏もらす隙すき間まもない、震ふるえが来るような、なんともいい男であった。

「お、おい！　ここから先は関係者以外立ち入り禁止だ！」

　そう言って、制止しようとしたＴＶ局のＡＤに、男はまるで自分がここに来るのが当然だ、というように白い歯を見せて、ほほえんで見せた。

「ばかっ！」

　そのＡＤの頭を、駆かけ寄った女性ディレクターが強きよう烈れつにどやかす。そのまま、頭をつかむと、無む理り矢や理りお辞じ儀ぎをさせる。

　男はその騒さわぎにも、悠然と歩を進めて、人々の嘆たん息そくを集めながら、ゲートの奥へと消えていった。

　鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろをした黒くろ髪かみを縛しばる赤い紐ひももいきなら、根付で吊つるされた携帯端末もいきだった。黒羽二重の絹地が照明に照り映はえて妖あやしく輝かがやくたびに、男の白い肌はだが、ぞっとするような凄すご味みを見せた。

「な、なんなんです、ありゃあ……」

「しっ！」

　ディレクターは、呆ぼう然ぜんとするＡＤの耳元に、小声で囁ささやきかけた。

「見てわからないの？」

「わからないから聞いております」

「……早乙女家の十九代目よ」

「あれが!?　あの歌か舞ぶ伎きの!?」

「伝説の舞ぶ台たい『桜さくら姫ひめ東あずま文ぶん章しよう』を最後に舞台を去った、当代の傑けつ物ぶつ。歌舞伎の歴史を変えるとまで言われた天才」

「い、いやでも、それとシェリルのコンサートにパスもなしに入るのは何の関係が……」

「熱愛記事、見てなかったの!?」

　ディレクターは、そんなことじゃ出世しないわよ、とＡＤの頭をもう一度こづいた。

「シェリルとの交際を認める代わりに、早乙女嵐蔵は芸能界への復帰を認める。そういう話になってるってもっぱらの噂うわさよ。そんな時に、アタシたちがシェリルと有人の機き嫌げんを損そこねたら、二度とＴＶ局の敷しき居いはまたげないと思って、間ま違ちがいないわ」

　一から十まで単なる憶おく測そくに基もとづく根も葉もない噂だったが、俗ぞく人じんの類推とはそのようなもので、このさいは、それがアルトを助けた。

「ま、まあ、確かに……そういう話がついてるから、あれだけ堂々とやってきたんでしょうしね……」

「まったく、有名人のお遊びにも困ったものよね。さてと、仕事、仕事！　ギャラクシーの連中が持ち込んだＡＩカメラなんかに負けちゃいられないわよ！」
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　ベイ・エリアの海底に設けられたステージの最下層。

　その広い空間で、シェリルはひとり、海を見ていた。

　魚たちは自分のことなど見えていないように、優ゆう雅がに泳ぎ続けている。

　かつて、母が語ってくれた伝説を思い出す。

　ずっと昔、人は魚だったという。

　あるとき海の上を、星々の間を渡わたる鳥の人が通りがかったのだ、という。

　魚の人は、鳥の人の大いなる翼つばさに驚おどろき恐おそれながらも、

「お前は飛べるだろうけど、海の深さは知らないだろう。なんと哀かなしい、なんと哀あわれなものよ」

　と笑った。

　怒おこった鳥の人は、魚の人の尾おびれを切った。

　その切り口から足が生え、最初の人が生まれた、のだと。

　伝説、である。

　だが、シェリルは思う。

　海の深さの底にいた魚の人は、鳥の人と会えて、嬉うれしかったのではないか、と。

　ただ、初めて鳥の人に出会ったときに、その気持ちを伝える術すべを持たなかっただけなのではないか、と。

　だとしたら、こんなに哀しいことはない。

　それでも、自分にできることはもう、歌うことしかないのだ。

　そう、思うことにした。

　そう思うことにしたのに、控ひかえ室のドアが開いて、夢のように美しい着物姿でアルトが入って来たのには、呆あきれた。自分の夢想、願望が形になったのだ、とすら思えたからだ。

「アルト……」

　自分が、嬉しそうな顔をしているのではないか、とシェリルは恐きよう怖ふして、つとめて冷たい顔を作った。

「シェリル、聞いてくれ！」

「いいから、帰って」

　何がいいから、なのか、はわからない。

　とにかく、もう顔も見たくなかった。

　顔を見ると、自分がこれまで必死に守ってきた何かが崩ほう壊かいしそうだった。

「昨日のことはすまなかった。わびて許されるものではない、と思っている」

「なら……」

　目をそらした。

　アルトを直視したくなかった。だから背を向けた。背を向けたけれど、水すい槽そうに映るアルトから目を離はなすこともできなかった。

「なら、これを受け取ってくれ！」

「それは……」

　アルトの手の中で、あのイヤリングが輝かがやいていた。母が、祖母から受け継ついだという、想おもいを伝える石。

「許してくれとは言わない。それに、オレにはお前がスパイか、そうでないのかもわからない──だけど、ひとつだけ言わせてくれ」

「え？」

「どんなことがあっても──おまえは、ひとりぼっちなんかじゃない！」

　泣きそうに、なった。

　ずっと、膝ひざを抱かかえて泣いている自分のことを、どうしてこの少年はこんなにも理解してしまうのだろう。

　不器用で、純情で、ガサツで、そのくせ、するっと人の心の中に入ってくる、この美しい少年のことを思うたびに、シェリルの胸は、不思議な気持ちで満たされる。気がつくと、少年のことを考えている。

　だけど、それを悟さとられると、負けのような気がした。

　だから、

「何を言ってるのよ！」

　と、怒ど鳴なり返した。

　そうしないと、今度こそ泣いてしまいそうだった。

　なのに、あの少年は、まるで自分のペースを崩くずさずに、スポットライトのように輝く照明の下で、

「このイヤリングが教えてくれたのかもしれない。お前の本当の気持ちを」

　などと言うのだ。

　なんなのだ。

　目が潤うるんで、心臓がドキドキして、足が勝手にアルトのほうに駆かけ出したくなるではないか。

　今さら、今さら、昨日、あんなに私を泣かせておいて！

「勝手なこと言わないで！」

　ああもう、瞳ひとみを閉じる他ほかに何ができるというのか。

　見てしまったら、今度こそ泣いてしまう！

「あたしが、ひとりぼっちなわけないでしょ！」

「シェリル……」

　時間が、止まったように感じた。

（今という時間が、ずっと続けばいい）

　そうすれば、こんな張り詰つめた時間を、アルトと共有していられるから。

　でも。

　三つ目のスポットライトが狙ねらったように輝いて、三人目の役者、グレイス・オコナーが舞ぶ台たいに上がってきたことで、シェリルはそれが終わったのだ、と理解した。
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「さあ、そろそろ時間よ、お二人さん。ステキなお芝しば居いだったわ」

　そう言うグレイスが一番芝居がかっているのが、皮肉な話ではあった。アルトは、

（なんだ……この女、違い和わ感かんがある）

　と感じたが、場の主導権は、グレイスにあった。

「さ、バックステージの観客さんたちも、隠かくれてないで出ていらっしゃいな」

「観客!?」

「フン……ちゃんとお見通し、ってわけか」

　構造材の陰かげから姿をあらわしたのは、フライトジャケット姿のオズマと、白い軍服を着た美しい女士官、キャサリン・グラスだった。

「さすが、ギャラクシーのサイボーグは違ちがうねえ」

　オズマは不敵に笑ったが、アルトにしてみればそれどころではない。

「だましたのね！」

　と、シェリルがアルトを非難するのは、当然の流れだったからだ。

「違う、これは……」

　が、そんな少年少女の気持ちなどは大人たちには関かかわりのないことで、キャシーはつとめて事務的に、臨時安全保障会議の身分証を出すと、検察官よろしく罪状を読み上げ始めた。

「グレイス・オコナー。いえ、グレイス・ゴドゥヌワ大たい佐さ。あなたを銀河安全保障条約第17条に基もとづき、スパイ容疑で連行します！」

「シェリル・ノームの来らい艦かんに合わせ、コントロールしたバジュラを船団に差し向けた容疑だ。来てもらうぞ」

　が、グレイスのほうは悠ゆう然ぜんとしたものだった。

「ずいぶん勝手な言いぐさね」

（役者が違うな）

　さすがは、銀河最大のスターのマネージャー、というべき貫かん禄ろくだった。うろたえるそぶりも、居直る様子もない。

　場の中心にいるのは、シェリルでさえない。この、一見目立たない、スーツ姿の女なのだ。

（華はなを隠している……野や暮ぼを装っているが、このグレイスという女、間ま違ちがいない。役者だ。それも、オレの知らない、得体の知れぬ芸の持ち主だ）

「シェリル」

　いきなり、話題を切り替かえる。

　それが、不自然に見えない。

　不自然である、とわかったのはおそらくアルトだけだろう。視線の誘ゆう導どう、照明の使い方、声の反はん響きようにいたるまで、計算され尽つくしている。

（芸が三分で、裏方と段取り七分と言うが……！）

　なるほど、シェリルのステージは、シェリルひとりで作れるわけではない。この女の演出能力は、恐おそるべきものだった。

「あなたもよく聞いて。どうやら、ライブが終わるまでは待ってもらえないようだから」

「──────何？」

　対サイボーグ用の大型拳けん銃じゆうを手にしたまま、オズマが動きを止めた。

（聞く体勢に入った……いや、あの女が入れた……！）

　父以外に、語りだけでこれほど舞台を支配できる人間がいるとは思わなかった。

「今から二時間前、正確には銀河標準時二十一時十三分。私たちの故郷であるギャラクシー船団が、バジュラの大群に総攻こう撃げきを受けた、って連れん絡らくが入ったわ」

「!!」

　一同に、衝しよう撃げきが走った。

「噓うそ……ギャラクシーが!?」

「事実よ、シェリル。──メインランドはすでに陥かん落らく。脱だつ出しゆつした難民船団は、フロンティア政府に対してＳＯＳを発信したんだけど、グラス大統領はこれを黙もく殺さつする決定を下した」

「噓よ！　そんなひどいこと、お父様、政府がするわけ……」

「なら、確かく認にんしてご覧なさいな、ご令れい嬢じよう」

　グレイスはキャシーの抗こう弁べんを、柳やなぎに風と笑い飛ばした。

　そのキャシーの前に、オズマが割って入る。手の銃口は、ブレていない。

「……なんでそんなことがわかる。やはり、スパイってことだな」

「本国と私が緊きん密みつなホットラインを維い持じしている以上、大統領府の決定が私に伝わっていたとしても、おかしくはないでしょう？　そもそも、あなた方がおっしゃるとおり、私たちがバジュラをコントロールできているのなら、何のためにギャラクシー船団を襲おそわせる、と？　私たちは資本主義者であって、自殺主義者ではないわ──私には、あなたたちが未み踏とう宙域の資源を独どく占せんするために、私たちがジャマになった、と見えるのだけれど」

　そして、端たん末まつをチェックしていたキャシーの顔が、蒼そう白はくになる。

「……軍の上級士官あての機密情報よ。ギャラクシー船団からのＳＯＳ信号は、悪質なサボタージュとみなし、これを無視せよって……報道管制も出ているわ。そんな……」

「バカな！　補ほ佐さ官の三島とかは、冗じよう談だんをやっているのか!?」

（ＳＯＳ信号の意図的な黙殺は、銀河条約の最大のタブーだ）

　アルトは、歯がみをした。

　それが事実なら、フロンティア船団はあらゆる惑わく星せいと移民船団から経済封ふう鎖さをされて干ひ上あがっても文句はいえない。漂ひよう流りゆう者を見捨てるような船乗りに明日があってはならないのだ。

　長い、沈ちん黙もくが流れた。

　その沈黙を破ったのは、シェリルだった。

　いつでも銀河の妖よう精せいは、その場の中心にいた。

「……アルト。あなたたち民間軍事プロバイダーは、金さえ払はらえば、なんでもするのよね」

「そ、それは……」

　アルトは視線で、上司であるオズマを見た。そのオズマでさえ、思いもよらぬなりゆきに、目を丸くしている。

（あの隊長でも、驚おどろくことがあるのか）

「Ｓ．Ｍ．Ｓの戦せん闘とうミッションは一回いくら？」

「何!?」

「答えて！　あんたたちだって、ギャラクシーが正しいか、フロンティア政府の言ってることが正しいか、確かめてみたくはないの!?」

「それは……」

　もし、ギャラクシーが本当に陥落しているなら、Ｓ．Ｍ．Ｓを派は遣けんすることで、最低限の救きゆう援えん義務は履り行こうされたことになる。当然、その時点でギャラクシーがバジュラをコントロールできるという状じよう況きよう証しよう拠こも消しよう滅めつし、シェリルとグレイスを拘こう束そくすることもできなくなる。

　一方、もしＳ．Ｍ．Ｓがギャラクシー船団に赴おもむき、その健在を確認できたなら、グレイスの発言は当然、噓ということになる。

「……一億と二千万クレジット」

「オズマ！　ダメ、罠わなかもしれない！」

「一億二千万クレジットだ。マクロス・クォーター一隻せきと艦かん載さい兵器一式の、一日あたりの基本使用料だ。あとはオプション兵器の使用ごとに加算される」

　オズマの顔には、どこかふっきれたものがあった。もともと、陰いん謀ぼうと詐さ術じゆつの世界が似合う男ではないのだ。

「フン！　いい額ね」

　シェリルの手から、一枚の古めかしいクレジット・カードが飛んだ。漆しつ黒こくの、見たこともないデザインのカード。

「ヴェガのブラックカードよ。足りなきゃ、次のアルバムの印税をつぎ込んだっていいわ」

「ま……こっちも命がかかってるんでな。金額は妥だ当とうな線である、と考えてもらいたい」

「ＯＫ。……何よ、アルト。あんたもプロでしょ。何か文句ある？」

「いや──」

　少し、嬉うれしかった。

　目の前の少女は、やはり、自分の気高さのために闘たたかうことができる、そんな人物だった。

　それが嬉しかった。

「いや、オレだって、誰だれかを守りたくてＳ．Ｍ．Ｓに入ったんだ。まさか、お前の金で飛ぶはめになるとは予想外だったけどな」

　そう言って、笑った。

　まだ、自分がシェリルに対して笑うことができるのは、意外だった。その笑え顔がおは、演技ではなかったからだ。

「……イヤリングは、今は返さなくていいわ」

「え？」

「救出作戦が終わったら、ちゃんと返しに来なさい」

「────」

「もちろん、無傷でね」
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　前世紀の四輪駆く動どう車を模したオズマの電気自動車が、緊きん急きゆう用のラインを爆ばく走そうする。後部座席のアルトは、

（この男、車に羽根がついてると思い込んでるんじゃなかろうな）

　と恐きよう怖ふした。それほどに、オズマの運転は過激だった。

「艦かん長ちようの許可が出た！　ミッションコード『銀河の妖精』は現時刻をもって正式発動する！」

「正気なの!?　一歩間ま違ちがえば、政権への反乱行こう為いよ！　いくらＳ．Ｍ．Ｓがその警備活動において独自の指揮権を認められているからといって……！」

　助手席のキャシーは、セッティングのうまくいっていないシートベルトが、豊かな胸を締しめ付ける感かん触しよくに耐たえながら、まだ抗こう弁べんを続けていた。

「……もともと、このタイミングでグレイスを締め上げるって決定が無む謀ぼうだったんだ。案の定、連中は切り返してきた。なら、相手の罠だったとしても、断固たる行動によって情報を得ない限り、真実には到とう達たつできない。オレは、自分の目で見たものしか信じない。あのガリア４から、ずっと」

「それは、そうね……」

「逆に言えば、あそこで締め上げなければもっと悪い事態もあり得た。こちらのスキャンダルの尻尾しつぽを握にぎられたまま、スパイが船団に残る、という目もな」

「隊長は、まだシェリルがスパイだって!?」

「……お前の気持ちはわかるがな、アルト」

　テールランプを、またひとつ追い抜ぬいた。

「シェリルはまだしも、あのグレイス・ゴドゥヌワが、ギャラクシーの軍情報部に近しい人間であることは確かだ。潜せん在ざい的なリスクは、払ふつ拭しよくされていない。だからこそ、難民船団がただのフカシなのか、あるいは実際に存在する同どう胞ほうの危機なのかを見み極きわめねばならん」

「──なら、私も同行するわ、オズマ」

「キャシー！」

「新統合軍の軍ぐん籍せきのある人間が同行することで、少なくとも目もく撃げき証言の信しん憑ぴよう性せいは増す。……それに、私が同行すれば、クォーターごと闇やみに葬ほうむられることはないでしょう」

「それは、そうだが……」

「誤解しないで。私は正義を実行したいの。父の判断が間違っているなら、それを正さねばならない。人が無む為いに死のうとしているなら、それを止めねばならない。それが私が、職業軍人という仕事を選んだ理由だから」

「……ならば、やむをえん。ただ、一言だけ言わせてくれ」

　地下のＴ字路。正面、何もないはずの壁かべが開き、Ｓ．Ｍ．Ｓと書かれた緊急用シャッターが姿をあらわす。

「絶対に死ぬな」

　四輪駆動車が、シャッターをくぐった。
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　シェリルのリベンジライブ会場は、もはや驚おどろくべき熱ねつ狂きようの渦うずの中にあった。

　ライブ会場となったベイ・エリアには見物の小型船が鈴すずなりになり、周囲のビルというビルには望遠鏡と双そう眼がん鏡きようを持った野次馬が張り付き、せめて熱気だけでも味わおうというファンが、会場の周囲２キロをほとんど隙すき間まなく取り囲んでいた。

　もちろん、スパイ疑ぎ惑わくがかかった時点でコンサートの中止、という判断も政権内部では取りざたされたのだが、ギャラクシー陥かん落らくの情報、Ｓ．Ｍ．Ｓの強行出しゆつ撃げき、という状じよう況きよう下において、軽けい挙きよ妄もう動どうして暴動ということにでもなれば、最悪政権への致ち命めい傷しようになりかねない、という判断がなされ、表面上はまったく平和なものであった。

　が、そこにランカの姿はない。

　依い然ぜんとしてランカが狙ねらわれている可能性は消えておらず、オズマは今日一日、家から出ないようにランカに厳命を下していた。

　そうして、そのようなことごとの事情と関かかわりなしに、シェリルは笑え顔がおでステージに立って、自分の仕事、プロとしての仕事を果たす。

　熱狂のボルテージが、海を赤く染めていく。
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　フォールドを抜けて、星エー気テル体ボデイが体に収まると、すぐに出撃を告げるサイレンが鳴った。

「野や郎ろうども！　あたりだ！　本当に、ギャラクシーの難民船団がいやがった！」

　オズマの怒ど号ごうが、パイロットたちをフォールドの眠ねむりからたたき起こす。

「どうやら、一億二千万クレジットのただ取りとはいかなかったようですね」

　ミシェルがめがねをかけ直して、ニヤリと笑った。

「不労所得は嫌きらいじゃないが、寝ね覚ざめがよくないからな。不服か？」

「いいえ。オレは死にませんから、どっちにしても同じことです」

「よく言った。──アルト！」

「はい！」

「貴様は、トルネード装備で上がれ！　編隊長のウィングマンだ。光栄に思えよ！」

「トルネードって、あの新型ですか!?　けど、オレはまだ訓練しか……」

「トルネードだろうがアーマードだろうが、貴様が初うい陣じんなのは同じだろうが、タマゴ野郎！　少しでも生存率の高い装備を選んでやってる親心に感謝して、上がれ！」

「イエッサー！」

　新型装備をアルトに優先的に回してやるのは、彼がスポンサー、すなわちシェリルの〝お気に入り〟だからである。くだらないことに思えるかもしれない、命に優ゆう劣れつをつける行こう為いであるかもしれない。だが、命に優劣をつけて売買する仕事を好きで選んだのだから、顧こ客きやくに対するサービス、というのは気配りである、とオズマは考えていた。
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　眼前のすべてがプラズマとミサイルのフラッシュに覆おおわれ、アルトは自分がとうに死んだのではないか、と思った。

　が、ＥＸギアを通して伝わってくるトルネード・メサイアの鼓こ動どうはあたたかくて強く、アルトに、なすべきことをなせ、と伝えてきたから、まだ母の元に行くことは許されないのだ、とわかる。

「スカルリーダーより各機へ！　いいか、今回の我々の任務は、ギャラクシーの難民船団を、フォールド安全圏けんへと離り脱だつさせることだ。我々のいる空域は、ちょうど現地点から難民船団の位置まで、時空断だん裂れつ宙域、いわゆるフォールド断層で隔へだてられている」

　フォールド断層は、フォールド航法・通信を困難にする時空の壁だ。銀河中心に行くほど濃のう密みつになるこの異常空間は、人類の流通と情報共有をさまたげる最大の敵であった。

「つまり、断層はいわば河で、難民船団は河を渡わたってくる幌ほろ馬ば車しや隊ということになる。幌馬車隊が渡と河かを終えるまで、絶対に傷つけさせるな！」

「了りよう解かい！」

　数十のパイロットたちの声が、唱和する。

「行くぞ！　全機、突とつ撃げきラブハート！」
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　アルトの駆かるトルネード・メサイアは、通常のＶＦ-25に、トルネード・パックと呼ばれる追加装備を取り付けたものである。

　大まかにいってこのパックは、脚きやく部ぶに装備される追加装そう甲こう／推すい進しん剤ざいユニット、翼つばさの先せん端たんに装備される高機動スラスター、翼よく面めんを覆う増加装そう甲こう兼けんマイクロミサイルポッド、そして、機体の上面に取り付けられて二本のバッファローの角のように見える、二連ビームキャノンとそのバッテリーユニットからなる。

　その運用上の要よう諦ていは、脚部の主推進器に加え、前後左右に回転する翼先端部の高機動スラスターによって、これまでのバルキリーの常識を越こえた超ちよう機動を与あたえることにある。

　が、その超機動をもってしてもなお、追つい随ずい不可能な機動をやるオズマ・リーという男に、アルトは舌を巻いていた。

（あの重いアーマード装備で、こんな機動ができるのか!?　こっちは、ついていくだけで精せい一いつ杯ぱいだってのに！）

　その思いを見み透すかしたかのように、アーマードがファイターからバトロイドへと姿を変えた。

「どうした、タマゴ野郎！　遠足についてくるので精一杯か!?」

　アーマード・メサイアの装甲ハッチが全開になる。眼前、迫せまり来る小型バジュラ群をマルチロックオン。奔ほん流りゆうのごとく放たれる、ミサイルとロケットの嵐あらし！

「く！」

[image: ]

　次々と爆散するバジュラたち。その打ち漏もらしを、アルトもミサイルを斉せい射しやして撃げき墜ついする。

「そうだ！　それでいい、とにかくオレの尻しりの臭においをかげる範はん囲いを離はなれるな、アルト准じゆん尉い！」

「りょ、了解！」

　たった一分にも満たない交戦で、アルトは全人生に等しい集中力を使い切ったのではないか、と思ったが、それでも情けないところを見せれば、今度こそ男が立たないのだから、と感じて、飛んだ。

（難民船団の中には、何十万何百万の人がいるんだ……させるわけにはいかないんだよ！）
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「コンサート、はじまったんだ……」

　ランカは、窓の外の喧けん騒そうを見て、ぽつりとそうつぶやいた。

　手には、シェリルから託たくされた二枚のチケットがある。

（行きたい）

　それは、当然の気持ちだった。

（聞きたい）

　ファンだから、ではない。

　もう、違ちがう。

　最新のものを、見たい。

　トップのステージを、見たい。

　どん欲よくに、取り込みたい。

　自分とシェリルの差はどれだけあるのか、知りたい。

　人前で歌えるようになった自分がシェリルのコンサートを聴きいて、どう感じるのか、知りたい。

　その場に、ライブの場にいることでしか味わえない熱気を、感じたい。

（でも、お兄ちゃんはダメって言った）

　けれど。

　それでも聞きたかった。

　それでも見たかった。

　それが、ランカ・リーという芸人の、魂たましいの叫さけびだった。

（聞かなければ、私は、シェリルさんを越えるチャンスを、ひとつ失う）

　それで自分が生きていけるか。

　否いな。

　否だ。

　芸に生きると誓ちかった以上、あらゆる手段を使って己おのれの芸を向上させねば、生きてはいけない。

　それはシェリルから、そしてアルトから学んだことだ。

　軍人があらゆる手段を使って戦争に勝つのと、同じことだ。

（それなら）

　ランカは、立ち上がった。

　それは、あの日、オズマにやけを起こして闇やみ雲くもに家を出たときとは、違う。

　決意、である。

　ひとりの芸人、ひとりのプロフェッショナルが、己の芸をかけて、シェリルの歌に、あの時、自分を信じてくれ、とその瞳ひとみで訴うつたえていたシェリルの歌に対たい峙じをしようとしているのである。

　だから、立ち上がった。

　だから、走り出す。
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　マクロス・クォーターのブリッジには、艦かん長ちよう一名、操そう舵だ士一名、オペレーター三名しかいない。オブザーバーとして強ごう引いんに乗り込んだキャサリン・グラスを加えても六名。

　これはＩＲＭＡ、すなわち情報分野における軍事革命の結果で、各部署における高速の意志決定を行なうために、あえて人間の数を減らした結果である。

「三時方向の敵に向け、主しゆ砲ほう、斉射三連！」

「了りよう解かい、ボス！」

　巌いわおのようなジェフリー・ワイルダー艦長の号令一下、黒人の巨きよ漢かん、ボビー・マルゴがバジュラの進路に割って入るコースを取る。

「てぇえっっっっ！」

　ブリッジの前方に設置された、連装主砲が火を噴ふいた。

　プラズマの火線が、全長２キロメートルにも及およぶ、巨大なバジュラ空母艦、通つう称しよう〝ナイト〟を貫かん通つうし、次々と爆ばく発はつさせる。

「よっしゃあ！　三隻せき轟ごう沈ちん！」

（すごい……）

　キャシーは、息を飲んでいた。

　新統合軍の戦いは、ＡＩに任せたもので、軍人のほとんどは、ＡＩ兵器に出しゆつ撃げきを指示するオペレーターでしかない。それが、ＡＩを無力化するバジュラたちの前に、緒しよ戦せんで惨ざん敗ぱいを喫きつする原因となった。

　だが、目の前にいる男たち、女たちは違う。

　自分の生まれ持った力を、天然自然の神経と肉体を信じている。だから、てらいもなく、死地に飛び込んでいくことができる。

『オレは、自分の目で見たものしか信じない』

　そう言ったオズマの言葉の意味が、わかりかけてきた。

　そんな、気がした。
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「行くぞ、ミシェル！　フォーメーション、Ｍ・Ｍ・ジーナス！」

「ＯＫ！」

　難民船団に食くらいつくコースを取った一群の大型バジュラを、クランたちピクシー小隊が、その機動性と火力で拘こう束そくする。

「さすがだ、クラン・クラン」

　そこを、バトロイドに変形し、機体の余よ剰じよう出力をも電磁加速レールライフルの威い力りよくに回した狙そ撃げき仕様のＶＦ-25Ｇが狙撃するのである。おまけに、狙撃手はミシェル・ブラン。外れる理由がない。

　あっというまに、八匹ぴきのバジュラが宙に散った。

「よし、このままこの宙域を支えるぞ、ミシェル！」

「ああ！　一匹だって、船団にやらせるわけにはいかないからな！」

　青い鋼鉄の巨きよ人じんに乗る少年と、赤い装そう甲こう服をまとった巨人の乙女おとめ。

　ふたりが、ふたりの年ねん齢れいに見合った、同じ背せ丈たけで時を過ごせる場所は、ここしかなかった。

　戦場しか、なかった。
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「ＶＦ-22Ｓ艦攻戦隊、およびカナリアのケーニッヒ・モンスター、敵ナイト級にとりつきました。敵火力、35％まで減少」

　オペレーターのモニカ・ラングの声は小鳥のように心ここ地ちよい。生死を分ける戦場において、オペレーターの声が聞き取りやすいかどうかは冗じよう談だんごとでなしに大切だったから、ジェフリー・ワイルダーはそこに妥だ協きようをしたことはない。

「大規模ビツグ・可変ブルー・戦闘ブラン機網ケツトはどうか？」

「〝渡と河か〟に入るギャラクシー艦かん隊たいの後方を完全にカバーしています。当方の損害は、撃げき墜つい１、大破６。欠損は五分前に出撃したアポロ小隊でカバー可能な範はん囲いです」

「よろしい」

　が、言葉ほどジェフリーは安あん堵どした顔ではなかった。

　その顔を、不安そうにモニカ・ラング、少年のような顔をしたオペレーターがのぞき込む。

「どうしたんですか、艦長？」

「嵐あらしの予感がする……」

「え？」

「うずくのさ、古傷がな」

　そう言って、ジェフリーは鼻の下に長く残る傷きず跡あとを撫なでた。

　当たらないで欲しい、という時に限って当たる、彼のカンだった。

「余力のある小隊から着艦させて、補給をさせておけ」
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　ベイ・エリアはもはや立りつ錐すいの余地もなかった。

　あらゆるモニターにはシェリルの歌が映し出され、外にまでライブの熱ねつ狂きようが広がっているようだった。

　人の波をかき分けようとするランカだが、とてもスタジアムに接近できそうもなかった。

（どうしよう……）

　その時、誰だれかの冷たい手が、ランカの手首をつかんで、ランカはその感かん触しよくに、震ふるえた。

「……！」

「ミス・ランカ・リーですね」

「あなたは……」

　知らない男性だった。

　ファイバーとクロームを主体にした、フロンティアでは見慣れないスーツを着ている。

　機サイバ械ーアイである、とすぐにわかる紫むらさきの瞳ひとみが、ランカを見ていた。

（私、この人の声、どこかで聞いたような……）

「ブレラ・スターンです。ミス・シェリル・ノームのボディガードをつとめています」

「ブレラ、さん……？」

「ミス・シェリルから、あなたがおいでになったら、お席へご案内するよう、言いつかっています」

　ランカはそれが、〝Ｑ１〟を確保するために、グレイスが打った布石であることを知らない。もちろん、提案者はグレイスであっても、それを受けて、ブレラに命じたのはシェリルである。

　だから、その時、ランカは自分の選せん択たくが正しかったのだ、と信じた。
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「これで……ッ！」

　ファイター形態で驀ばく進しんし、後ろについてきたバジュラ三匹を確かく認にんする。

　逆噴ふん射しや！

　脚きやく部ぶと翼部のスラスターで一気に敵に対し、後方に下がることで、バジュラに自機を追オーバいーシユ越ートさせる。

　翼部スラスターを九十度回転させ、上じよう昇しよう！

　ＥＸギアでも相そう殺さいしきれないほどのＧは、ＩＳＣの慣性制せい御ぎよで殺す。鋭えい角かくも鋭角、初飛行の時からＥＸギアで飛んできたアルトの肉体と、歌か舞ぶ伎きで培つちかわれたたぐいまれな身体感覚がなければ、あの時のランカのようにブラックアウトして、死んでいた。

「うおおお！」

　変形。腕うでと足を展開し、ガウォークへと変わる。

　無防備な背中を丸出しにしたバジュラたちに、右みぎ腕うでに装備したガトリングガンポッドの嵐。

「三機撃墜！……!?」

　その時、はるか彼方かなたで、世界が歪ゆがんだ。

　紫むらさき色いろに輝かがやく、時空の光。

「バカな！　デフォールドだっていうのか!?」
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「バジュラ艦隊、デフォールド！」

「……連中は、フォールド断層を越えてきたというのか！」

「巡じゆん洋よう艦かん級６、駆く逐ちく艦かん級18、空母級６……そ、それに、未確認の大型！　全長は10キロメートル、あるいはもっと！」

　オペレーターたちの声も、震えていた。

　古今、フォールド断層を越えてのフォールドを敢かん行こうし、成功した例はない。あるいは伝説のプロトデビルンなら可能であったかもしれないが、それは神ならばできる、という仮定に等しく、従って、戦術上の案件として考こう慮りよされてはいなかった。

「艦攻の第二波は!?」

「現在、補給を急がせていますが、急いでも再出しゆつ撃げきには十五分は……」

「十分でやらせろ！　飛行隊を再編させて、なんとしても船団をやらせるな！」

　だが、歴戦のワイルダーは、それが望みのない願いであることを知っていた。

〝戦艦級〟と呼こ称しようされることになった、巨きよ大だいなバジュラの三連砲ほう塔とう用器官から放たれた重量子反応砲の巻き起こす空間湾わん曲きよくの嵐あらしは、一いち撃げきで難民船団の半数を飲み込んだ。

　何十万、何百万の人の命が、虚こ空くうに吸われていくのを見ながら、それでもワイルダーにできることは、指揮を続けることだけだった。
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「あ、あああああああっっっ……！」

　早乙女アルトは、哭ないていた。

（また、まただ……！）

　目の前で散っていったのは、無数の人の命だ。

　その人たちの紡つむいだ、夢だ。明日だ。

　善人だったかもしれない。極ごく悪あく人だったかもしれない。だが、それがどうであれ、なぜこんな死に方をしなければならないのだ。

　空間湾曲にねじ切られ、宇宙船の爆ばく風ふうに焼かれ、宇宙の虚きよ無むに投げ出されて、ただ死んでいくのだ。

　許せるものではなかった。

　許せるはずがなかった。

　それがたとえ、運命と呼ばれるものだったとしても。

　それに立ち向かうのが、傾かぶくということなのだから。

「スカル４！　貴様、どこへ行く！」

「あの母ぼ艦かんを潰つぶす！」

「おい、待てっ！」

　待てるはずがなかった。

　ご丁てい寧ねいに整備班がつけてくれた、最大出力にリミッターをかけるプラスチックの留め具をちぎり飛ばす。

　フルスロットル。

　このトルネード・メサイアで最高出力を実戦でかけたパイロットはまだいないという。

　望むところだ。

　それこそが、早乙女の男にふさわしい舞ぶ台たいだ。

　対空砲ほう火かが肉にく薄はくする。

　迫せまり来る生体ミサイルを、二連ビーム砲のセミオート迎げい撃げき。

　トルネード・パックのもたらす急激な方向転てん換かんが、機体をミシミシと揺ゆらす。

（やれるはずだ。お前は、まだ、オレの芸についてこれる）

　それは、機械への信しん頼らいではなかった。

　共演者への信頼であった。

　このメサイアを作り上げた技術者、整備してくれた人々、そして、機械そのものに宿る神への、信頼であった。

　飛ひ翔しようする。

　ただ、飛翔する。

　怒いかりは、早乙女アルトを、むしろ冷静にした。

　眼前に、巨大な壁かべのような戦艦級バジュラの装そう甲こう壁へき面めんが迫る。

　バトロイドに変形。脚きやく部ぶから逆噴ふん射しやをかけて相対速度を合わせ、接近する小型バジュラをガンポッドで狙そ撃げき。

　変形。

　バトロイドからガウォークへ。

　スラロームするように、装甲壁面を駆かける。

「せめて、主しゆ砲ほうさえ潰せば！」

　主砲を潰したら、死んだ人たちが蘇よみがえってくる、などということは、ない。

　それでも、ビームを、ミサイルを、ガンポッドを、レーザーをたたき込んだ。

　そうすることで、せめてこれ以上の哀かなしみを広げるな、と願った。
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「アルトくん、来てないんだ……」

　案内されたペアシートにアルトの姿がないことに、ランカはいささかならず落らく胆たんをした。気合を入れたミニドレスを着て、頑がん張ばってお化け粧しようをした乙女おとめにしてみれば、当然のことであろう。

「着信……？」

　アルトからのものではないか、と思って取った携けい帯たいには、オズマからの伝言メッセージ。

　イヤホンを伸のばして、他ほかの人の迷めい惑わくにならないように端たん末まつを操作する。

『オレだ。本当は……直接言うべきなんだろうが』

　声こわ音ねが、重かった。

『すまん、仕事だ。今日は帰れない。だが、必ずみんなを連れて戻もどる。心配しないで待ってろ』

「お仕事、って……」

　それが意味するところは、ひとつしかなかった。

　オズマ・リーは軍人で、この船団を守るバルキリー乗りだった。

　そして、そのオズマの部下であるアルトがここにいない意味は、ひとつしかない。

　そうして。

　シェリル・ノームは何千という人々の視線を受けながら、ひとり、屹きつ然ぜんと立って、こう言ったのだ。

「ねえみんな！　ちょっとワガママ言わせてもらってもいいかな」

　その言葉だけで、会場が静まりかえる。

　水を打ったようだ、とはこのことだった。

　誰だれもがシェリルを見ている。シェリルが皆みなを見ている。

　彼女は女王だった。誰にとっても、女王だった。

　シェリルが軽く、イヤリングに触ふれる。

「次のナンバーだけは、ある人のために、ううん、ある人たちのために歌いたいの。今、遠いところで、命を賭かけている人たちのために……」

（知ってるんだ！　シェリルさん、知ってるんだ！）

　ああ、それなのに、シェリルの歌声には何の曇くもりもない。

　磨みがき上げられた鏡のように、きらめく満月のように。

　自分は、できるだろうか。

　同じ立場に置かれた時に、歌えるだろうか。

　いや。

　きっとそうなるのだ。

　そうなって見せたいのだ。

　だから、ランカは、観客たちとともに、シェリルとともに、歌う。

　シェリルの想おもい、闘たたかっている人たちへの祈いのりとともに、歌う。
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　フォールドウェーブが急激に高まっていく。

　シェリルとランカに負ふ荷かをかけ、かつ、相そう互ごの歌をシンクロさせる、という実験は、成功だった。

（まったく、Ｓ．Ｍ．Ｓがジャマをしなければもっと楽だったんだけど……）

　もちろん、彼らにはそれがどのような意味をもたらすかは、理解されていまい。今は、結果に満足することにした。

（さて、ここからは誰にも未知の領域よ。マクロスピードで、あらゆるものが吹ふき飛んでいく地平。ふふ……ゾクゾクするじゃない、蘭雪ランシエ？）
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（歌が……聞こえる!?）

　主砲の爆ばく発はつを確かく認にんしたアルトは、確かにその時、シェリルとランカの歌を聞いた。彼がもう少し落ち着ける環かん境きようにいたなら、イヤリングが発光していることに気がついたかもしれない。

　だが、彼の目は照準と敵機を追うことに忙いそがしすぎて、そのような余よ裕ゆうはなかった。

「なんだ……!?」

　バジュラから離り脱だつしようと、敵艦表面からの離り陸りくをはかろうとするアルトの眼前で、空間が歪ゆがんだ。

「まさか……こいつら、フォールドしようとしているのか！」




　　　　＊




「難民船団、フォールドに突とつ入にゆう！」

「バジュラ艦隊、攻こう撃げきを停止！　同時に、フォールドに入ります！」

（攻撃を停止？）

　ワイルダーの額を、脂あぶら汗あせが伝った。

　フォールド体勢に入ったままでも攻撃は行なえたはずだ。アルトによって主しゆ砲ほうが沈ちん黙もくさせられたとはいえ、副砲もあればミサイルもあろう。難民船団のあと二、三隻せきは沈しずめられたはずだ。

（どうする!?）

　このまま追えば、最悪の場合泥どろ沼ぬまの消しよう耗もう戦に引きずり込まれる。もし、バジュラたちが難民船団を追っているなら、行き先はフロンティアのはずだ。正規軍に対応を任せるか？

（いや、あり得ない。我々は我々の判断で始めたのだ。始めたゲームは、最後までプレイするべきだ）

「全艦、緊きん急きゆうフォールド！　機動部隊を回収し、バジュラを追うぞ！」




　　　　＊




「ギャラクシーの難民船団デフォールド！　続いてバジュラ艦隊、デフォールドしてきます！」

「ちっ……！」

　政治屋どもはこれだ、という言葉を、新統合軍フロンティア防衛艦隊司令であるバックフライトは必死に飲み込んだ。

「全艦、緊急発進！　そうだ、予備の艦かん艇ていまで全部出させろ！　本土決戦なんだ、予算もへったくれもあるか！　大統領府に、バトル・フロンティア発進の指示を求めろ！」

（船乗りが船乗りの救難信号を無視するようなことをするから、天てん罰ばつが当たったんだよ！）

　彼は有能な人間ではなかったし、閨けい閥ばつと猟りよう官かんと退たい役えき後の政界進出にしか興味のない俗ぞく物ぶつではあったが、それでもこわもての軍人、という役には忠実でいたい、と考える男であった。皮肉にも、後の歴史は彼を三十年の腐ふ敗はいではなく、この日の灼しやく熱ねつした闘とう争そうによって猛もう将しようとして記き憶おくすることになる。

「やっているようだね、バックフライト提てい督とく」

　だから、大統領補ほ佐さ官が神聖なブリッジに乗り込んできて、気安くそのように物を言えば、腹が立つ程度のプライドもあった。

「これは大統領閣下、補佐官閣下。現状は見ての通りです。ご許可をいただき次し第だい、本艦は敵バジュラに対し、出しゆつ撃げきしたく思いますが」

「ああ、そのようにしてくれたまえ」

　この事態を招いたのはどこの誰だれだ、とバックフライトも、傍かたわらのタルコフスキー艦かん長ちようも考えたが、彼らは大人であったから、自分たちのスポンサーにそれを言わない程度の保身は考える。

　死を前にしながら歌うことができるシェリルがプロならば、目の前に腐敗がありながらそれを弾だん劾がいすることなく、現実に諾だく々だくとしたがってしまうこの男たちも、悪い意味でのプロであった。

　ともあれ、１．８キロメートルの巨きよ体たいが震ふるえ、バトル・フロンティアが、アイランドワンから切り離はなされる。

　超ちよう時空要よう塞さいの、出撃であった。
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　だが、船団近きん傍ぼうへのフォールドを果たしたバジュラたちの動きは、早かった。

　バジュラ艦砲がリパルシブ・フィールドを貫かん通つうして天てん蓋がいに穴をうがち、流出する大気の代わりに、バジュラたちが次々と侵しん入にゆうし、ベイ・エリアに集まった人々に銃じゆう火かを浴びせる。

　地じ獄ごく絵え図ずだった。

「なんで……なんでこんな時に！」

　船の舳へ先さきを模したステージの上で、シェリルが哀かなしみの叫さけびを上げる。

　我先に逃にげ出す人々。

　その人々が倒たおれて、将しよう棋ぎ倒だおしになったところに、生体ミサイルが炸さく裂れつして、血と肉がまき散らされる。

（まさか……バジュラはここを狙ねらっている!?）

　グレイスが言っていた。自分の歌には、バジュラと引き合うコードＱ１を見いだす力がある、と。自分がツアーを重ねて来たのは、そのためだ。

　だとしたら、自分の歌がバジュラを呼んでいたとしても……。

（!!）

　そうして、シェリルはステージの中、ただひとり逃げずにいる、あの緑の髪かみの少女を見た。

「ランカちゃん！」
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「フロンティア船団にデフォールドした!?　隊長ッ！」

　アルトの耳に返ってきたのは、猛もう烈れつな雑音の嵐あらしだった。

（広域ジャミング！）

　バジュラの周囲ではミサイルやＡＩがジャミングされる。通常通信すら、例外ではない、ということだ。

（まずい……ルカのＲＶＦから離れすぎた！）

　そうなれば、とにかく自分で判断するしかない。

　バジュラたちは、アイランドの内部に突とつ入にゆうしていると、見えた。

（なら！）

　トルネード・パックから、大気圏けん外がい用の装備を排はい除じよし、身軽になってアイランドワンへと突入する。

　その姿は、まるで白い流星のように、場ば違ちがいなまでに美しかった。
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「防空司令部からの連れん絡らくは、どうなってるんだ！」

「わかりません！」

　たった10メートル向こうの部下たちの通信さえ、ノイズが七割で音声が三割、という状態で、〝シャイアンⅡ〟型人型デスト戦車ロイドの狭せまいコクピットで指揮を執とる王ウオン・月明ユエミン少しよう尉いはそれでも機き関かん砲ほうのトリガーを引くことをやめなかった。

　昨日までは、人々が笑いさざめいていた街である。

　その街を、身長10メートルの鋼鉄の巨きよ人じんである人型デスト戦車ロイドが闊かつ歩ぽし、砲を打ち上げ、ミサイルを発射している景色は、無む惨ざんだった。そして、さらに無惨なのは、その対空砲撃の効果があまりにも散さん漫まんであることだった。

　最新型のレーダー同調型射撃支し援えんシステムはダウンして機能しない。光学とフォールド探知を組み合わせた対空ミサイルは、まるでロケット花火のように敵を追わない。

「チクショウ！　防空の守りは完かん璧ぺきだ、とか抜ぬかした艦かん隊たい司令どもは、地じ獄ごくに落ちればいいんだ！」

　それが、彼の最後の言葉となった。

　バジュラのプラズマを浴びたシャイアンⅡの上半身が吹ふき飛び、彼が守ろうとした人々を十数人まとめて、押しつぶした。
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　バトル・フロンティアの戦闘Ｃ指揮Ｄ所Ｃは蜂はちの巣をつついたような騒さわぎだった。

「ダメです！　各艦隊、および防空指揮所との通信、ダウン！」

「有線でも連絡船でもかまわない！　あらゆる手段を使って、連絡を確保しろ！　とにかく、情報が必要なんだ！　リレーポッド装備のＲＶＦはすべて出させろ！」

　戦争においてもっとも必要なのは、現状認にん識しきだ。今どこで何が起きているのか、誰だれが何をするべきなのか、次にどこへ行けばいいのか。

　それらを絶たれ、分断された新統合軍は、まさに烏う合ごうの衆であり、それぞれの戦場において孤こ立りつしつつあった。

（敵旗艦を潰つぶせば、ジャミングも衰おとろえる。その可能性に賭かける他ほかはないか……）

「メガ・マクロス・キャノン、発射用意！　発光信号で、射線上の味方をどけさせろ！　それくらいは、やれるはずだ！」

　艦内に、緊きん張ちようが走った。

　当然だ。バックフライト自身も含ふくめ、フロンティア船団はただの一度たりとも、バトル・フロンティアの主しゆ砲ほうたるメガ・マクロス・キャノンを実戦において発射したことはない。この戦いがどれだけの非常時であるか、誰もが認識した。

　本来ならば、現在の巨きよ大だいな空母の姿を捨てて、強きよう攻こう型に変形して使用する砲である。だが、その時間はなかった。

　船体下部にドッキングした、それ自体が巨大な砲である〝ガンシップ〟に、艦の全エネルギーが注ぎ込まれていく。

「バトル・フロンティア回頭率85％！」

「主砲、メガ・マクロス・キャノンエネルギー充じゆう塡てん率、90％、91％、92％、93──」

「敵大型戦艦、主砲軸線上に入ります！」

「よぉぉし！」

　バックフライトは、とにかく声を出した。出さないと、目の前の現実に潰されてしまいそうだった。誰でもいいから、励はげまして欲しかった。こんなに現実が恐おそろしいのは、私立小学校の入学式以来だった。

「目標を、敵艦反応炉エリアにセット！」

「主砲照準確認、よろし！」

「総員、対ショック体勢！　メガ・マクロス・キャノン、発射！」

　バトル・フロンティアの艦かん首しゆから、膨ぼう大だいな光の帯が放たれる。幅はば１キロメートルにも及およぶ光の帯は、重量子によって導かれる、空間湾わん曲きよくの嵐だ。いかなる装そう甲こうもバリアも、その火力を抜くことはできない。

　射線上にいたバジュラたちが、次々と爆散し、巨きよ大だい戦せん艦かんに着ちやく弾だんした光の帯が、炎ほのおの渦うずになる。

　猛もう烈れつな電磁障害で、モニターが一時、ダウンする。

　誰もが、勝利を確信した。

　冷静な三島でさえ、指揮座から立ち上がって拳こぶしを握にぎりしめたほどだ。それほどに、宇宙に屹きつ立りつする光の帯には、力を示すものだ、と思わせるものがあった。

「────！　これは！」

　だが、その興奮はすぐに、絶望へと変わった。

　オペレーターのひとりが、絶句したのだ。

「どうした！」

「────敵空母級三、撃げき沈ちん。駆く逐ちく艦かん級十五、撃沈。他、小型機撃墜、多数。しかし、敵、戦艦級──健在。無傷です！」

「何ィ!?」

　その叫さけびとともに、正面モニターが回復した。

　プラズマの雲の中、雷らい鳴めいをまとって、悠ゆう然ぜんと進んでくる紫むらさきのバジュラ戦艦の姿！　その偉い容ようはまさに、具現化した絶望そのものだった。

「敵は……敵は、艦体周囲に、フォールド空間によるバリアを張っているものと想定されます。我々の所有する物理的火力では、重量子反応砲、反応弾だんともに、貫かん徹てつは物理的に至難です。空間が、途と切ぎれているのですから」

　参さん謀ぼうのひとりが、血を吐はくような声こわ音ねで言った。

「では」

　どうすればいいのだ、と言いかけて、バックフライトは舌を嚙かむことでそれを止めた。彼が軍事においては最高責任者だった。彼が決めなければならなかった。実のところ決めたくはなかったがとにかく決めるしかなかった。

「……技術部に、フォールドバリアの解かい析せきをやらせろ！　最優先だ！　ともかく、敵前衛を潰したのだから、飛行隊で集中的に空母級を叩たたかせ、本艦はアイランドワンの盾たてになる！　トランスフォーメーションに入るぞ！」

　それは単に戦術マニュアルの想定状じよう況きようを暗記して読み上げているだけのことだったが、とにかく、人々は指示を求めていたのだから、皮肉にも、それでよかった。
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　死んでいく。

　燃えていく。

　死んでいく。

　あまりにも、あまりにもあっけなく、人が死んでいく。

　祝祭の場は殺さつ戮りくのちまたへと変わり、光がきらめくたびに、その美しさの中で人の命が散っていく。

（前にも、こんなことがあった）

　ずっと昔。

　閉じていた記き憶おくの向こう。

　草原で歌ったアイモ。

　空を埋うめ尽つくすバジュラの群れ。

　自分の手を引いて走る兄。

「ランカ！　あなたの歌が、バジュラを呼んだのかもしれない！　バジュラは、あなたを狙ねらってくるのかもしれないの！」

　あの優やさしい人は、誰だれだったか？

「いいか、ランカ！　誰にも話すな！　お前の歌が、バジュラを呼んだってこと！」

　あの、カプセルを閉じた『お兄ちゃん』はどこへ行ったのか？

（そうだ……最初にバジュラが来たときも、ＶＦ-１で飛んだ時も、バジュラは私を狙ってきた……！）

「それなら、私にもまだ、できることがあるかもしれない！」

　生体端たん末まつをマイクに変形させて、ランカが走り出す。

「ランカちゃん、何をするの！」

　シェリルが制止する声が、スピーカーごしに聞こえる。

　当然だ。

　そして、説明している時間はない。

「私の歌で、バジュラたちを誘ゆう導どうできるかもしれないんです！　そうしたら、会場の人たちが逃にげる時間を作れるかもしれません！」

「ッ！　何を言っているの！　歌で銀河が救えるわけないでしょ！　あなたはリン・ミンメイでも、熱気バサラでもないのよ！」

「それでも私、歌いたいんです！　私は、ランカ・リーですから！」

　答えになっていないことを言い、おびえる喉のどを振ふり絞しぼって、歌う、走る。

　少しでも人のいないほうへ、ベイ・エリアの埠ふ頭とうへ！

（お願い、アルトくん、守って！）
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　スタジアムの上空で、バジュラたちが不意に銃じゆう撃げきをやめ、機動を変えた。そうなれば、アルトに容よう赦しやする理由はない。七面鳥撃うちよろしく、ビームキャノンでバジュラたちを狙そ撃げきする。もちろん、流れ弾だまが地表に落ちないように細心の注意を払はらって、だ。

（劇場で、ご見物にケガをさせたとあっちゃ、御ご先祖様に申し開きができないからな……！）

「シェリル！」

　上空からさらに接近するバジュラを迎げい撃げきしながら、ガウォークでシェリルのステージの側そばにホバリングする。

「乗れ！　ここから逃げないと！」

「アルト！」

　シェリルの顔に一いつ瞬しゆん喜色が浮うかんで、すぐに真しん剣けんな顔になった。

「あたしより先に、ランカちゃんを！」

「ランカ!?　この歌は、ランカの歌か！」

「そうよ！　ランカちゃん、おとりになって、バジュラを引きつけているの！　急いで、早く！」

「なんだって！」

　視線をめぐらす。機首を旋せん回かいさせる。

　そして確かに、バジュラたちの動きの先にはランカが、たったひとり、伴ばん奏そうもなしにマイクを握にぎって歌うランカの姿があった。

　命を賭かけた、それは芸だった。

　ランカは知らないことだろうが、この数分、たったワンコーラスの間、バジュラの機動が変わったことは、何千の人間の命を救ったのだ。どれだけの家族が、その間にシェルターに入ることができただろう。どれだけの人型デスト戦車ロイドが、撃破されずに防空ポジションにつけただろう。

　だけど、ああ、その代価は重い。

「きゃああああっっ！」

　カマキリを思わせる、ひときわ大きなバジュラが、ランカをその腹部囊のうに取り込んだのだ。

「ランカァァァッッ！」

　叫さけぶ。

　撃つ。

　落とす。

　またたくまに、三匹びきのバジュラが水面に没ぼつした。

　だが、本命、大型のカマキリ型、後に〝ハウンドバジュラ〟と呼こ称しようされる個体を撃げき墜ついするわけにはいかない。

　ハウンドバジュラが飛ひ翔しようする。

　水面を蹴け立たて、ＶＦ-25が舞まう。

　急きゆう上じよう昇しよう！

　翼よく端たんの追加スラスターが、炎ほのおの矢となって舞い上がる。

　当然、まるでランカを守ってでもいるかのように、バジュラたちの火線が、アルトに集中する。

「くっ……うおおっっっ！」

　飛翔する。それでも、アルトは飛翔をやめない。なんとしても肉にく薄はくする。考えているのはそれだけだ。

　が、いかに最新のステルスで守られ、最高の機動性を与あたえられた翼つばさであっても、たったひとりでの飛翔には、限界があった。

　降り注ぐ、数十発の生体ミサイル。

　避さけた。

　いや、避けきった、と思った。

　だが、機体を揺ゆるがす衝しよう撃げきがあって、次に機体そのものが降下を始めて、薄うすれゆく意識の中で、早乙女アルトは、自分がまだ慢まん心しんしていたのだ、と感じた。

　それが、たとえ個人の許す限りの努力の結果だとしても、少年の潔けつ癖ぺきさは、それを許せなかった。眼前で、ランカが救いを求めているのに、手を伸のばせないのだから、それは、当然だった。
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「アルト！」

　ステージの上から、シェリルはあの生意気な少年が乗る白銀のバルキリーが、炎を吹ふいて街へと墜おちていくのを見た。

　人工重力が半ば破は壊かいされた景色の中で、バルキリーはひどくスローモーションで墜ちていく。その動きの中に、人の意志が関かかわっていないことに気がついて、シェリルは、その美しい顔を蒼そう白はくにした。

　膝ひざを、突つく。

　いや、膝を突いている、ことに気がついた。

　そうして、次に思ったのは、

（シェリル・ノームが、膝を屈くつして、いいわけがないでしょう！）

　という、この一事であった。

　自分はランカに何を言った？

「歌で銀河が救えるわけないでしょ」

　そう言った。

　そうだろう。

　それが大人の態度だ。

　だが、少なくともランカは歌った。

　たった数分でも、バジュラを止めて見せた。

　それによって、命を救って見せた。

　それだけではない。シェリルの耳には、フォールドウェーブを通じて、今も歌っているランカの声がかすかに聞こえる。まだ彼女はあきらめていないのだ。

　自分はどうだ。

　軍を動かすほどの巨きよ万まんの富を得て、女王のように振ふる舞っている、シェリル・ノームはどうなのだ。目の前で、少年の命が失われ、少女が連れ去られようとしている時に、ただの女の顔をして、ステージでうずくまっているのが銀河の妖よう精せいか。

　違ちがう。

　断じて違う。

　金輪際違う。

（あたしは、虚構イツワリの歌うた姫ひめだ。グレイス・ゴドゥヌワという女が作り上げた、Ｑ１を生み出すための、ただの道具に過ぎない。それでも、いつわりであるのならば、現実にできないことを、やってみせる！）

　立ち上がる。

　鞭むちを鳴らす。

　照明もなく、観客もなく。

　ただそこに、舞ぶ台たいとシェリルがある。

　もうそれでいい。

　すべての人に力を与える女め神がみなるものがこの世にいないなら、自分がその噓うそを現実にしてみせる。形を取った夢が妖精なら、この世界に焼き付けずには置くものか。

「銀河よ、あたしの歌を聴きけ～～～～ッ！」
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「これは……！」

　グレイス・オコナー、あるいはグレイス・ゴドゥヌワは、みずからの脳内に仕込んだフォールドセンサーの伝えてくる情報に、驚きよう愕がくした。

「信じられない……シェリルの歌のフォールドウェーブが、レベル９に達している……！　Ｑ１との共鳴が、これほどだなんて……！」

　それは、科学者としての純じゆん粋すいな感動であり、シェリルというひとつの奇き跡せきを育てたプロデューサーの喜びであった。

　だから、次に彼女が取った行動は合理的ではあっても、彼女のプランではなかった。想定された仕込みの流れであっても、それ以上のものだった。それは確かに、舞台というものが生み出す、ひとつの奇跡だった。

「何をしてるの！」

　爆ばく風ふうで傷つき、気を失っていたスタッフに、覚アウエ醒イクンパッチを貼はり付けて薬物を送り込み、無む理り矢や理り賦ふ活かつする。

「シェリルの歌を、全回線に乗せて流すのよ！　無線はダメでも、有線は生きてるわ！　希望はまだ存在するって伝えるのよ！」

「りょ、了りよう解かい！」

「そうだ、シェリルの歌か！」

　スタッフの動きは、早かった。

　もともと、そういう夢を見て業界に来た男たち、女たちなのだから、それは当然のことだ。

「そうよ！　それから、こっちのチャンネルの曲も流して！」

　首からワイヤーを抜ぬき、ランカの歌をフォールドアンプで拾ったデータを、ホストコンピュータに挿そう入にゆうする。情報の出所を聞かれたら、しらばっくれてやるつもりだった。フロンティアが滅ほろびたら、どうせすべて終わりなのだ。あの老人どもの無む謀ぼうなプランに付き合わされる以上、こちらもそれくらいのことはしていい。

「この歌手は……？」

「ベクタープロモーションのランカって子よ。大だい丈じよう夫ぶ、こんなこともあろうかと、ベクターには出演をＯＫさせてあるから！　流して！　大丈夫、半年後には、この子とシェリルのビジネスで、儲もうけを二倍、いいえ、二乗にしてみせる！」

　そう言って、グレイスは自らもサイバーリンク・コントロールで、カメラ・ドローンをシェリルの周囲に展開する。シェリルの歌が、町のすべてに広がっていく。

　驚おどろくシェリルにウィンクをひとつ返して、グレイスはふたたび、艦かん内ないのネットをハッキングして、映像を流し続ける作業に戻もどった。

　なぜかひどく、楽しかった。
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　──歌が、聞こえた。

　────あたたかい、歌だった。

　暗くら闇やみの中、果てしない彼方かなたに光が見える。

　歌は、光だった。

　世界に形を与あたえる、波だった。

　シェリルの気高い歌声と、ランカの温かい歌声。

　ふたつがハーモニーになって、銀河に、形を与える。

　そうだ。

　それは、早乙女アルトという少年に、もう一度現実と向き合うための力をくれた、翼つばさだ。

　つまらない、ことかもしれない。

　人生のほんの一いつ瞬しゆん、のことかもしれない。

　けれど、少年の人生には、本当に意味があったということだ。

　歌は、銀河を救えないかもしれない。

　けれどひとりの人間の人生を、救うことはできる。救われた人間は、また誰だれかの人生を救うこともできる。

　それが歌だ。

　それが、芸能の持つ力だ。文化というものなのだ。

　だから。

「オレは！」

　意識を覆おおう闇やみが、一気に去った。

　フット・バーを蹴けり込む。

　体全体で、ＥＸギアを動かす。

　デッドウェイトになっていた翼部装そう甲こうを、爆ばく薬やくボルトで引きはがし、スラスターを全開にして、強ごう引いんに機体を引き起こす。同時に、足の動きと連動させたガウォークの脚きやく部ぶスラスターで、落下の衝しよう撃げきを殺し、一気に加速！

「早乙女有人！　推おして、参る！」

　抜いた。

　シールド裏から抜いた、白銀のナイフ。

　その刃はに、ピンポイントバリアの光が覆う。

　立ちはだかるバジュラを、両断。そのまま、ファイターに変形し、ふたたび舞まい上がる。

　視界に、ロックオンを示すマーカーがともる。

「レーダーが回復している!?　これなら！」

　マルチロック。

　二十四匹ひきのバジュラを、アルトの視線は捉とらえる。複数の対象を同時に見ることなど、歌か舞ぶ伎き役者には造作もないことだ。だから、できる。

「いっけえええええっっ！」

　奔ほん流りゆうのごときミサイルの爆ばく発はつが、街の空を覆う。

　それさえも、花火のように見えた。
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　つまらないことだ、と思う者もあろう。

　くだらない芸だ、と笑う者もあろう。

　だがその時、たったひととき、奇き跡せきのように街に流れた少女たちの歌声は、確かに傷ついた人々に希望を与えた。

　そうだ。

　世界にはまだ美しいものが残っている。

　愛も、いたわりも、確かにここにある。

　傷ついた人たちが、それでももっと傷ついた人たちに肩かたを貸す。

　警察官や消防士たちが、命がけで炎ほのおの中に飛び込んでいく。

　肌はだの色も、生まれた星も、崇あがめる神も違ちがう人々が、思い思いに、己おのれの善意を信じて、ただ助け合う。

　火器を撃うち尽つくしたＶＦ-ナイトメ１７１アプラスが鋼材でバジュラを殴なぐりつけ、作業用人型デスト戦車ロイドのドリルがそれにトドメを刺さす。

　巨きよ人じんたちが、倒たおれたバルキリーの銃じゆうを手にして、バリケードを死守する。

　救助されていたはずのギャラクシーの難民船さえ、救助ポッドを切り離はなして、防空ピケットの一いち陣じんに加わった。

　歌は、銀河を救わない。

　歌は強きよう烈れつなビームになって、目の前のバジュラをなぎ払はらってくれたりはしない。

　けれど、歌は人の心に炎をともすことができる。

　ともった炎は、もっともっと強くなる。

　虚構イツワリは、現実を越こえる。
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　補給の済んだオズマのアーマードを先頭に、翼を連ねたＶＦ-25メサイアとＶＦ-カリ19ＥＦバーンの戦列が続く。

「敵、フォールドジャミング、35％まで低下！　原因は不明ですが、これなら……！」

　ルカの声は、軍人というより技術者的な弾はずみ方だったが、それはいい、と思えた。

「了りよう解かいだ！　貴様は、アイランドワンで管制を続けろ！　パープル、バーミリオン、アポロはルカの管制で邀よう撃げき！　残りはオレに続け！　シェリル・ノームのコンサートを、死守するんだ！」

「……隊長は、本当にシェリルの歌がフォールドジャミングを阻そ害がいしていると考えてるんですか!?」

「そういう問題じゃない！　あれはいい歌だ、それだけで守る価値がある！　それに、状じよう況きようがあの会場を中心に推移していることは、確かだ！」

「はいっ！」

（それに、シェリルのに混じるこの歌声は、ランカだ。ランカが歌っているなら、オレは何をしても守ってやる。あいつが自分で判断し、自分で飛ぶことを選んだ、祝いの日だからな──！）
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「あの空母級で逃にげる肚はらか！」

　立て直し、ハウンドバジュラを再発見するには、それなりの時間が必要だった。だが、相手はどうやら、どんな理由かは知らないが、ランカを生きたまま連れ去りたいらしい。そのために、Ｇでランカを潰つぶすわけにはいかないから最高速を出せない。それが付け目だった。

　天てん蓋がいの上層近く、飛び慣れた高度６０００フィートの空。

　狭せまくて苦しくて腹立たしかった空だが、今は、相手の行動を制限してくれるというだけで頼たのもしい。

（!!）

　背後、20を越えるバジュラによるレーダーロック。

　振ふり切ることは不可能ではないが、今度回かい避ひ機動に入ったら、もう絶対にハウンドバジュラと軌き道どうをあわせることができなくなる。だが、いかにバルキリーのエネルギー転てん換かん装そう甲こうが戦車並みに強固でも、あれだけの数では……！

「援えん護ごする」

　不意に、声がした。

　次の瞬しゆん間かん、影かげのようにすぐ側そばを駆かけ抜ぬけた、紫むらさきのバルキリー。機体照合。

（ＹＦ-27!?　ギャラクシーの、噂うわさの新型機か!?）

「アンタレス小隊、ブレラ・スターンだ。貴君を援護する」

　それだけ短く言って、あとは電光のように、雷らい鳴めいのように、紫のバルキリーは背後の20を越えるバジュラたちに突とつ入にゆうしていった。人間業わざとは思えぬ、その鋭するどい動き。そして、ＶＦ-25のレーダーでさえ、ギリギリまで捕ほ捉そくできなかった、そのステルス性能。だが、とにかく敵でないことに感謝する他ほかにない。

　ＶＦ-25がさらに、加速する。
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「王子は王に出会い、王おう妃ひを救うため天に舞まい上がる。刻まれる軌き跡せきは、一本のオベリスク」

「今の曲のタイトルが、どうしたんです？」

　何年かぶりに、思考を口に出していたことに気がついて、柄がらにもなくグレイスは、照れた。

「なんでもないわ、忘れて」

（そう。シェリルのコンサートは、歯車の時計から始まった。円えん環かんをなす時計の歯車は、永えい劫ごうと女性原理の象しよう徴ちよう。対するオベリスクは、日時計、すなわち動く時間と男性原理の象徴。終しゆう焉えんと開かい闢びやくは出会い、無限が始まる。私の求める、最高の美が！）
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　緑色をしたハウンドバジュラが鎌かまを振り上げ、その全身から生体ミサイルを放つ。その数は、両手両足の指より多い。

　ファイターの機体上部、つまりバトロイドにおける頭部に内蔵されたレーザーがセミオートでミサイルを迎げい撃げき。追いつかない。

　ハーフターン。

　追い切れないミサイルふたつが絡からみ合って、爆ばく発はつ。だが、その数はあまりに多い。

　急きゆう上じよう昇しよう。Ｇに耐たえかねた体が悲鳴を上げる。それでもスロットルは離さない。当然だ。

　ループに入る頂上で、バトロイドに変形。翼つばさを広げた白鳥のように、アルトの機体が風に乗る。知り尽つくした、この街の風に。ガンポッド斉せい射しや。ミサイルがさらに爆発する。変形、ふたたびファイターに戻もどり、増速。

「う、うお、お、お、お、お、おおおおおおっっ！」

　越こえる。

　限界を超こえる。

　狭いと思っていた空を、窮きゆう屈くつだと思っていた空を。

　精せい一いつ杯ぱい、使う。

　空は上だけではない。横も、下も、斜ななめもある。すべてを、立体としてとらえ、飛ぶ。

　歌が、その背を押してくれる。

　その後ろで、その上で、その横で闘たたかうすべての人々が、アルトとともに飛んでいる。

　歌は、人をつなげる。

　だから。

　バジュラの鎌が、バトロイドに変形したＶＦ-25の腕うでを押さえる。望むところだ。逆に脇わきで締しめ上げ、機体をリモート操作モードに切り替かえる。左腕のナイフで、ランカを捕とらえる囊ふくろを切り開き、脱だつ出しゆつモードに切り替え、ＥＸギアで、空へ！

　破は片へんがヘルメットを粉ふん砕さいする。かまうものか。この高度なら、窒ちつ息そくはしない。何度だってミシェルと、規則をやぶってメットなしで飛んだ空だ。今さら、目をつぶっていたって天てん蓋がいにぶつかったりするはずがない。

「手を伸のばせ、ランカ！」

　声を張り上げる。暴風吹ふき荒あれる、薄うすい大気の中、至近でミサイルの爆ばく音おんが響ひびいても、アルトの声はどこまでも響く。鍛きたえられた、役者の声。ランカの大好きな、アルトの声。

「うん！」

　手を握にぎる。握りしめる。温かい、生きている心ここ地ち。

　だが、そのアルトの背中を、バジュラの腕が、かすめる。

　バランスを崩くずし、落下していくランカ。

　増速し、そのランカの影を、アルトが追う。その背中に、もはやランカを巻き込む危険性がなくなって、アルトをいよいよ殺すつもりになった、バジュラの爪つめ！
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「あいつは……！　なんで毎回、詰つめが甘いんだ！」

　だが、その光景を見み逃のがさない男がいた。

　青いＶＦ-25Ｇ。シェリルのホログラフィック広告を迷めい彩さい代わりにして、バジュラを狙そ撃げきし続けていた男。アルトがハウンドバジュラに肉にく薄はくできたのは、ブレラの援えん護ごと彼の技量ばかりではない。ミシェルの見えない援護があったからだ。

「やむを得まい！」

　飛び出す。

　現在位置では、射線軸じく上にランカとアルトを巻き込むのは避さけられない。

　ベイブリッジの橋きよう梁りよう上にバトロイドで着地。コンマ数秒の高速判断。機械式センサーより早く、昼間の星を捉とらえる彼の眼力が、バジュラを捉える。

「もらった！」

　狙撃。

　ドラグノフ・ライフルの吐はき出す超ちよう高こう速そく徹てつ甲こう弾だんが、ハウンドバジュラを両断する。

　が、遮しや蔽へい物から飛び出した狙撃手の運命は決まっていた。次の瞬しゆん間かん、水面から飛び出してきたバジュラの炎ほのおが、ＶＦ-25Ｇのエネルギー転てん換かん装そう甲こうを貫かん徹てつして、機体を両断した。

　そのバジュラが、怒いかりに燃えたクラン・クランのビームの嵐あらしを浴びて、肉のかたまりになって、沈しずむ。

　戦いはまだ、泥どろ沼ぬまだった。
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（ミシェル……ッ！）

　無事だと信じた。

　そのように願った。それがただひとつできることだ。舞ぶ台たいに上がった以上、親の死に目にだって会えない覚かく悟ごはしなければならない。始まったシヨー舞台は、・マス最後までト・ゴ続けるー・のだオン。

「ランカ！」

　あの時とは違ちがう。今度はランカがガスジェットを装備していたりしない。だが、アルトもあの時のアルトではない。

（見える）

　あの時感じられなかったものが、感じられる。世界がこんなに広いのだ、とわかる。

　摑つかむ。抱だきしめる。この手に抱いだく。ランカのぬくもりを、絶対に落とさない。

　迫せまり来る、新手のバジュラ。悲鳴をあげるランカに、安心させるように笑う。その手を開き、呼び寄せる。早乙女の、歌か舞ぶ伎きの芸。吉きちを呼び込み、凶きようを祓はらう。神に仕える、芸の根本。

　呼び寄せるのは救世主メサイアの名を冠かんした翼。リモートに設定されたそれは、忠実な番犬のように、ふたりをすくい取る。コクピットに搭とう乗じよう。そのまま流れるように、新手を撃げき墜ついし、コンサート会場へと駆かけ戻る。

「さ、歌ってくれよ、ランカ、シェリル！」

　聞きたいと思った。ふたりの歌を。不思議な力など、なくてもいい。ただ、ふたりの歌があれば、もっと戦える。もっと守れる。それだけだ。

「ええ！　歌ってあげるわよ、アルト！」

「うん！　聞いて、みんな！　私たちの歌！」

　その思いは、皆みなも同じだった。

　アルトが、ルカが、オズマが、ブレラが、カナリアが、クランが、名もないすべての兵士たちが、ひとつの歌の下もとで、戦い続ける。
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「突とつ撃げきぃいぃぃぃいっっっ！」

　ランカの加わった歌の効果は劇的だった。航空戦隊は、カナリアの支し援えん砲ほう撃げきを受けて、完全に敵旗き艦かん周囲のピケットラインを打ち砕くだいた。

　そして今、全高４００メートルの巨きよ人じん、〝マクロス〟としての真の姿をあらわにしたマクロス・クォーターが、その全加速をもって突とつ貫かんする。

「敵艦主砲、予測進路出ました！」

「当たるもんかよぉぉぉっっ！」

　再生された敵の主砲が、暴風のようにクォーターを襲おそう。だが、当たらない。キャシーも加わったオペレーターたちの完かん璧ぺきな計算が、ボビーの操そう舵だが、そしてクォーターの持つおどろくべき機動性能が、それをさせない。両りよう脚あしによって姿勢制せい御ぎよを自在に行なうことができる宇宙艦。伊だ達てや酔すい狂きようで、人の形をしているわけではない。それは、無限のポテンシャルを有する、進化の当然の帰結なのだ。

　フォールドバリアであっても、クォーターほどの質量を完全に打ち消せるわけではない。それは、はるかに小さなアルト機が、主砲に肉薄を果たしたことでわかっている。

「艦長！　敵艦バリアに対し、クォーターの全方位バリア、同調完了！　持続、45秒！」

「それだけあれば十分よ、ボス！　行くわ！」

「ならば！」

　キャシー立案、ジェフリー指揮、そしてボビー他ほかの演奏になる交こう響きよう曲きよくは、最高潮を迎むかえる。

　敵、艦上面に急きゆう上じよう昇しよう。制動をかけ、左腕を持ち上げる。

「左腕、艦首部にピンポイントバリア、集中！」

「よし！　全艦、ダイダロス・アタック！」

　打ち込む。巨きよ大だいなバリア・ブレードと化した空母甲かん板ぱんが、バジュラ艦の装そう甲こうをブチ抜ぬいた。

「デストロイド隊、全火力開放！　同時に、マクロス・キャノン！」

　左腕からは、飛行甲板のハッチから現われた、移動を考えずに全火器を搭とう載さいしたデストロイド隊の一いつ斉せい砲火。そして右みぎ腕うでからは、奔ほん流りゆうのごとき重量子ビーム砲の一いち撃げき。

「緊きん急きゆう離り脱だつ！」

〝腕〟を引き抜き、逆噴ふん射しやで一気にクォーターが脱だつ出しゆつする。フォールド・バリアを発生させている敵反応炉ろが沈ちん黙もくしたことを確かく認にんし、高らかに信号弾だんを打ち上げる。

　待機していたバトル・フロンティアの最大出力メガ・マクロス・キャノンが、バジュラ艦にトドメを刺さしたのは、一分後だった。

「どう？　これがＳ．Ｍ．Ｓの戦いよ」

　ウィンクするボビーに、キャシーもサムズアップを返した。

　悪い気分ではなかった。

　いやむしろ、よい気分であった。




　　　　＊




　戦いは、終わった。

　母ぼ艦かんを失ったバジュラたちは、フォールドしてフロンティアを去っていく。

　傷きず跡あとは深く、暗い。

「雪……？」

　傷ついた街に、粉雪が舞まい落ちる。

　戦いで気圧が下がったことで降った、時ならぬ雪であったが、その雪は、生き残ったものたちには、天が彼らを悲しんで、いとおしんでくれているのだ、と映った。

　ステージの上で、それを不思議そうに見上げるランカとシェリル。その傍かたわらには、パイロットスーツ姿のアルトがいる。生き残ったのだ、三人は。少なくとも、今は。

　幸いにも、ミシェルはどうやら重傷ながら生き残った、という連れん絡らくだった。当分頭があがらないな、とアルトは考える。

「シェリル、ランカ。二人とも……いい歌だったよ」

「うふ……」

「アハ……」

　ふたりの少女も、そして少年も笑った。雪は少なくとも、美しかった。

「アルト」

「？」

「そのイヤリング、あげるわ」

「いいのか!?　これ、お前の大切なものなんだろう……!?」

「そうだけど……ううん、そうだからもらって欲しいの。あなたは、それに見合う働きをしてくれたわ。それに、あたし、あなたとランカちゃんのおかげで、わかったから」

「シェリルさん……」

「あたしは、ひとりぼっちじゃないんだ、って……！」

　気を利きかせてくれたのだろうか。

　どこかから、新しいナンバーの伴ばん奏そうが始まる。スポットライトが集まる。

「さあ、行くわよランカちゃん！　もう一曲！」

「ええ、何曲でも！　ほら、アルトくんも！」

「お、オレも歌うのか!?」

「当然でしょ！」

　歌が響ひびく。死と破は壊かいの蹂じゆう躙りんした街に、それでも歌が響く。

　人は生きていく。イツワリかもしれない希望に、夢を託たくして。新しいフロンティアに向かって。

　航海の果てに待つものを、まだ誰だれも知らない。


〈「劇場版マクロスＦ（下）サヨナラノツバサ」に続く〉
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